
~o
 
゜P i t 1 4  

ド◎
騎

瀕 1 2 6 回

訳》

A  
A  

瀕 4 2 A ~ ~ ; \ : : f . i } l s ~ ~ ) f ! I J回

ー ニ 8 ー

゜
ヽ

辛
曰

。

o
 :a 

,p
~

0
 

0
~

 ふ
グ
品
拉

゜

6  

0 0  
゜

て） 忌
◎

◎
[
 

N
 

i 8 刃 守

c  八P i t l O  

P i t l l  

兵
◎

0  2 m  

― ― ―

 

討
0
◎
t
 

〖
⑤

A  

戸
ミ◎

ff)~
 

◎已
P i t 4  

◎  

B  

P i t 2 9  

B  

ロ
ニ

黒
褐

色
土

(1
0
Y

 R
2
/2
) 

明
黄

褐
色

土
(I
O
Y

 R
6
/6
)

 
黒

褐
色

土
(1
0
Y

 R
2
/3

)
 

褐
色

土
(1
0
Y

 R
4
/4

)
 

焼
土

・
炭

化
物

少
量

混
入

層 層 層 層 層

1 2 3 4 5  

暗
褐

色
土

(1
0
Y

 R
3/
3)
 

黒
褐

色
土

(1
0
Y

 R
3/

2
)

下
位

火
山

灰
ブ

ロ
ッ
ク
混

入

黒
褐

色
土

(1
0
Y

 R
2/

2
)

下
位

火
山

灰
混

入

蹄
褐

色
土

(1
0
Y

 R
3
/4

)
下

位
火

山
灰

を
多

量
混

入

褐
色

土
(l

O
Y
R
4
/
4
)

下
位

火
山

灰
ブ

ロ
ッ

ク
混

入

層 層 層 層 層

゜6 7 8 9  

暗
褐

色
土

(1
0
Y

 R
J
/4

)
し

ま
り

強
，

炭
化

物
混

入

褐
色

土
(I

O
Y
R
4

4
)

し
ま
り
強
，
下
位
火
山
灰
ブ
ロ

ッ
ク

，
炭
化
物
混
入

暗
褐

色
土

(1
0
Y

 R
J
/3

)
し
ま
り
強

暗
褐

色
土

(1
0
Y

 R
J
/4

)
炭

化
物

少
量

混
入

哨
褐

色
土

(1
0
Y

 R
J
/4

)
炭

化
物

及
び

下
位

火
山

灰
混

入

層 層 層 層

1 2 3 4  

1 1 1 1  



~ 
~{) 

-• 

゜n3 

3
 

1層 黒褐色土 (10Y R3/3)粒子粗，粘性，し まりなし

炭化物少量湿入

2層 褐色土 (lOYR4/4)粒子細，粘性，しまり強，

焼土少量混入

3層橙色土 (7.5YR6/8)焼土

4層明褐色土 (7.5YR5/8)
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第127図 第42A号住居炉跡微細図

1.36mの方形に配したもので，

北端の一部は 2重にな っている。

石囲部内は全体的によく焼けて

おり ，焼土の厚さは最大で15cm

にも達する。

また，主軸線上中央付近に 2

つの地床炉が検出された。地床

炉 (1)は40X5Qcmの楕円形状

に若干焼土化 している。地床炉

(2) は140Xl20cmの規模で35

cmの深さの掘り込みを有し，そ

の中に80X70cmの範囲で，最大

5 cmの厚さの焼土が確認された。

また，住居跡中央よりやや東寄りからも焼土が確認されたが，不安定であり， 地床炉 とは考え

られない。

〈出土迫物〉 （第128~132図，400図 5, 401図12, 421因8, 422図7, 423図20・21,

427図 3・6,428図4)

本住居からの出土迫物は非常に多く，次のように出土した。

炉内より 1点の掻器，床面より20数点の土器片， 1点の石箆 ・磨製石斧， 2点の石鏃， 3点

の掻器，床直より 100点弱の土器片を出土，他に裂土中より 7個の完形及び復元可能土器と 4

箱の土器片， 1点の石碓・石皿・斧状土製品 ・把手， 2点の石箆 ．磨製石斧 ・磨石 ・円盤状十．

製品， 3点の有孔石製品， 4点の石匙， 5点の凹石， 7点の石鏃，15点の掻器を出土した。こ

れらの迫物を平面的に見ると，炉周辺及び住居中央から北西寄りにかけて多 く分布している。

400図5は，北西壁寄り製土中位から出土の復元可能土器で', 4つの大波状口縁の深鉢形土器

であ る。 口径26.0cm,底径7.5cm, 器高37.5cmを計る。口縁部下半から胴部下半に，縦位榜円

文＋「n」文の区画文を主体として文様を施文，地文は LR斜縄文，焼成は良好で，色調は橙

色 (7.5YR6/6)を呈する。400図12は，北東壁際衷土中位より出土の完形土器で，丸底の無文

土器である。口径 6cm, 器高2.8cmを計る。焼成は良好で，色調はにぶい橙色 (5YR 6/4)を

呈する。

128図4・21は床直， 他は裂土中からの出土土器である。

出土土器及び新旧関係より，本住居の時期は中期後葉～末葉 （大木 8b -10式併行期）と考

えられる。
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第130図 第42A号住居跡出土石器実測図 (1)
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10cm 

第134図 第64号住居跡出土土器拓影図・石器実測図

第428号竪穴住居跡と出土遺物 （第133図）

〈迫構の位置と確認〉 凡区北東部の緩斜面 ZB・Z A -19・20・21グリ・ノドに位置する。南

東壁から西壁中央までII1層中位， 北西壁は64号住居跡覆土上面，北東壁は42A号住居跡床面で

の確認である。42A・64号住居跡， 44・47号土堀と重複，本住居跡は64号住居跡より新しい。

また，42/¥乃住居跡より古いと考えられる。

〈平面形 ・規模〉 10.lOX (7.30) mの楕円形を呈する。主軸方向は N-44°-W, 床面柏は

(53.89)而を計る。

〈堆柏土〉 3層に区分でき，人為堆租と考えられる。

〈床面 ・壁〉 北側がN層，南側がII1層を掘り込んで床面としている。北西壁際から南東壁際

ヘ若干の傾斜があり ， しまりは弱い。北西壁は64号住居跡悶土，南西側はII1層から成り ，北東

壁は42A号住居構築によりその大部分を消失している。壁高は北西壁35.5cm, 南東壁29.9cm,

42A号住居跡床面までの北東壁高は13.8cmを計る。

〈周溝〉 なし

〈柱穴〉 42 B・64号住居跡より計13個のピソトが検出された。このうち軸線に対称な 3対 6
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個 (Pit2・8または 9,Pit 5・ (未検出）， Pit6・ (未検出））が主柱穴と考えられる 。

第42B・64号竪穴住居跡ピノト ー院表（単位 ：cm) 

:I ぞhh。 hf~。 I 1i。三5;12~hs I 2iho 1 7心~:sh;:。 I 110!100 1 93!77 1 107悶，。 I ~f~2I 7::~3 1 門;~s
〈炉〉 検出されなかった。

〈出」：迫物〉

42A号住居との重複により ，木住居の出」：迫物は比較的少なく ，床面から 2、点の掻器の他，

裂」：から 1/2箱の上器片を出l:したのみである。

出」：上器及び新旧l枯l係より，木住居の時期は中期中薬～後薬 (Pl筒」-.陪 e-大木 9式併行期）

と考えられる。

第43号竪穴住居跡と出土遺物 （第135~137・400・426図）

〈迫構の位府と確認〉 A, 区北束部の ZG・Z F -22・23グリ＇ノドに位置する 。25号住居跡床

血での確認である。25号住居跡と重複し ，本迫構が古い。

〈平面形 ・規模〉 7.42X6. 00 mの棺円形を呈する。主軸方向は N-14°-E, 床面柏は30.44

而を社る。

〈堆柏上〉 6 },; りに区分でき ，人為堆禎である。

〈床1fii・ 壁〉 V附を掘り込んで床面としている。ほぼ平坦で， しまりは弱い。壁はN・Vi悴

から成っていたと思われるが， 25号住届構築により VJ,;~: 部分の壁しか残存しない。25号住居跡

床血までの壁高は，束壁32.1cm,西隈30.1cm, I祖壁17.6cm, 北壁35.9cmを計る。

〈周溝〉 なし

〈柱穴〉 木住居跡より 11個のヒ ＇゚ノトが検 出された。このうち Pit1~5・8・11を主柱穴と

し，ーヒ軸線」：の Pit11と，軸線に対称な 3対 6個 (Pit1・ 8 , Pit 2・5 , Pit 3・4)の社7

個を基本とする柱配腟と考えられる。

第43号竪穴住居跡ヒ ＇゚ノトー ＇痣表 （単位 ：cm) 

2
 

3
 

4
 

r
J
 

6
 

7
 

8
 ，

 
49.9 I 56.4 三67.•I I 19.2 I 12.4 I 28.5 8.4 

〈炉〉 住居跡南壁に接する。若干壊われているが，石囲部＋掘り込み部から成る 218X 147 

cmの規模の石囲複式炉と考えられる。石囲部は， 7 -31cm大の自然石を 115X95cmの横長の楕

円形に配し ，炉内全体が 2-3 cmの）厚さで明褐色に焼土化 している。掘り込み部は120X155cm 

の台形に近い形状を呈し，その両側縁に 8-24cm大の自然石を配したもので， 二重になってい

る部分もある。全体として「 A」形に炉石を配したものと考えられる。
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第135図 第43号竪穴住居跡実測図
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〈出土迫物〉 （第137図， 400図10,426図 7)

本住居は大型住居である割に，出土迫物は少ない。炉内より，敷きつめたような状態で 1個

体の土器，炉西側付近の床直より 1個の復元可能土器を出土した。この他に床面より 10数点，

床直より 20数点，裂土中より若干の土器片を出土，石器は裂土中より 1点の磨製石斧．凹石・

有孔石製品， 3点の掻器を出土した。

400図10は，その土器片を炉内に敷きつめたような状態で出上した，口縁部が内傾する壺形

土器で，胴上部に 4つの把手を有する。口径15cm, 底径 8cm, 器高42cmを計り ，口縁部は無文，

胴部に RL斜縄文が施文，焼成は不良で，色調は明赤褐色 (2.5YR5/6) を呈する。

137図 3は床面， 5~7は床直上， 他は覆土中の土器である。

出土迫物及び新旧関係より，本住居の時期は中期後薬と考えられる。

第44号竪穴住居跡と出土遺物 （第138,139, 395図）

〈迫構の位謹と確認〉 A, 区南東部の F-20・21グリッドに位置する。V陪上面において確認

された迫構である。40・45号住居跡と重複，木迫構がいずれよりも古い。

〈平面形 ・規模〉 (3.44) X3.03mの円形を呈すると推定できる 。床面栢は約7.48而を計る。

〈堆利旦．〉 黒褐色士の単一層である。

〈床面 ・壁〉 V層を掘り込んで床面としている。ほぼ平坦で堅くしまっている。壁は V附よ

り成るが，南・北壁は， 40・45号住居構築により消失している。東 ・西壁は緩やかな立ち上が

りを呈し，壁高は東壁18cm, 西壁 9cmを計る。

〈周溝〉 なし

〈柱穴〉 本住居跡に伴なうと考えられるピットは， 5個検出された。 Pit1または 2・3・

4・5の4個を主柱穴とする柱配置と考えられる。

第44号竪穴住居跡ピット 一覧表（単位： cm) 

:l ;:· 119~18 I 2lf 17 140:036 126~17 I 62:.~2 
〈炉〉 検出されなか った。

〈出土迫物〉 （第139図， 395図 5)

本住居の出土迫物は少なく，床面より 1個の復元可能土器と 1点の石錐を出土，他に裂土よ

り若干の」＿．．器片を出土したのみである。

395図 5は，南壁寄り床而より出土した復元可能土器で‘，鉢形を呈し， I.I径11.3cmを計る。

LI縁部中位の横位沈線文と刺突文により区画され，口縁部上半は無文，胴部には「n」文が施

文，地文には LR斜縄文，焼成はやや良好，色調はにぶい黄褐色 (10Y R 4/3) を呈する。

-128-



R 叫---------、
/,,,-,- -----------／ 

/oo Pit2 ~ \ S 140 
＼ 

/ Pit f Pit5 

I 
＼ 

a/ 

A
 

◎ 
／ 

I SI 45 
Pit4 / 

＼ 
ヽ

／ 

----`—---一一
／ 

叫

A
 

叫
B
 

~/Nll/N//77777777777777/グ////グルグルグ／／一量
2m 

第138図 第44号竪穴住居跡実測図

O 10cm 

第139図 第44号住居跡出土土器拓影図・石器実測図

-129-



139図 2は床面からの出土土器である。

出土土器より，本住居の時期は中期後葉（大木 9式併行期）と考えられる。

第45号竪穴住居跡と出土遺物 （第140-144,399, 402, 403, 406, 423図）

〈迫構の位謹と確認〉 A1区南東部の F・G・ H-20・21・22グリ‘ノドに位置する。N層上面

での確認である。

44・48・49・54号住居跡， 101号土檄， 4・5号屋外炉と重複，本迫構は44・48・54号住居跡，

101号土堀より新しく， 49号住居跡， 4・5号屋外炉より古い。 また，柱列及び周溝の精査に

より，本住居跡は 2回の増改築が行なわれていることが確認された。

便宜的に最終プランを A, 以下 B ・Cとして各項目ごとに記述する。

〈平面形 ・規模〉 Aプラン（最終プラン） ： ll .36X8. 65 mの楕円形を呈し，主軸方向はN-

62°-w, 床面柏は79.76面を計る。

Bプラン：柱列及び周溝から，南西壁及び北西壁を Aプランと同一 とし，南東壁及び北東壁

は， Aプラン両壁下の内側の周溝に接するものと考えられる。この場合， Bプランの規模は，

10. 36 X7 .40mとなり，楕円形を呈する。

Cプラン：内在する周溝と Pit7・41を結ぶラインと考えられる。この場合， Cプランの規

模は7.6X7.4mとなり，楕円形を呈する。

以上のように 1回目の増築 (C→ B) は，長軸方向両壁側への増築， 2回目 (B→ A) は，

短軸方向両壁側への増築と考えられる。

〈堆柏土〉 13罰に区分でき，人為堆柏と考えられる。

〈床面 ・壁〉 101号土堀毅土及びV層を掘り込んで床面としている。住居中央部，すなわち，

主柱穴配四内のしまりがり狙い。壁はN・V恩から成るが，南壁西側の一部は49号住居構築によ

り消失している。壁はやや急な立ち上がりを呈し，壁高は，東壁44cm, 西壁49cm, 南壁75cm,

北壁48cmを計る。

〈周溝〉 最終プランの北西壁を除く壁下に，不連続な幅 8-20cm, 深さ 3-18cmの周溝が一

巡する。また， B ・Cプランの北東壁・南東壁下と想定される位鷹から，幅 7-20cm, 深さ 5

-10cmの不連続な周溝が検出された。なお， 北東壁際の周溝は，一部が二重になっている。

〈柱穴〉 ＊住居跡より 68個以上のピノトが検出された。各フ ラ゚ンでの柱配置は，次のように

考えられる。

Aプラン ：Pit 1・ 5・ 16・23・27・37・43・49・55または56・65を主柱穴とし，主軸線に

対称な 5対10個 (Pit1・65, Pit 5・27, Pitl6・43, Pit23・49, Pit37・55または56)の柱配置。

Bプラン ：Pit 1・ 7・ 16・22・36・41・44・50・53または54・65を主柱穴とし，主軸線に対
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称な 5対10個 (Pit1・65, Pit 7・41, Pitl6・44, Pit22・49, Pit36・54または55)の柱配四。

Cプラン： Pitl2・21・35・48・64を主柱穴とし， 3対 6個 (Pitl2・(未検出），Pit21・ 48,

Pit35・64) の柱配韻。

第45号竪穴住居跡ヒ ‘゚ノトー院表（単位： cm) 

Pit No. 1 2 3 4 5 6 7 8 ， 10 11 12 

規模 80X58 24X23 23Xl6 13Xll 32X32 17Xl5 37X31 12Xl2 21 X20 27X24 20Xl8 45X31 

深 さ 84 30 27 26 51 37 72 29 ， 53 31 28 

P,t No. 13 14 15 16 17 18 19 20 21 22 23 24 

規校 36X33 17Xl7 18Xl7 57X49 24X23 26X23 41X25 21X21 45X43 52X40 60X47 14Xl0 

深 さ 52 22 47 57 15 15 43 26 50 93 55 ， 
P,t No. 25 26 27 28 29 30 31 32 33 34 35 36 

規模 40X29 28X24 35X33 37X23 45X31 50X42 30X25 37X29 30X30 37X32 60X54 56X41 

深 さ 36 36 24 51 29 39 104 36 18 38 20 49 

P11 No. 37 38 39 40 41 42 43 44 45 46 47 48 

規校 4!X37 32X22 15Xl5 18Xl5 75X55 欠番 52X40 52X35 15Xl4 22X!5 25Xl3 nx,17 

深 さ 55 25 20 21 67 52 53 37 33 23 54 

P,t No. 49 50 51 52 53 54 55 56 57 58 59 60 

規校 53X45 35X45 33X31 20Xl9 35X31 50X33 40X35 30X21 40X30 17Xl5 23Xl4 23X25 

深 さ 68 26 63 10 63 42 30 32 16 26 29 8 

Pit No. 61 62 63 64 65 66 67 68 

規模 30X22 35X30 40X30 60X59 68X66 欠番 17Xl7 52X52 

深 さ 31 15 15 33 80 52 8 

〈炉〉 住居跡主,,咄線」て北西壁に接して石囲複式炉，中央より南束寄りに地床炉が確認された。

石囲複式炉は石囲部十掘り込み部から成り ，規模は334X240cmである。石囲部は12-30cm大の

自然石を152Xl24cmの「U」状に二重に配列したもので，炉内底面がわずかに赤変（焼」：化）

し，少凪の灰が堆梢している。掘り込み部は， 195X240cmの隅丸方形である。地床炉は64X50

cmの規模で，厚さ 2cm弱の焼土が確認された。石囲複式炉は Bプランより ，地床炉は Cプラン

より継続して使用されていた可能性がある。

〈出土迫物〉 （第142-144図，399図 5,402図15,403図12,406図 2,423図22)

木住居からの出」：．．迫物は多く ，次のようである 。

ヒ.• ノト 内より 1個の復元可能」：器と 1点の石匙，周溝より 1点の掻器，床面より 1個の復元

可能土甘昔， 10数点の土器片， 1, 点の石錐 ・ オ蚤器 ， 床直より 30数、•.'.i, の上器片と 1点の掻器 ・石皿

を出土，他に投土より 7個の復元可能土器，1・1/2箱の土器片， 1点の石鏃・打製石斧・磨石・

凹石.p-1盤状土製品， 2点の石箆， 5点の石匙 ・掻器を出土した。 また，周溝内より多数のフ

レークを出土，本住居出土の多試の石器とのI葵］連性が注目される。

399図5は，北西壁寄り Pit1内出土の深鉢形上器で，口径27.4cm, 底径8.1cm, 器高28.4cmを

計る。J_I縁部は無文， l-..1頸部に横位辿続刺突文，その直下に平行沈線による弧状文を施文，こ

の弧状文より懸垂文が胴部下半に延びる。地文は RL斜縄文，色調は灰褐色 (7.5 Y R 4/2) を

呈する。402図15は，南壁寄り裂土中位出土の広い壺形土器で，底径4.6cm, 器高17.5cmを計る。

j_j縁部は無文，胴部には RL斜縄文を施文，焼成はやや良好，色調はにぶい黄橙色 (10YR7/3)
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O 10cm 一］
第144図 第45・48・49号住居跡出土土器拓影図 ，， 12, 11, 16, 17はS149出土遺物）

csはS148出土遺物
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を呈する。403図12は，北東壁寄り裂土中位出土の深鉢形土器で，口径15.3cm,底径5.0cm,器高

20.6cmを計る。器面には RL斜縄文を施文，焼成はやや不良，色調は黒褐色 (7.5YR3/2) を呈

する。391図2は，南壁寄り床面出土の深鉢形土器で‘，口径24.8cmを計る 。口縁部下半より胴部に

R Lの縦位及び斜位縄文を施文，焼成はやや不良，色調はにぶい黄橙色 (10YR 6/3)を呈する。

144図 6は床面，他は裂上中からの出土土器である。

ピ・ノト内，床面及び床直上の出土土器より ，本住居の時期は中期後葉（大木 9式併行期）と

考えられる。

第46号竪穴住居跡と出土遺物 （第145~147, 403図）

〈迫構の位間と確認〉 A1区南東部の F・G-25グリソドに位置する。 N層上面での確認である。

本住居跡の北側に2号住居跡（歴史時代） ・2号溝，南西側に41・ 55・56号住居跡が近接する。

〈平面形・規模〉 3.19X3.12mの円形を呈する。主軸方向は N -15°-E,床面柏は6.68m'

を計る。

〈堆柏土〉 4層に区分でき ，自然堆栢である。

〈床面 ・壁〉 V層を掘り込んで床面としている。南東壁際から北西壁際へ若干の傾斜があり ，

中央部，炉周辺のしまりが特に弛い。壁はN・V層より成り ，やや急な立ち上がりを呈する。

壁高は北東壁56.1cm,北西壁52.5cm,南東壁47.0cm,南西壁61.7cmを計る。

〈周溝〉 南東壁下に幅約13cm, 深さ 4.8cm, 長さ85cmの周溝が検出された。

〈柱穴〉 本住居跡より 8個のヒ．゚ノ トが検出された。 Pit1 ~ 4の4個を主柱穴とする柱配置

と， Pit 1・2・4・5・6または 7の 5個を主柱穴とする柱配置とが考えられる。

第46号竪穴住居跡ピットー鹿表（単位 ：cm) 

品:lはI29!23 I 26!23 I 30!20 I 22!21 I 25!18 I 21!20 I 20:12 I 33!10 

〈炉〉 住居跡のほぼ中央に位置する。 地床炉で', 60.0X50.5cmの範囲に焼土が確認された。

〈出土追物〉 （第146,147図， 403図 5)

床面からは 6点の上器片と 1点の石槍，床直からは10数点の土器片を出土した。また，この

他に裂土中より ， 2個の復元可能土器，2/3箱の土器片，石箆，掻器それぞれ 1点を出土した。

これらの追物は，平面的には住居中央の炉周辺からの出土が多い。

403図 5は，裂土中位出土の鉢形土器で口径10.6cm, 底径 6.2cm, 器高11.8cmを計る。 LR

の原体 を口縁部では横位に，胴部では縦位に回転して斜縄文を施文，焼成はやや良好，色調は

患褐色 (7.5YR3/2) を呈する。

出土迫物より，本住居の時期は中期後葉（大木 8b式併行期）と考えられる。
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第47号竪穴住居跡と出土遺物 （第148-150,394図）

〈迫構の位置と確認〉 A1区南東部の D・E-23・24グリッドに位置する。N層上面での確認

である 。本住居跡の東側に57号住居跡，南東側に 2号住居跡（歴史時代），南側に 2号溝，南

西側に62A号住居跡が近接する 。

〈平面形 ・規模〉 5. 96X4. 24 mの不整楕円形を呈する。主軸方向は N-o・-w,床面柏は

18.64m'を計る。

〈堆梢土〉 5層に区分でき，人為堆柏である。

〈床面・壁〉 V層を掘り込んで床面としている。ほぼ平坦で， しまりが弱い。東・西 ・南壁

はN・V層より，北壁はIll・N・V層より成り，やや急な立ち上がりを呈する。壁高は，東壁

50.9cm, 西壁44.4cm, 南壁53.0cm,北壁34.1cmを計る。

〈周溝〉 なし

〈柱穴〉 本住居跡より 11個のヒ ノ゚トが検出された。 Pit 1 -6の 6個を主柱穴とし，主軸線

上の Pit3と軸線に対称な 3対 6個 (Pit1・ 6, Pit 7・5または（未検出）， Pit 2また

は8・4または（未検出） ） を基本とする柱配置と考えられる。

第47号竪穴住居跡ヒ ノ゚ト一覧表（単位 :cm) 

J~t ぞ 1 3~;~0 I 2~:.!4 I 3~h4 I 3~>:813:hs I 2;:!4 I 2:f~1 I 3:;~2 1 2~f ~9 1 誓f~s h~し，
〈炉〉 住居跡の主軸線上中心よりやや南寄りに位置する 。 地床炉で60~46cmの範囲に，最大

3 cmの厚さの焼土が確認された。

〈その他〉 本住居跡南東壁の一部が，幅94cm, 奥行き 25cmの不整形に張り出しているが，そ

の性格については解明できなか った。 また，炉に近接して西側に，76X68cm, 深さ 26cmの不整

楕円形のピットが検出されたが，炉跡と関連する施設かどうかは不明である。

〈出土迫物〉 （第149・150図， 394図 5・8)

床面より 2個の復元可能土器，16点の土器片， 1点の石録，床直より 30数点の土器片を出土

した。この他 に裂土中より 3個の復元可能土器， 2/3箱の土器片， 1点の石匙 ・石箆 ・磨製石斧，

2点の石柏 ・凹石を出土した。これらの遺物は，平面的には南壁際及び北西壁際からの出土が

多い。

394図 5は，北壁際裂土中位出土の土器で‘，キャリパー形を呈すると考えられる。底径 6.6

cmを計り，胴部に平行沈線による渦巻文を主体とする文様を施文，渦巻文からは 3条の懸垂文

が垂下する。地文は RL R斜縄文，焼成は良好で，色調はにぶい褐色 (7.5YR 5/3) を呈する 。

394図 8は，西壁寄り床面出土の土器で，やはりキャリパー形土器の胴部と思われる。底径7.4

cmを計り， 胴部には波状懸垂文， 3条の平行懸垂文による曲線文等を施文，地文は LR斜縄文，
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焼成はやや良好で，色調はにぶい赤褐色 (5YR 4/3) を呈する。

150屈 3・5・13・17・20は床面， 2・12・ 19は床直上からの仕',.::l:土器である。

出」ユ紺より ，木住居の時期は中期後葉（大木 8b式併行期）と考えられる。

第48号竪穴住居跡と出土遺物 （第144,151, 152図）

〈迫構の位四と確認〉 A, 区南東部の F・G-22グリッドに位四する。NI罰」-.面での確認であ

る。45号住居跡と重複，木住居跡が古い。

〈平面形・規模〉 45号住居構築により南西側半分を消失しているが， (3.06) X (2.40) m 

の楕円形と推測 される。

〈堆利且．〉 明黄褐色 Tの単一）iりであり，人為堆柏である。

〈床面 ・壁〉 VI杓を掘り込んで床面としている。平坦で堅くしま っているが，西側のー・部が

樅乱されている。壁はN・V/1りより成るが，北西壁から南壁にかけ，重複により消失している。

壁高は東壁24cm, 北壁23cmを計る。

〈周溝〉 なし

〈柱穴〉 45号住居跡との重複，及び西壁際の樅乱により ， 1個のヒ‘゚ノ ト（規模24X23cm, 深

さ12.8cm)しか検出されず，柱配置は判明しなか った。

〈炉〉 45号住居跡との重複際，木住居跡の中央部分と、思われる位罰に，炉石と見られる自然

石 2個 と焼土が確認された。位置関係から ，これが本住居の炉と考えられる。

〈出土遺物〉 （第144図8,152図）

45号住居との重複により，本住居からの出土迫物は少ない。裂上中より ，1/4箱の土器片が出

上したのみである 。 144図8は裂土中位出土土器である。

出」：土賂より ，木住居の時期は中期後葉（大木 9式併行期） と考えられる。

第49号竪穴住居跡と出土遺物 （第144,153 ~ 155図）

〈迫構の位置と 確認〉 A1区南東部の G・I-I-20・21グリ、ノドに位四する。N翔上面での確認

である。45号住居跡 と重複，本住居跡が新 しい。

〈平面形 ・規模〉 2. 76X2. 72mのPl形を呈する。主軸方向は N-86'-W, 床面柏は4.76m' 

を計る。

〈堆柏土〉 3阿に区分でき ，自然堆積である。

〈床面 ・壁〉 45号住居跡裂土及びV陪を掘り込んで床面としている。重複部の一部には，明

黄褐色土による貼床が施されている。全般に平坦で堅くしまりがある。壁は，45号住居跡裂土

及びN・ V府から成り ，ほぼ垂直な立ち上がりを呈する。壁高は西壁47cm, 南壁52cm,北壁46
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cmを計る。

〈周溝〉 なし

〈柱穴〉 木住居跡より 5個のピ・ノトが検出された。主ilir/1線上の Pit3と，軸線に対称な 2対

4個 (Pit1・ 5 , Pit 2・ (未検出））の計 5個のピ ットが主柱穴と考えられる。

第49号竪穴住居跡ピット 一覧表（単位 ：cm) 

:1~: I 20~ 17 123~21 120~15 I 15~15 121~20 

〈炉〉 住居跡西壁に接する。石囲部＋掘り込み部から成る 1.29XO. 61 mの規模の石囲複式炉

である。石囲部は， 11~17cm大の自然石を50X45cmの楕円形に配し，炉内は若干焼土化してい

る。掘り込み部は，68X67cmの方形に近い形で，壁際にはさらに41X2lcmの規模， 9 cmほどの

深さの横に長い楕円形状の掘り込みを有する。この掘り込みの両縁には， 16cm大のピ・ノト 1対

が対峙している。

〈出土迫物〉 （第144図 9・11・12・ 16・ 17,155図）

床面より 1点，床直より 10数点の土器片を出土， 他に毅土中より 1/4箱の土器片と 1点の磨

石を出土した。

144図11,155区11~ 3は床直上からの出土土器である。

出土土器より，本住居の時期は中期後葉～末葉（大木 9~10式併行期）と考えられる。

第50号竪穴住居跡と出土遺物 （第156,157, 402図）

〈迫構の位置と確認〉 A1区南東部の E・F-26グリ・ノドに位置する。N層上面での確認であ

る。 2号溝と重複，本住居跡が古い。

〈平面形 ・規模〉 3.12X2.68mの楕円形を呈する。主軸方向 N-45'-E, 床面梢は5.60m'

を計る。

〈堆柏土〉 2陪に区分でき ，人為堆租と考えられる。

〈床面・壁〉 V層を掘り込んで床面としている。南壁寄りが 2号溝構築により ，幅54-58cm

ほど消失している。全般に平坦で堅くしまりがある。壁はN・V層から成り，やや緩い立ち」て

がりを呈する。壁高は東壁18.4cm,西壁18.0cm, 南壁17.9cm,北壁13.4cmを計る。

〈周溝〉 なし

〈柱穴〉 本住居跡より 6個のピットが検出された。このうち軸線に対称な 2対 4個 (Pitl・ 

2, Pit 3・4) を主柱穴とする柱配謹と考えられる。
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第50号竪穴住居跡ピットー究表（単位 ：cm) 

:tぞhhsl門;:。I2;h 91 l~:.~7 I 3;h 1 11~4!; 

〈炉〉 住居跡中央よりやや南西寄りに位置する。 76X76cm,深さ 6cmの隅丸方形の掘り込み

と径38cm,最大 2cmの厚さの焼土が確認された。炉石及びその抜き取り痕等が検出されていな

いことから，地床炉と考えられる。

〈出土迫物〉 （第157図，402図 7)

床面より 1個 の復元可能土器，10数点の土器片を出土， 他 に裂土中より少凪の土器片を出土

した。

402図 7は，北東壁際床面出土の土器底部で，底径 7.3cmを計る。懸垂文または「n」文と

考えられる沈線文を施文，地文は LR斜縄文，焼成はやや良好で‘，色調はにぶい黄色 (2.5Y 

6/3) を呈する。

157図 3・4は床面，他は裂土中からの出土土器である。

床面の出土迫物より，本住居の時期は中期後葉と考えられる。

第51号竪穴住居跡と出土遺物 （第158,159図）

〈迫構の位置と確認〉 A1区南東部の F-22・23グリッドに位置する。NI昴上面にて確認され

た。木住居跡の南東側に55号住居跡，南西側に48号住居跡，西側に52号住居跡，北側に62A・

B号住居跡が近接する。

〈平面形 ・規模〉 3. 78X3. 27 mの楕円形である。主軸方向は N-20°-E, 床面租は7.84m'

を計る。

〈堆柏土〉 4 I河に区分でき，人為堆柏である。

〈床面 ・壁〉 テラスを有する二段構造で‘，床 ・テラス面とも V陪を掘り込んでそれぞれの面

としている。テラスは北東壁際に位四し ，その規模は26~60cmで，床面か ら12cmほどの高さで

ある。壁高は北東壁 8.0 cm, 北西壁32.4cm, 南東壁35.0cm, 南西壁36.9cmを計る。床面はレン

ズ状で凹凸があり ，全体的にしまりがあるが，北壁際から北東側にかけては特に堅くしま って

いる。テラス については， この部分のしまりが特に弛く ，出入口と想定され る。壁はN・V層

から成り ，緩やかな立ち上がりを呈する。

〈周溝〉 なし

〈柱穴〉 北西壁際から 2個のピットが検出されたのみである。
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第51号竪穴住居跡ピット 一覧表（単位： cm) 

Pil No. l 2 

~ 深さ 30.140.6 
〈炉〉 住居跡主軸上中心よりやや南寄りに位糎する。18-24cm大の自然石をSOX48cmの「コ」

字状に配した石囲炉である。炉内32X28cmの範囲で焼土が確認された。

〈1'土’，上追物〉 （第159図）

本住居からの出土迫物は少なく，床面，床直及び裂土より若干の土器片を，また，床面より

1点の石鉱，毅上中位より石匙，石柏それぞれ 1,'訳 を出土 したのみである。これらの追物は，

平面的には住居中央部に多く分布する 。

159図 3・5は床面， 6は床直上からの出土土器である。

出土土器より，木住居の時期は中期後葉（大木 8b式併行期）と考えられる。

第52号竪穴住居跡と出土遺物 （第160,161, 406, 428図）

〈追構の位腔と確認〉 A1区南束部の E・F-21・22グリソドに位掴する。W陪上面での確認

である。木住居跡の東側に51号住居跡，南側に45・48号住居跡，西側に40・44号住居跡，北側

に62B-C号住居跡が隣接する 。

〈平面形・規模〉 3. 54X3. 52 mの円形を呈する。床面柏は8.56面を計る。

〈堆柏土〉 4罰に区分でき，人為堆柏である。

〈床面 ・壁〉 V層を掘り込んで床面としている。やや凹凸があるが，全体的にしまりがある。

壁はlV・VWiから成り，やや緩やかな立ち上がりを呈する。壁高は北東壁16.0cm, 北西壁21.3

cm, 南東壁21.6cm, 南西壁24.4cmを計る。

〈周溝〉 なし

〈柱穴〉 木住居跡より 11個のヒ゜`ノ トが検出さ れた。このうち， Pit 1・2・ 3・4または未

検出のヒe, ノトの4個を主柱穴とする柱配置，または Pit1-3・9・11の 5個を主柱穴とする

柱配四と考えられる。

第52号竪穴住居跡ピット一覧表（単位 ：cm) 

笠t;:・I 3:h3 I 5~:,~o I s:h613:h2 I 4;;~3 I 2!;~1 14~;~912『;ば)I 2~:~21 2~;~21 2~:.~9 
〈炉〉 住居跡中央よりやや西寄りに位置する。一部の炉石の移動及び欠落があるが，15-25

cm大の自然石を60X50cmの楕円形に配した石囲炉と考えられる。焼土は非常に薄く，炉中心よ

りやや南東寄りに偏在している。

〈出土追物〉 （第161図， 406図4,428図12)
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床面より 1点の土器片と掻器，床直より数点の土器片と 1点の磨製石製品を出土， 他に裂土

中より 1個の復元可能土器，少鼠の土器片， 1点の石皿 を出土した。これらの遺物は，平面的

には北西壁寄りに多く分布している。

406図4は，南西壁寄り裂土上位出土の復元可能土器で‘，深鉢形を呈し，底径8.4cmを計る。

器面には RL斜縄文を施文，胎土には小礫 ・砂粒を混入，色調はにぶい黄橙色 (10YR7/4)を

呈する。

161図 6は床面， 2・4は床直上，他は裂土中からの出土土器である。

床面及び床直上の出土土器より ，本住居の時期は中期後葉（大木 9式併行期）と考えられる。

第53号竪穴住居跡と出土遺物 （第162-164,400図）

〈迫構の位置と確認〉 凡区南部の D・E-18・ 19グリッドに位置する。N層上面での確認で

ある。本住居跡は，東壁で105号土城と，西壁で 9号住居跡と接する。

〈平面形 ・規模〉 3. 70X3.13mの楕円形を呈する。主軸方向は N-63°-W,床面租は7.16

而を計る。

〈堆積土〉 6層に区分でき，人為堆梢と考えられる。

〈床面・壁〉 V陪を掘り込んで床面とし，南壁際から北壁際への緩やかな傾斜がある。若干

の凹凸があり，堅くしま っている。壁はN・V層より成り，やや急な立ち上がりを呈する。壁

高は東壁43.8cm, 西壁41.0cm, 南壁40.2cm,北壁43.6cmを計る。

〈周溝〉 なし

〈柱穴〉 本住居跡より 8個のピットが検出された。このうち Pit1・ 3・5・6・8を主柱

穴とし，主軸上の Pit1と軸線に対称な 3対 6個 (Pit3・ (未検出）， Pit5・6 , Pit 8・(未

検出））の計 7個を基本とする柱配置が考えられる。また， Pit 1・ 3・5・8の4個を主柱

穴とする柱配置も考えられるが，主軸を考應すると ，未検出の柱穴があるとしても ，前者の柱

配置である可能性が強いと思われる 。

第53号竪穴住居跡ヒ°ッ トー院表（単位 ：cm) 

:l~'Jz『hs I 1~h 912~;!0 I 2~;~212~;~s 1~;~912;;~112:;~6 
〈炉〉 住居跡中心よりやや東寄りに位置する。半壊しているが，石囲部＋掘り込み部から成

るl.OSXO.90mの規模の石囲複式炉と考えられる。石囲部は， 10~25cm大の自然石を50X4lcm

の横に長い楕円形に配し，炉内全域に最大 1.2cmの厚さの橙色の焼土が確認された。掘り込み

部は44X46cmの隅丸方形で，最下層に若干の炭化粒が混入している。

〈出土迫物〉 （第164図， 400図 4)
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第164図 第53号住居跡出土土器拓影図・石器実測図

ピット内より数点の土器片，床面，床直より若干の土器片，毅土中より 2個の復元可能土器，

少凪の土器片及び石錐，

多く分布している。

凹石それぞれ 1点を出土した。これらの迫物は，平面的には東壁側に

400図 4は，北壁寄り籾土中位出土の深鉢形土器で', 口径16.8cm,底径 7.7 cm, 器高28.1cm

を計る。折り返し口縁で， 口縁部は無文， 口頸部 3カ所に貼瘤， その直下に平行沈線文による

「U」文， 「C」文， 円文， 「了」状懸垂文等による文様帯を構成，他は「n」文 5つを並列

に配置，地文は LR斜縄文，色調はにぶい黄褐色 (lOYR 4/3) 

164図 9はピット内，他は裂土中からの出土土器である。

を呈する。

出土土器より，木住居の時期は中期後葉～末葉（大木 9-10式併行期） と考えられる。
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第54号竪穴住居跡と出土遺物 （第165~168図）

〈迫構の位握と確認〉 A1区南東部の H-22・23グリッドに位置する。N層上面での確認であ

る。 45号住居跡と重複，本住居跡が古い。

〈平面形・規模〉 4.36X4.26mの円形を呈する。主軸方向は N-84'-E,床面禎は11.92 m' 

である。

〈堆柏土〉 3層に区分できる。 1層を除き ，自然堆積と考えられる。

〈床面・壁〉 V層を掘り込んで床面としている。床面全体が平坦で堅くしまりがある。壁は

N・V層から成るが，北西壁が45号住居構築により消失している。東 ・南壁はほぼ垂直な，北・

西壁はやや緩やかな立ち上がりを呈する。壁高は東壁28cm, 南壁36cm,北壁28cmを計る。

〈周溝〉 なし

〈柱穴〉 本住居跡より 14個のピットが検出された。このうち， Pit1または 2・5・8・ 13・

14を主柱穴とし，主軸線上の Pitl4と軸線に対称な 2対 4個 (Pit1または 2・ 13,Pit 5・8) 

の計 5個を基本とする柱配四と考えられる。

第54号竪穴住居跡ピットー院表（単位： cm) 

P,t No. 1 2 3 4 I 5 I 6 I 7 I 8 I 9 I 10 
規 模 22X21 28X28 25X23 22X20 I 26Xl8 I 28X25 I 30X26 I 25X24 I 19Xl6 I 25X22 
深さ 20 36 18 34 I 31 I ， I 14 I 29 I 1s I 10 
P,t No. 11 12 13 14 

規 模 16Xl6 21Xl9 22Xl5 20Xl4 

深さ 6 4 30 30 

〈炉〉 住居跡西壁に接する石囲複式炉と，ほぼ中央に位涸する地床炉が確認された。石囲複

式炉は，石囲部 (I) +石囲部 (II) +掘 り込み部から成り ，160Xl23cmの規模である。石囲

部 (I)のほとんどの炉石は消失しているが，その掘り方から， 6 -25cm大の石を30X58cmの

横に長い方形に配したもので，炉内一面が 2-4 cmの深さで焼土化している。石囲部 (II)は，

8 -31cm大の自然石を62X55cmの縦長の隅丸方形に配しており，石囲部 (I) と同様に，炉内

一面が 2-3 cmの厚さで焼土化している。掘り込み部は， 75Xl23cmの台形に近い形を呈する。

また地床炉は， 52X4lcmの範囲で若干赤変（焼土化）している程度である。

〈その他〉 前述の柱列の他に， Pit 1・4・7・10等の規則的な柱列があること，軸線を異

にする 2つの炉が存在すること等より，床面をほぼ同一とする 2軒の住居の重複，或いは増築

等が考えられる。

〈出土迫物〉 （第167,168図）

ピッ ト内より 3点，床面より 5点，床直より 10数点の土器片を出土， 他に裂土中より 1/2箱

の土器片と ，石鏃 ．掻器・石皿それぞれ 1点を出土した。これらの追物は，平面的には住居中

央から東壁寄りに多く分布している。
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1層 硝褐色土 (10Y R3/3) 下位火山灰，戻化物混入

2層 明赤褐色土 (5Y RS/8)焼土
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第54号住居跡出土石器実測図
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第166図 第54号住居炉跡微細図

1の縮尺は1/2
2の縮尺は1/3
3の縮尺は2/9
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第168図 第54号住居跡出土土器拓影図

168図13はピ ット内， 4・10・12は床面， 8は床直上からの出土土器である。

床面及び床直の出土土器から，本住居の時期は中期後薬（大木 9式併行期）と考えられる。

第55号竪穴住居跡と出土遺物 （第123,125, 407-409図）

〈迫構の位置と確認〉 凡区南東部の F ・G-23・24グリ・ノドに位涸する。 V層上面での確認

である。南壁の一部で41号住居跡と重複する。平面プランで新旧閲係はつかめず，また，セク

ションの設定が悪く ，断面図からも判断できなか った。

〈平面形・規模〉 2. 88X2. 61 mの円形を呈する。床面栢は4.84而である。

〈堆積土〉 2陪に区分でき，自然堆梢と考えられる。

〈床面・壁〉 V層を掘り込んで床面としている。ほぼ平坦で堅くしまっている。壁はV阿よ

り成り，やや緩やかな立ち上がりを呈する。壁高は東壁21.9cm, 西壁31.5cm, 南壁24.8cm, 北

壁27.2cmを計る。

〈周溝〉 なし

〈柱穴〉 本住居跡より 4個のヒ'.ノトが検出されたが，追構の周辺に攪乱が多く， Pit 7・9 
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は柱穴とは考えられない。

第55号竪穴住居跡ピットー院表（単位 ：cm) 

Pit No. 6 7 8 9 

規模 I40X34 , 52X50 I 48X36 , 58X60 

深さ 43.8 22.8 22.5 15.3 

〈炉〉 住居跡中央よりやや南西寄りに位置する。10-18cm大の自然石を58X54cmの「U」字

状に配した石囲炉である。炉内底部は径38cm, 最大 3.5cmの厚さで焼土化している。また，石

囲部の南西側が若干掘り込まれていること，床直から炉石と思われる自然石が4個出土してい

ることから，石囲部＋掘り込み部から成る石囲複式炉の可能性もある。

〈出土迫物〉 （第125図， 407図 9,408図 2,409図 3)

ピット内より 5点の土器片，床面より 3個の復元可能土器と 10数点の土器片，床直より 8点

の土器片を出土，他に裂土より少屎の土器片と 1点の掻器を出土した。これらの辿物は，平面

的には住居中央から南西寄りに多く分布している。

407図 9, 408図 2は，西壁際床面より横転しつぶれたような状態で出土した深鉢形土器で，

407図 2は折り返し口縁で‘，推定口径19.9cmを計る。折り返し口縁部を含む器面全体に RL斜

縄文を施文，焼成はやや良好で，色調はにぶい褐色 (7.5YR5/3) を呈する。408図 2は口径

19.9cm, 底径 7.4cm, 器高29.5cmを計る。口縁部中位より胴部下半にかけ RL斜縄文を施文，

焼成はやや不良，色調は黒褐色 (7.5YR3/l)を呈する。409図 3は，東壁際床面より横転し

つぶれたような状態で出土した深鉢形土器で‘，口径21.3cm, 底径 6.5cm, 器高27.8cmを計る。

器面には LR斜縄文を施文，焼成はやや不良，色調は黒褐色 (7.5 Y R 3/1)を呈する。

125図 4は床面，他は裂土中からの出土土器である。

床面からの出土土器より ，本住居の時期は中期後葉 （大木 9式併行期）と考えられる。

第56号竪穴住居跡と出土遺物 （第169,170図）

〈辿構の位謄と確認〉 凡区南東部の G ・H-24グリッドに位置する。N層上面で迫構の存在

を確認したが， N層にまで樅乱が及んでおり， プラン確認にはV層上面まで下げた。

本住居跡の北西側に41号住居跡，西側に54号住居跡が存在する。

〈平面形・規模〉 2.88X2.81 mの不整円形を呈する。床面柏は5.60m'を計る。

〈堆租土〉 5層に区分でき ，人為堆租である。

〈床面・壁〉 VI界を掘り込んで床面としている 。ほぼ平坦で‘，地床炉の周辺の床が特に堅く，

しまりがある。南西壁がやや緩い立ち上がりを， 他の壁はほぼ垂直な立ち上がりを呈する。壁

高は，北東壁28.9cm, 北西壁29.6cm,南西壁29.0cm,南東壁32.9cmを計る。

〈周溝〉 なし
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〈柱穴〉 本住居跡より 5個のピッ トが検出された。このうち Pit1・ 2・3・4を主柱穴と

し，主軸線上の Pit2・4と，

柱配謹と考えられる。

この軸線に対称な 1対 2個 (Pit1・ 3)の計 4個を基本とする

第56号竪穴住居跡ピット一度表（単位 ：cm) 

Pit No. 

規模

深さ

1 

20Xl8 

29.4 

2 

52X40 

35.2 

3 

54X49 

26.5 

4 

40X34 

24. 7 

5 

15Xl5 

16.0 

〈炉〉 住居跡中央よりやや西寄りの位置にある。 地床炉で25X20cmの楕円形を呈し，凹地が

若干赤変（焼土化） している程度である。

〈出土追物〉 （第170図）

本住居の出土迫物は少なく ，

みである。

ピット 内より数点と北西壁寄りから少鼠の土器片を出土したの

170図 2・4はピット内， 6は床面の出土土器である。

出土土器より ，本住居の時期は中期後葉（大木 8b式併行期） と考えられる。

第57号竪穴住居跡と出土遺物 （第171~173図）

〈迫構の位置と確認〉 A1区南東部の北東方向への緩斜面， D・E-25・26グリッドに位置す

る。N層上面での確認である。

本住居跡の南西側に 2号住居跡（歴史時代），西側に47号住居跡が存在する。

〈平面形 ・規模〉

知’ヽ ≪-1>-
ご言.;. 

を:~ ぶ•'· 、~-~..:....:-::-=.• -~--=
•、 ·, -~'、~::::,ざZ云．

込＼芯・'・''.恣唸空~
ぷ、も芦・乞_.;... 
、ヘ・・'¥.<,;,』
く、9

]

)
 

4.18X3. 92 mの不整円形を呈する。床面租はll.40面を計る。

：こ／6 

奉〗

5
 

第173図 第57号住居跡出土土器拓影図(2)• 石器実測図
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〈堆租土〉 3層に区分でき ，自然堆積である。

〈床面 ・壁〉 V層を掘り込んで床面としている。やや凹凸があり，堅くしまりがある。北壁はIll層，

他の壁はN・V層より成る。壁高は東壁16.6cm,西壁29.9cm,南壁28.9cm,北壁17.1cmを計る。

〈周溝〉 なし

〈柱穴〉 確認できなかった。

〈炉〉 検出できなかった。

〈出土遺物〉 （第172,173図）

床面より 1個の復元可能土器，数点の土器片， 1点の凹石，床直より 1個の復元可能土器と

数点の土器片を出土，他に裂土より少鼠の土器片を出土した。

172図 1・ 3, 173図 1・ 5・6は床面， 172図 2, 173図4は床直上の出土土器である。

床面及び床直上の出土土器より，本住居の時期は中期中葉（円筒上層e式併行期）と考えられる。

第58号竪穴住居跡と出土遺物（第174-178,401,402,404,408,421,423,427図）

〈迫構の位置と確認〉 A1区南部の E・F・G-18・19・20グリッドに位腟する。N層上面で

の確認である。 9・84・ 102号住居跡， 51-55・ 126号土城と重複する。本住居跡は 9号住居

跡より古く， 84・102号住居跡， 51・52・54・55・126号土城より新しいと考えられる。また

53号土堀との新旧関係は不明である 。

〈平面形・規模〉 12.48X8.00mの隅丸方形を呈する。主軸方向は N-75°-W, 床面租は，

79.84m'を計る。

〈堆積土〉 7層に区分でき，自然堆積と考えられる。

〈床面 ・壁〉 V階を掘り込んで床面としている。ほぼ平坦で，ややしまりがある。南壁の一

部は84号住居跡裂土，他の壁はN・V層から成る。 北壁の一部は， 9号住居構築により消失し

ている 。壁高は東壁71.8cm, 西壁46.8cm, 南壁68.9cm,北壁46.7cmを計る。

〈周溝〉 なし

〈柱穴〉 本住居跡より 26個のピットが検出された。このうち Pit1・ 2・5 -8を主柱穴と

し，主軸線に対称な 4対 8個 (Pit1・ 8, Pit 2・7, Pit 5・ (未検出）， Pit 6・ (未

検出））を基本とする柱配置と 考えら れる。また，西壁を除く 3壁より壁柱穴と考えられるピ

ット (Pit4・10-13・15・17・19・23)が検出された。

第58号竪穴住居跡ピッ トー院表（単位 ：cm) 

塁:i言I::芦~I:~~I$~I:t:: I: 喜昇：1: 砂翌：1:〗噂：I:: 書：：1: 乳冠：11::1: 筐旦：1: 乳喜：1: 筐喜：
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〈炉〉 住居跡主軸線上西壁際に位躍する。 7~31cm大の自然石を68X67cmの方形に配した石

囲炉である。炉内ほぼ全域に 3~ 4 cmの厚さの焼土が確認された。

〈出土迫物〉 （第176~178図， 401図 2・7・ 24,402図11,404図11,408図 5,421図10,

423図23,427図7)

床面より 75点の土器片と 1点の掻器 ・磨製石斧 ・有孔石製品．床直より 3個の完形及び復元

可能土器， 65点の土器片， 1点の石箆 ・磨製石斧 ・凹石. 3点の磨石を出土した。他に閃土中

より 5個の復元可能土器， 3箱の土器片， 1点の石皿 ・ペンダント ・円盤状土製品， 2点の磨

石 ・凹石， 3点の石錐. 5点の石鏃. 6点の掻器を出土した。

401図 2は，南壁際床直出土の小型鉢形土器または深鉢形土器と思われる土器の胴下半部で．

底径 4cmを計る。無文の土器で，焼成は良好，色調は灰黄褐色 (10Y R 4/2)を呈する。 386図

7は住居中央床直出土の完形土器で，無頸の壺または内傾する鉢とも言える無文のミニチュア

土器である。口径 2.5cm, 底径 4.5cm, 器高 3.5cmを計る。焼成は良好で，色調は橙色 (7.5

YR 7 /6) を呈する。401図24は．東壁際裂土中位出土の完形土器で．小型壺に近い形態を呈し，

U径 5.0cm, 底径 4.5cm, 器高 8.0 cmを計る。器面全体に LR斜縄文を施文，焼成は良好で',

色調は橙色 (5YR 6/6)を呈する。

402図11は，住居中央部裂土中位出土の. 4 つの波状口縁の広い壺に近い上器で• LI径12.3

cm, 底径 6.4cm, 器高10.4cmを計る。口縁部は無文，胴部には RL斜縄文を施文，焼成はやや

良好，色調はにぶい赤褐色 (2.5YR4/4)を呈する 。404図11は，南東壁際床直上出土の小型

深鉢形土器で，底径4.8cmを計る。器面には LR斜縄文を施文し，焼成は良好で，色調は灰白

色 (lOYR 8/1)を呈する。408図5は，裂土中位出土の深鉢形土器で,LI径23.7cm, 底径10.3cm、

器高44.6cmを計る。器面には LR斜縄文を施文，焼成はやや不良，色調は灰褐色 (7.5 YR 4/2) 

を呈する。

177図 1・2・11・14・17・19・21は床面， 177図 5・7・8・10・ 12・ 13・16・18・20・

22・23は床直の出土土器である。

床面及び床直上の出土上器より，本住居の時期は中期後薬～末葉 （大木 9~10式併行期） と

考えられる。

第59号竪穴住居跡と出土遺物 （第179-181・ 398図）

〈迫梱の位置と確認〉 A1区南部の G ・H-18・19・ 20グリッドに位置する。N層上面での確

認である。本住居跡南端部は発掘区域外のため，未調査である。

84号住居跡， 1号溝， 57・58・65・69・80号土堀と重複する。本住居跡は84号1主居跡より新

しく， 1号溝より古い。 また.57・65・69号土城より新しいと考えられる。
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第181図 第59号住居跡出土石器実測図 13-16の縮尺は4/21

〈平面形 ・規模〉 短車1]1を9.28mとするPl形 または栴円形を呈すると考えられ. j-:_軸方向は N

-3°-Eである。

〈堆柏_!:〉 9/,;1に区分でき ＇人 為堆粕と考えられる。

〈1未面・壁〉 テラスを有する二段構造で，床 ・テラス阻iとも VJ,;りを掘り込んでそれぞれの伯i

としている。テラスは西壁際に位置し ，その規模は60-SOcmの輻で，床血から35-45cmの高さ

にあるが，一部がさらに一段高く, 60cmの幅で‘，床面から55-60cmを社る 。このテラス面から

四駅の確認IIliまでの高さは24cm,他の壁の壁高は束壁82.4cm,北隙72cmを，汁 る。北壁の重複部

分は84号住居跡毅」：及 びvw,:、他の壁はN・V附より成り 疇やや急な立ち上がりを呈する。床

1itiはほぼ平坦で， しまりは弱い。

〈周溝〉 前述の西壁際に位置する ,-.段テラス―ドに輻28cm, 深さ 13-45cm, 長さ 272cmの周溝

が検，'/・',された。 卜屈ヒテラスとの関連が考えられる。

〈柱穴〉 11個のヒ°ノトが検出 された。全掘に至らず推測の域を，屯 ないが， Pit 1 -6・11を

主柱穴とし，主軸線に対称な 3-4対の 6-8個を碁本とする柱配置と考えられる。
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第59号竪穴住居跡ピ・ノ トー院表（単位 ：cm) 

:l を 1 3~h。 I りh6I 31;~I s:~;o I~hs I門:.:2I 3!:~61 s~f :613~:~312~ 竺：6 I 21>:
〈炉〉 が主居跡主軸線上，中央より北寄りに位韻する。地床炉であり，径57cmの範囲で最大

3 cmの厚さで焼土が確認された。

〈出土迫物〉 （第180・181図 398図 4)

床面より 10数点の土器片，床直より 1個の復元可能土器及び 100点弱の土器片を出土、他に

裂土中より 1個の復元可能土器， 1・1/2箱の土器片と石鏃 ・石匙それぞれ 2点を出土した。

398図4は、南壁寄り裂土中位出土の深鉢形土器で‘，口径18cm,底径 7.6 cm, 器高25.3cmを

計る。口縁部から胴部上半にかけて文様帯をもち，波状文内には RL縄文を充坦，地文は RL

斜縄文，焼成は良好で‘，色調はにぶい黄橙色 00YR7/4) を呈する。

180図 1・4・6・8・ 12は床面， 5・7は床直上からの出土土器である。

床面及び床直」→．の出土土器より ，木住居の時期は中期後薬（大木 9式併行期）と考えられる。

第60号竪穴住居跡と出土遺物 （第182~ 185, 396, 401, 402図）

〈追構の位匹と確認〉 A1区中央部の A・B-18・19グリッドに位置する。N層上面での確認

である。38号土堀と重複，本住居跡が新しい。

〈平面形 ・規模〉 5.64X4.70mの楕円形を呈する。主軸方向は N-22°-E,床面柏は19.08

面を計る。

〈堆柏土〉 7陪に区分でき ，自然堆柏と考えられる。

〈床面 ・壁〉 テラスを有する二段構造で，床 ・テラス面とも V暦を掘り込んでそれぞれの面

としている。テラスは，炉跡部及び南壁東側 を除きほぼ一巡し，30~98cmの幅で‘，床面から約

8 ~15cmの高さにある。壁高は東壁37.8cm, 西壁58.9cm,南壁50.9cm,北壁31.0cmを計る。床

面はほぼ平坦で堅くしま っているが、テラス面は，床面ほど堅くはない。テラスと床との境界

にはピットが一巡するが， Pit 13をこれらのピットと同様のものと考えるならば，南東壁際の

テラス部分を掘り過ぎたとも考えられる。壁はN・V層から成り ，急な立ち上がりを呈する。

〈周溝〉 なし

〈柱穴〉 本住居跡より 25個のピ ットが検出された。この うちPit1・ 2・3・4・6を主柱

穴とし，主軸線上の Pit1と，軸線に対称な 2対 4個 (Pit2・6, Pit 3・4)の計 5個を

基木とする柱配置と考えられる。北東壁が若干掘り過ぎの傾向があり ， Pit 14~25が壁柱穴と

考えられる。 また，主柱穴の他 Pit5・7・9~11等が，炉跡を除き壁際にほぼ一巡するテラ

スとの境界に位置することから ，間仕切りが想定される。
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゜第60号住居跡出土土器拓影図

10cm 

第60砂竪穴住居跡ピットー＇競表（単位： cm) 

〈炉〉 住居跡南限に接する。石囲部＋掘り込み部より成 る174X 117 cmの規模のイil!tlネ見式炉

である。石囲部は 7~33cm大の刊然石を半楕円形に配した ものである。炉内 而が焼 I:化し て

いるが，北西部が特に強く火熱を受けた痕跡がある。焼 I:の厚さは最大 6cmを，汁る。掘り込み

部は95X117 cmの方形で，片側縁にのみ12~22cm大の自然石が残存していたが，精査の結果，

他側縁に抜 き取り痕 と思われるピットが 4個検1'L'1された。

の炉石の配岡であったものと考えられる。

〈出 j・_迫物〉

床1l'.l.iより 3個の完形及び復元可能」灌怜,11,i.'J, の」：器片，

このことから ，全体として 「A」形

（第184・185阪!, 396図4,401懐16・27,402似112)

1、点の掻器，床直より 20数、,,',i,のu怜
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片を出土，他に裂土中より 2個の復元可能土器，2/3箱の土器片，1点の石録を出土した。

396図4は，住居中央床面出土の， 3つの波状11縁，頸部をもつ深鉢形土器で‘，口径11.7cm 

底径5.0cm, 器高15.5cmを計る。1-1縁部から胴部上半に文様帯をもち，口縁部の形状と 一致す

るように横位沈線文，連続刺突文，波状文を，項部下の11頸部及び胴部上半には「L」状文を

施文し ，地文は無方向の LR縄文，焼成はやや良好で，色調は灰黄褐色 (10YR 4/2) を呈する。

401図16は，籾土中位出土の小型鉢形土器で口径 5cm, 底径1.7 cm, 器高4.2cmを計る。器面に

はRL斜縄文を施文，胎土には小礫を混人，焼成は良好，色調は褐灰色 (10YR 5/1)を呈する。

401図27は，北西壁寄り床面出土の小型壺形土器で，底径 6.3cmを叶る。器面には LR斜縄文

を施文，焼成は良好で，色調は淡黄色 (2.5 Y 8/4)を呈する。402図12は，住居中央付近床面

出土の，広口壺に近い鉢形土器で，底径4.4cmを計る。口縁部は無文，胴部には RL斜縄文を

施文，焼成はやや良好で，色調はにぶい褐色 (7.5YR 5/4) を呈する。

185図 3・7・9-12は，床直」てからの出土」：器である。

床面の出土土器より，木住居の時期は中期末葉（大木10式併行期）と考え られる。

第61号竪穴住居跡と出土遺物 （第186-188,401図）

〈迫構の位置と確認〉 A1区中央部の C・D-19・20グリッドに位四する。N/iX'」-.面での確認

である。 1号溝と重複，木住居跡が古い。

〈平面形 ・規模〉 4. 68X4.44 mの円形を呈する。主軸方向は N-78°-W, 床面柏は11.88m' 

を計る。

〈堆柏」：〉 51杓に区分でき ，人為堆柏と考えられる。 6・7・8)({,は貼床」：である。

〈床面・壁〉 凹凸のあるレンズ状の掘り方の底部に上を人れ，踏み固めて貼床としている。

貼床は西壁際から東側の炉跡周辺に施されるが，ほば平坦で堅く しまってい る。 壁はN・VJ怜

から成り，やや緩やかな立ち上がりを呈する。壁高は東壁48.3cm, 西壁78.4cm, 南壁77.7cm,

北壁61.7cmを計る。

〈周溝〉 なし

〈柱穴〉 木住居跡から 5個のピットが検出された。規模・深さ及び配四から，これらの 5個

を主柱穴とし， 主,1,r11線」::の Pit4, 軸線に対称な 2対 4個 (Pit1・ 2 , Pit 3・5) という柱

配置と考えられる。いずれも壁際で，ほぼ等間隔の五角形状の配列である。

第61号竪穴住居跡ヒ‘゚ノ トー＇痣表（単位： cm) 

~l~- 1 4臼 I 3::;。 I~:~0I>: ~9 1~~~8 
〈炉〉 住居跡束壁に接する。石囲部＋掘り 込み部とからなるものでl.16X0.62mの規模の石
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囲複式炉である。石囲部は10-29cm大の自然石を45X58cmの横長の楕円形に配し，その内部全

域に最大 6cmの厚さの焼土が確認された。掘り込み部は75X68cmの楕円形の掘り込みで，両側

縁に，石囲部に連続してll-22cm大の自然石 3個が確認された。

〈出土迫物〉 （第188図， 401図23)

床面より 18,点の土器片，床直より20数点の土器片と 1、点の石鏃を出土，他に投土中より 1個

の復元可能上器， 2/3箱の」：器片及び 1点の石鏃を出土した。

401図23は，住居中央裂上上位出上の小型深鉢形土器で，口径10.5cm,底径2.4cm, 器高7.2

cmを計る。1-1頸部より胴部下半まで縦位方向の結節回転文を施文，焼成は良好，色調はにぶい

黄橙色 (1QYR7/4) を呈する。

出」寸器より，木住居の時期は中期末葉 （大木10式併行期）と考えられる。

第62AB号竪穴住居跡と出土遺物 （第189-192・200・395・401図）

〈迫構の位躍と確認〉 A1区南東部のD-22・23・24, E -21・22・23・24グリッドに位罰す

る。 IV層上面で数軒の重複する住居跡の 1つとして確認された。

この重複の最束部の横に長い楕円形フ ラ゚ンの迫構精査を行なったところ，東壁から 1mの所

で段状となり， 2つの住居跡の重複と判断，この段状の部分を62A号住居跡，他の部分を62B 

号住居跡とした。 しかしながら，上／粋断面図，柱列及び炉跡の確認等から 2つの追構の重複と

は考えられず，この段状の部分は62B号住居跡の付属施設，または拡張部分と判断し，以 F-

括して62AB号住居跡として記述する。

木住居跡は62C号住居跡と重複，木住居跡が古い。

〈平面形・規模〉 6. 72X5. 26 mの楕円形を呈する。主ilirl1方向は N-74°-W, 床面柏は26.40

m'を計る。

〈堆積」：〉 1 I)岡に区分でき，人為堆柏と考えられる。

〈床面 ・壁〉 V層を掘り込んで床面としている。ほぼ平坦で堅くしまっている。壁はIV・V

r,; りより成るが，西壁は62C号住居構築により，床面より 12cmを残すのみである。南壁はややな

だらかな立ち上がりを，他の壁はほぼ垂直な立ち上がりを呈する。壁高は東壁34.0cm, 南壁

46.8cm, 北壁30.3cmを計る。

〈周溝〉 束壁際に位置するテラス直下に，幅約20cm, 深さ 2.7 cm, 長さ 114cmの周溝が検出

された。

〈柱穴〉 木住居跡から30個の柱穴が検出されたが，本住居跡を増築と考えるならば，改築前

のプランが二通り考えられる。東壁際のテラスを除くプランの場合， Pit4・5・7・8・10・ 

17を主柱穴とし，主軸線に対称な 3対 6個 (Pit4・5, Pit 7・8, PitlO・17) を基本とする
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第62AB号竪穴住居跡実測図第189図
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3層明褐色土 (I.SYRS/6)燒土・靖鳩色土Ill量涅入

4層明褐色土 (I.SYRS/6)餞土

第190図
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第62AB号住居跡微細図

柱配躍が考えられる。 また，北東壁際の段差を壁とす

るプランの場合， Pit 4・5・8・11・18・21・29を

軸線に対称な 3対主柱穴とし，主軸線上の Pit4と

6個 (Pit5・ 18, Pit 8・29, Pit 11・21) 

個を基本とする柱配謹が考えられる。増築後は Pit1 

-3・7・8・ 10・17・21を主柱穴とし．

7・8, PitlO・17, Pit 21・ 

の計 7

主軸線上の

(Pit 2・3 Pit 1と，軸線に対称な 4対 8個

（未検出））

Pit 

の計 9個

を基本とする柱配置と考えられる。
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第191図 第62AB号住居跡出土土器拓影図
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第62AB号竪穴住居跡ピットー院表（単位： cm) 

Pit No. 1 2 3 4 5 6 7 8 ， 10 
規模 22Xl8 36X26 37X32 27X27 26X22 34X28 18Xl8 27X26 44X40 24Xl8 
深さ 17 .4 10 3 32.2 16.4 22.0 35.3 17.8 22.0 21 1 23 8 
Pit No. 11 12 13 14 15 16 17 18 19 20 
規模 26X24 27X26 15Xl3 22X20 20Xl4 26X24 24Xl8 20Xl8 20Xl7 23Xl9 
深さ 9.8 17. 7 9.6 15.8 21.5 12.1 16.2 27.4 6.0 22.4 
Pit No. 21 22 23 24 25 26 27 28 29 30 
規模 30X29 40X30 26Xl4 20X18 21X20 15Xl3 34X29 24 X24 39X34 29X19 
深さ 55.8 31.9 6.8 10.2 9. 7 16.8 8.7 30.5 53.4 

〈炉〉 住居跡主軸線上中央よりやや西寄りに位耀する。 7-43cm大の自然石を94X74cmの楕

円形に配した石囲炉で，東側は 2重に石が配されている。炉内ほぼ全域に最大 6cmの厚さの焼

土が確認された。

〈出土迫物〉 （第191・192・200図，395図13,401図10・19)

炉より 1個の完形土器，ピ＇ノト内より 1点の掻器，床面より 1個の復元可能土器， 13点の土

器片， 2点の石匙， 1点の掻器・磨石，床直より 20数点の土器片， 1点の石箆 ・石皿 を出土し

た。 他に裂土より ，10個の復元可能土器， l箱の土器片， 1 、点の石錐 • 石匙 ．凹石 ・磨石， 2 

点の石鏃．磨石， 6点の掻器を出土した。

395図13は，木住居炉内南西隅に正立の状態で出土した完形の広口壺形土器で',11縁部は無文，

LI頸部に横位の平行刺突文，胴部に沈線による「n」文を施文，外側を磨消している。地文は

LR斜縄文，焼成はやや良好で‘，色調はにぶい黄橙色 (10YR 6/3)を呈する。401図10は，南西

壁際床面出土のほぼ完形に近い土浩で', LI縁部が内序りする小型の浅鉢形を呈する。無文の土器

で，LI縁部に横位連続剌突文を施文，焼成は良好で‘，色調は明黄褐色 (lOYR 7/6)を呈する。

401図19は，南寄り裂土上位出土の小型鉢形土器の胴部下半で，底径 3cmを計る。協面には RL 

斜縄文を施文，焼成は良好で，色調はにぶい赤褐色 (2.5YR5/3) を呈する。

また，木住居やや北壁寄りの裂土中位より，炭化物（くり）を出土した。

炉内及び床面の出土土器より ，木住居の時期は中期後葉（大木 9式併行期）と考えられる。

第62C号竪穴住居跡と出土遺物 （第193~195・200・402・426似I)

〈迫構の位置と確認〉 凡区南東部の D・E-21・22グリッドに位置する。1V庖上面での確認

である。 62AB・62 D号住居跡と重複，本住居跡がいずれよりも新しい。

〈平面形・規模〉 3.llX3.00mの円形を呈する。床面柏は6.20m'を社る。

〈堆柏土〉 2罰に区分でき，人為堆栢と考えられる。

〈床面 ・壁〉 東及び西側の重複部分はそれぞれ，62AB・62 D号住居跡裂土を，その他の部

分はV思を掘り込んで床面としている。全般にほぼ平坦で，堅くしまりがある。壁は，62AB・ 

620号住居跡裂」こ及びIV・V層より成り，やや緩やかな立ち上がりを呈する。壁高は東壁38.5
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cm, 西壁32.Qcm, 南壁29.4cm,北壁21.8cmを計る。

〈周溝〉

〈柱穴〉

なし

62C・62 D号住居跡より 計15個のピッ トが検出 された。

居跡の主柱穴と考えられる。
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第62C・62D号竪穴住居跡ピット一覧表（単位： cm) 

P1l No. 1 2 3 4 5 6 7 8 ， 10 
規模 22Xl5 13Xl2 2QX14 36X31 39X22 31X25 19Xl6 29X22 24Xl4 26X23 

深さ 27.9 8.8 16.0 16.8 22.1 34.8 17 .4 11.3 13.7 46.9 

P,t No. 11 12 13 14 15 

規模 24X24 14Xl3 22Xl9 28Xl8 24X24 

深さ 14. 9 13.9 36.4 10.6 14.5 

〈炉〉 検出されなかった。

〈出土迫物〉 （第194・195・200図， 402図10,426図 5)

床面より 2点の土器片， 1点の掻器・有孔石製品，床直より 1個の復元可能土器と数点の土

器片，裂土中より 1個の復元可能土器，少鼠の土器片， 2点の掻器を出土した。

387図10は，南東寄り裂土上位出土の深鉢形土器で‘，折り返し LI縁部は無文，胴部には LR

斜縄文を施文，焼成はやや良好，色調は黒褐色 (lOYR 3/1) を呈する。

出土土器及び重複関係より，本住居の時期は中期後葉（大木 9式併行期）と考えられる。

第62D号竪穴住居跡と出土遺物 （第193,194, 200, 407図）

〈迫構の位謹と確認〉 A1区南東部の D・E-21グリッドに位躍する。N層上面での確認であ

る。62C・62E号住居跡と重複，本住居跡がいずれよりも古い。

〈平面形 ・規模〉 3.92X (3.52) mの楕円形を呈すると推測できる。

〈堆柏土〉 下位火山灰プロックを混入する黒褐色土の単一層で，人為堆柏と考えられる。

〈床面 ・壁〉 V思を掘り込んで床面としており，平坦で堅くしま っている。床面の中央部は

授乱を受けている。壁はN・V層から成るが，62C・62 E号住居跡との重複により，東 ・西壁

は存在しない。残存壁はほぼ垂直な立ち上がりを呈し，壁高は南壁30.6cm, 北壁19.0cmを計る。

〈周溝〉 なし

〈柱穴〉 Pit 7・8・10・13・15を主柱穴とし，主軸線に対称な 3対6個 (Pit7・8, 10・13, 

15・ (未検出））を基木とする柱配置と考えられる。 （ピットー究は62C号住居跡に付す）

〈炉〉 検出されなか った。床面中央部に攪乱を受けており，その部分に炉があ ったと考えら

れる。

〈出土迫物〉 （第194,200図， 407図 2)

床面より 1個の復元可能土器と 3点の土器片，裂土中より若干の土器片を出土した。

407図12は，西寄り床面から出土した深鉢形土器で‘，口径21.2cm, 底径 5.3cm, 器高23.0cm

を計る 。器面には L斜縄文を施文，焼成はやや良好で，色調は褐色 (7.5YR 4/3) を呈する。

194図3は，床面の出土土器である。

出土土器及び新旧関係から，本住居の時期は中期後葉と考えられる。
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第62E号竪穴住居跡と出土遺物 （第196,199, 200, 403, 407, 409図）

〈迫構の位置と確認〉 A1区南東部の D・E-20・21グリッドに位閥する。N附」-.,面での確認

である。62D・62 F号住居跡と重複，本住居跡は62D号住居跡より新しく， 62F号住居跡より

古い。

〈平面形 ・規模〉 3. 82X3. 54 111のPl形を呈する。床面栢は8.96m'を計る。

〈堆積I:〉 5 J料に区分でき，人為堆柏と考えられる。

〈床面・隈〉 テラスを有する二段構造で， 1未，テラス面とも V府を掘り込んでそれぞれの1面

としている。テラスは東 ・西壁際の一部を除き ，ほぼ一巡するように位謄している。テラスの

輻は 8-62cm, I禾面との比高は25cmを，tiる 。床面はレンズ状で凹凸があり ，堅くしまっている。

束壁は62D灼住居跡裂」：，西・南壁はlV・VJ,?,,から成る。北咽は， 62f号住居構築により床面

から 16cmを残すのみである。やや急な立ち上がりを呈し，壁店は束隈42. 5cm, 1?..tj躾63.5cm, 南

咄68.0cmを叶る。

〈周溝〉 なし

〈柱穴〉 62 E・62 F的住居跡より社12個のピソトが検出 された。こ のうち Pit4 -12が本住

店に伴うヒ ＇゚ノトで ，壁ド及びテラス 上に位囲する Pit4・5・7・10・ 11等が柱穴と考えられ

る。

第62E・62 F号竪穴住居跡ピット一覧表（単位： cm) 

12.8 
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〈炉〉 検出されなか ったが，束壁際から南壁際にかけ床1rri及び床直 J-.に炉石と、思われる (I然

石が散在していたことから ，束壁際に石囲炉または石囲複式炉が存在していたものと考えられ

る。

〈,'片」：迫物〉 （第199,200図， 403図18,407閃3, 409図 5)

床面より 8、点のJ諾片と 1,点の凹ィ；，床直より数、1訊の」灌怜片，裂 I:中より 3個の復元可能 I:一

粘， 1/2箱の」渇糾片，2、1,',i,の掻梱をLi',」：した。 これらの迫物は，平1(1i的 には住屈中央から 南壁に

かけて多く分布している。

403図 1 8は，裂」•中位 1~11 上 の深鉢形」：器で', 11径12.6cm, 底径6.0cm,沿高16.5cmを，nる。粘

血には LR斜縄文を施文，焼成はやや良好，色調はにぶい赤糾色 (5YR 5/4)を呈する。407図

3 は ， 南壁際裂」：中位UJ1 」．． の広 11壺に近い」•器で， 底径 9 . 2 cmをける。 II頻部には横位沈線文

と辿続刺突文，その直 ,,・ から胴部にRL斜縄文を施文，色調はにぶい褐色 (7.5YR5/3) を呈

する。 409図 5は，住居中央裂 I:中位廿'1上の深鉢形」渇料で', 11径18.1cm,底径5.6cm,器高23.0

cmを社る。11縁：'tll中位から胴部ード半に縦位の条痕文を施文し，焼成はやや不良，色調は1火術色
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(7. 5 YR  4 / 2) を呈する。

199図2・5・6は，床直の出土土器である。

出土土器より，本住居の時期は中期後葉（大木 9式併行期）と考えられる 。

第62F号竪突住居跡と出土遺物 （第196, 200図）

〈遺構の位罰と確認〉 凡区南東部の D ・E-20・21グリッドに位四する。NI杓k面での確認

である。62E号住居跡と重複，本住居跡が新しい。

〈平面形 ・規模〉 2.88 X2.60mの楕円形を呈する。主軸方向は N-11'-W, 床面積は5.16m'

を計る 。

〈堆積土〉 3料に区分でき，人為堆柏と考えられる 。

〈床面 ・壁〉 南側の重複部分は62E号住居跡毅土を，他は V層を掘り込んで床面としている。

凹凸があり，堅くしま っている 。南壁は62E号住居跡裂土より，他はN・V層より成る。緩や

かな立ち上がりを呈し，壁高は東壁16.6cm, 西壁19.8cm, 南壁26.0cm, 北壁10.8cmを計る。

〈周溝〉 なし

〈柱穴〉 本住居跡ほぼ中央にPit2, 主軸線に対称な 1対 2個(Pitl・3)の計 3個が検出された。

規模 ・深さ ・位限関係より，いずれも主柱穴と考えられる 。 （ビット 一覧は， 62E号住居跡に

付す）

〈炉〉 住居跡北壁に接する。1.05XO. 71mの桁円形の掘り込みと， 16-20cm大の自然石 3個

がその掘り込みを二分するように配置されている。床中央側の掘り込みには，ほぼ全域に火熱

を受けた痕跡がある 。またこの掘り込み周辺から，炉石と思われる数個の石が，床面及び床直

上から検出されており，本炉は石囲部＋掘り込み部から成る石囲複式炉と考えられる 。また，

壁側掘り込み部側縁に， 1対のピットが検出された。

〈出土遺物〉 （第200図）

本住居の出土遺物は少なく，床直より数点の土揺片，裂土より少虻の土器片を出土したのみ

である。

出土辿物より，本住居の時期は中期後葉～末葉（大木 9-10式併行期）と考えられる。

第63号竪穴住居跡と出土遺物 （第198, 201, 408図）

〈追構の位岡と確認〉 ふ区中央部の ZA-18グリットに位四する 。V胴上面での確認である。

北東方向への緩斜面のため，北東壁側が不明確であ った。36号土堀と重複，本住居跡が新しい。

〈平面形 ・規模〉 3, 16 X2. 70m の楕円形を呈すると考えられる 。 主軸方向は N-3' —W, 床

面積は (6.00)m'を計る 。
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〈堆積土〉 4層に区分でき，人為堆禎と考えられる 。

〈床面 ・壁〉 N・V層を掘り込んで床面としている 。やや凹凸があり，堅くしまっている。

南西側の壁がN・V層より，北東側の壁がill・Nより成る。なお， 北東壁はよく確認できず，

床面等から推測せざるを得なか った。壁高は東壁3.0cm,西壁9.7cm,南壁10.6cmを計る。

〈周溝〉 なし

〈柱穴〉 本住居跡より 3個のピットが検出された。北東壁際がW層を床面とするため， ピッ

トの検出ができなかったが，この周辺の 1個 を加えた 4個 を主柱穴とする柱配囲と考えられる。

第63号竪穴住居跡ピット ー＇痣表（単位： cm) 

Pit No. 2
 

3
 

規模 I46X38 I 36X35 I 43X38 

IA< I面 25.3 24 . 9 54 . 7 

〈炉〉 住居跡南壁に接する。石囲部＋掘り込み部から成る 112X68cmの規模の石囲複式炉で‘

ある。石囲部は， 10-28cm大の自然石を「U」状に配しており，炉内の北側に28X26cmの範囲

で焼土が確認された。

〈出土遺物〉 （第201,408図 1)

床面より 2点の土器片と 1点の石棒，床直より 10点程の土器片，裂土より 1個の復元可能土

器，少鼠の土器片及び l点の石録を出土した。

408図 1は，裂土中位出土の深鉢形土器で‘，口径16.8cm,底径 7.6cm, 器高24.4cmを計る。ロ

頸部より胴下半に縦位方向の結節回転文 (L原体）を施文，焼成はやや良好で，色調はにぶい

赤褐色 (5YR5/4) を呈する。

201図3・5は，床面出土土器である。

出土土器より，本住居の時期は中期後葉（大木 9式併行期）と考えられる。

第64号竪穴住居跡と出土遺物 （第133, 134, 402図）

〈遺構の位證と確認〉 凡区北東部の ZB・Z A-19・20・21グリッドに位置する。N層上面

での確認である。42A・42B号住居跡， 44号土城と重複，本住居跡はいずれよりも古い。

〈平面形 ・規模〉 本住居跡の大部分は重複しており破壊されているが，残存部からの推測及

び柱列より， (6.9) X (4.8) mの楕円形を呈すると考えられる。主軸方向は N-89°-W,床面

禾打は (25.88) m'を計る。

〈堆柏土〉 3層に区分でき，人為堆租である。

〈床面 ・壁〉 N・V層を掘り込んで床面としている 。重複によりそのほとんどを消失してい

るが，残存部は，平坦で堅くしま っている。北壁はN・V層より，西壁はW層より成り，ほぼ

垂直な立ち上がりを呈する 。壁高は西壁24.1cm, 北壁50.0cmを計 る。
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〈周溝〉 なし

〈柱穴〉 Pit 3・7・10・13の 4個を主柱穴とする柱配躍と考えられる。また，これらの柱穴間

に位置するPit1・4・11の3個が副柱穴と考えられる 。 （ピット ー究は， 428号住居跡に付す）

〈炉〉 検出されなかった。他の追構との重複により消失 したものと考えられる。

〈出土迫物〉 （第134図， 402図 1)

住居中央より北寄りから少凪の遺物が出土しており，籾土からは 1個の復元可能土器，少屎

の土器片，及び掻器と磨製石斧が各 1点出土した。

402図 1は，住居中央裂土中位出土の 2つの山形突起をもつ深鉢形土器で，口径15.0cm, 底径

6.4cm, 器高20.3cmを計る。突起部には「L」状粘土紐貼付文，口唇部には斜方向の沈線（刻み

目文），器面には RL斜縄文を施文，焼成はやや不良，色調は灰褐色 (7.5YR4/2) を呈する 。

出土迫物及び新旧関係より，本住居の時期は中期中葉（円筒上層 e式併行期）と考えられる 。

第65号竪穴住居跡と出土遺物（第202~205,423図）

〈遺構の位置と確認〉 凡区北東部の ZE・Z D・Z C-12・13グリッドに位置する。微高地

であるためV層まで攪乱が及び， V層まで確認面を下げざるを得なかった。本住居跡の南西側

に100号土檄が近接する。

〈平面形 ・規模〉 8.02 X6.0lmの楕円形を呈する。主軸方向は N-15°―E, 床面租は34.52m'

を計る。

〈堆租土〉 攪乱を受けているが基本的に 6層に区分でき，自然堆租と考えられる。

〈床面 ・壁〉 テラスを有する二段構造で，床 ・テラス面とも， V階を掘り込んでそれぞれの

面としている。テラスは北西壁際に位置し ，60X86cmの規模で，床か ら約10cmの高さにある。

壁高は南東壁21.1cm, 南西壁 9.0cm, 北東壁32.3cm, 南西確認面からテラス面まで17.2cmを計

る。床面は，中央部が撹乱を受け，やや凹凸があるが，堅くしま っている。テラス面は，床面

ほど堅くない。テラス面の南側より焼土が，ほぼ中央部から 197個のフレークが検出されたこ

とより，石器加工のための施設と考えられる。壁は V膀より成り，ややなだらかな立ち上がり

を呈する。

〈周溝〉 なし

〈柱穴〉 床面にまで攪乱が及んでいるため，柱穴の検出には困難を喫した。明らかに攪乱と

思われるピットを除くと， 13個のピットが検出されたことになる。このうちPit1または 5・2

4・10・11を主柱穴とし，主軸線上のPitllと， i抽線に対称な 2対 4個 (Pit1または 5・2,

Pit 4・10) の計 5個を基本とする柱配置と考えられる 。
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第205図 第65号住居跡出土土器拓影図

第65号竪穴住居跡ピット 一覧表（単位 ：cm) 

P土No.I ~-I — 2 -I-3 I-4 : sー： 6 : 7 I 8 '. 9 '.- IO '. 11_ : 12 : 13 _ 
規段 28X22 26X22 25X20 36X3] 124X23 73X68 40X34 25X22162X42'36X3] 145X4]'43X26 30X24 

I I -
（なさ 22.7 32. 7 I 15. 2 I 36. 0 I 53. 8 I 26. 5 50. 0 82. 0 39. 8 30. 4 52. 9 
〈炉〉 住居跡軸線上に中央よりやや北寄りに位四する 。 9~31cm大の自然石を63X67cmの方

形に配した石囲炉である。炉内全体に5~ 6 cmの厚さの焼土が確認された。本炉の北側に 2個

の自然石が「コ」字状に隣接しているが，複式炉とは断定できなか った。

〈出土迫物〉 （第204, 205, 423図24)

ピット内より 1点の掻器，床面より 1点の石鏃，床直より 10点弱の土器片，毅土より少址の

土器片と1点の円盤状土製品を出土した。

205図3は床面より， 205閉 2・9は床直より出土した土器である 。

床面及び床直の出土土器より，本住居の時期は中期後葉（大木8b式併行期）と考えられる。

第66号竪穴住居跡と出土遺物 （第206,207図）

〈迫構の位謄と確認〉 凡区中央部の ZA・A-18・19グリッドに位四する。北西壁側がlV層，

南東壁側はm層中位で確認された。37・39・41号土檄と重複，本住居跡はいずれよりも新しい。

〈平面形 ・規模〉 4.21 X3.28mの桁円形を呈する。主軸方向は N-5°-E,床面租は10.52m'

を計る。

〈堆租土〉 81翌に区分でき，人為堆栢である 。

〈床面 ・壁〉 北西側はVWJを，南東側はNI粋を掘り込んで1未面とし ている。若下レンズ状で
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〈柱穴〉 中央より北西寄りに， 26X23cmの規模で，深さ 22.0cmのピット 1個が検出されたの

みである。

〈炉〉 住居跡主軸線上に中央よりやや南寄りに位置する 。遺存度が悪いが， 58X50cmの範囲

で最大 6cmの厚さである焼土の周囲に， 9-16cm大の炉石と思われる自然石が散在していることよ

り，石囲炉と考えられる。

〈出土追物〉 （第207図）

床面より 4点，床直より 10点弱の土器片を出土，他に裂土より少最の土器片と，石匙．掻器

を各 1点出土した。これらの迫物は，平面的には炉とその周辺に多く分布している。

207図 4は床面，：2は床直からの出土土器である。

出土土器より，本住居の時期は中期末葉（大木10式併行期）と考えられる。

第67号竪穴住居跡と出土遺物（第208~210, 407図）

〈迫構の位四と確認〉 ふ区中央部の ZA・A-19・20グリッドに位置する 。1lI層中位での確

認である。本住居跡の南西側に60・66号住居跡，北東側に42A・42B号住居跡が近接する。

〈平面形・規模〉 4. 90 X4. 59mの円形を呈する。主軸方向は N-34°-E, 床面租は16.68m'

を計る。

〈堆積土〉 3層に区分でき，自然堆積と考えられる 。

〈床面・壁〉 1lI層を掘り込んで床面としている 。若干凹凸があり， しまりは弱い。壁は 1lI陪

より成り，やや緩やかな立 ち上がりを呈する 。壁高は北壁33.0cm, 南壁16.0cmを計る。

〈周溝〉 なし

〈柱穴〉 確認で きなか った。

〈炉〉 南西壁寄りに位置する。追存状態が悪く，土器片囲炉と石囲複式炉が重複す るような

状態で検出された。遺存状態を考えるならば，土器片囲部＋石囲部＋掘り込み部から成る複式

炉とも考えられる。土器片囲部は45X44cmの円形に土器片を配したもので，その内部は上面か

ら15cmほどの深さまで焼土化していた。また石囲部は 7~35cm大の自然石を86X83cmの半円状

に配したもので，その内部は最大 8cmの深さまで焼土化していた。掘り込み部両側縁 には「ハ」

字状に13~48cm大の自然石が残存しており，石囲複式炉は全体として「 A」字状の炉石配四で

あったと推測される 。

〈出土迫物〉 （第210図， 407図 8)

床直より数点の土器片を出土，他に裂土より 2個の復元可能土器，少鼠の土器片， 1点の石

鏃を出土した。これらの追物は，平面的には炉の周辺に多く分布している。

407図 8は，土器片囲炉の土器を復元したもので，深鉢形を呈し，口径19.8cmを計る。 折り返
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し口縁部を含む器面全体に RLの斜縄文を施文，焼成はやや不良，色調は褐色 (7.5 YR 4 / 3) 

を呈する。

210図 9は，床直出土土器である。

炉土器及び床直出土土器より，本住居の時期は中期後葉（大木 9式併行期）と考えられる。

第68号竪穴住居跡と出土遺物 （第211, 213, 423図）

〈追構の位麗と確認〉 A1区北西部の ZC・Z 8-9・10グリッドに位置する 。本遺構周辺の

表土が浅く，耕作による攪乱がV層にまで及んでいる 。このため本遺構のプラン確認には， v

層上面まで下げざるを得なかった。 1号溝と重複，本住居跡は 1号溝より古い。

〈平面形 ・規模〉 4. 83 X3. 71mの隅丸方形を呈する 。主軸方向は N-22°-E,床面積は14.92

m'を計る。

〈堆梢土〉 攪乱を受けて いるが，基本的に 31界に区分で き，自然堆柏と考えられる 。

〈床面 ・壁〉 V層を掘り込んで床面としている。若干凹凸があり，堅くしま っている。壁は

V層から成り，やや急な立ち上がりを呈する。壁高は北東壁15.2cm, 北西壁26.2cm, 南東壁12

.4cmを計る。なお，北東 ・北西壁の一部は， 1号溝により消失している。

〈周溝〉 なし

〈柱穴〉 本住居跡より 7個のピ ットが検出された。このうちPit2・3・7を主柱穴とし， 北

西壁際に位四するであろう未検出のピット ー個を加えた計 4個を基本とする柱配置と考えられ

る。

第68号竪穴住居跡ピット ー究表（単位 ：cm) 

Pit No. 2
 

3
 

4
 

5
 

6
 ;~ f: I z:4xご3I 4~2x:9 14:6x:7 1 z:1xこ゚13:3x:s I z:1xこ3I 4:1x: ゜

〈炉〉 住居跡ほぼ中央に位四する地床炉である。86X82cmの円形で深さ 7cmの掘り込みの南

側に， 70X48cmの範囲で，最大 4cmの厚さの焼土が確認された。

〈その他の施設〉 住居跡主軸線上南西壁に接する93号土城は，本住居跡床面で確認されたも

のであり，土横底面はしまりがある。また，そ の位囲関係からも，本住居と同時期であり，住

居の付屈施設と考えられる。その規模は84X62cmの楕円形で‘，最大の深さは20cm, 底面は壁側

への若干の傾斜をもつ。本施設の用途については確認できなかった。

〈出土迫物〉 （第213図， 423図25)

床面より 16点，床直より 10数点の土器片を出土した。この他に裂土より少屈の土器片， 1点

の石鏃 ・石錐 ・円盤状土製品， 2点の磨石を出土した。これらの追物は，平面的には住居中央

部付近に多く分布している。
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第68号住居跡出土土器拓影図・石器実測図

213図 1・ 3・5・7・9は床面， 6は床直の出土土器である 。

出土土器より，本住居の時期は中期後葉（大木 8b式併行期）と考えられる 。

第69号竪穴住居跡と出土遺物 （第212, 214図）

〈遺構の位置と確認〉 凡区北西部の ZD・ Z C-9・10グリッドに位閥する。V層での確認
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である。本住居の南側に68号住居跡と 2号溝が，西側には87号住居跡が存在する。なお，本住

居内にほぼ近接する 2対のピッ トが存在することから ，壁を同一とする改築が考えられる。

〈平面形 ・規模〉 3.90X3.15mの楕円形を呈する。主軸方向はN-63°-W,床面柏は9.52m'

を計る。

〈堆積土〉 4層に区分でき，人為堆積である。

〈床面 ・壁〉 VI@を掘り込んで床面としている。凹凸があり，堅くしま っている。壁は V層

から成り，ほぼ垂直な立ち上がりを呈する。壁高は北東壁19.6cm, 南東壁12.8cm, 南西壁19.5

cmを計る 。なお，北西壁の一部は攪乱を受けている。

〈周溝〉 なし

〈柱穴〉 本住居跡か ら8個のピ ットが検出された。このうちPit1・2または 3・4・5・6

または 7・8を主柱穴とし，主軸に対称な 3対 6個 (Pit1・8 , Pit 2または 3・6または 7、Pit

第214図 第69号住居跡出土土器拓影図・石器実測図
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第69号竪穴住居ピット 一覧表（単位： cm) 

Pit No. 2
 

3
 

4
 

5
 

6
 

7
 

8
 

規 t葵128X25130X22130X3412]Xl8129X28,26X21134X24126X]8

深さ 43.8'43.7 49.3 20.1 , !57.9 14.5 63.0 

〈炉〉 住居跡主軸線上に 2つの地床炉が検出された。 1号炉は，住居跡中心よりやや北西寄

りに位置し， 38X27cmの範囲に，最大 6cmの厚さの焼土が確認された。 2号炉は，中心よりや

や南東寄りに位置し， 43X34cmの範囲に，最大 4cmの厚さの焼土が確認された。

〈出土迫物〉 （第214図）

床面より 2点，床直より数点の土器片を出土した。この他に投土より， 1個の復元可能土器，

少凪の土器片， 1点の石皿を出土した。これらの遺物は，平面的には北東側の分布密度が小 さ

し‘
゜
214図 1~ 3は，床直出土土器である 。

床面及び床直上出土土器より，本住居の時期は中期中葉（円簡上層e式併行期）と考えられる。

第70号竪穴住居跡と出土遺物 （第215, 216, 396, 427図）

〈遺構の位置と確認〉 ふ区北側のZD・ZC-17・ 18グリッドに位閥する。本住居跡周辺は

配石遺構の集中する場所で，本迫構は 2号配石追構の精査中に確認された。

2号配石迫構， 90号土堀と重複，本遺構は 2号配石遺構より古く， 90号土城より新しい。

〈平面形・規模〉 4. 97 X4. 74mの不整円形を呈する 。長軸方向は N-90°-w,主軸方向N-

o・-w, 床面租は20.12m'を計る 。

〈堆積土〉 人為堆積である。

〈床面・壁〉 V層を掘り込んで床面としている 。ほぼ平坦で， しまりは弱い。壁はN・V層

より成り，ほぼ垂直な立ち上がりを呈する。壁高は東壁35.3cm, 西壁46.9cm, 南壁39.6cm, 北

壁44.5cmを計る。

〈周溝〉 なし

〈柱穴〉 本住居跡より 8個のピットが検出された。このうちPit1・2・4・7を主柱穴とし，

主軸線に対称な 2対 4個 (Pit1・2, Pit 4・7)を甚本とする柱配置と考えられる 。

第70号竪穴住居跡ピット ー院表（単位： cm) 

Pit No. 3
 

4
 

5
 

6
 

7
 

8
 

規 校 I32X28 I 22X2] I 30X27 I 30X28I22X21130X231 !2X28 I 23Xl6 

i架さ 32.8 29.3 22. 9 30.4 17 .8 15 .1 48.4 19.3 

〈炉〉 住居跡南壁に接する。石囲部＋掘り込み部から成る 138X 90cmの規模の石囲複式炉と

考えられる 。石囲部は， 8 -20cm大の自然石を86X60cmの横長の方形に配したもので，掘り込

み部との境界は 1重であるが，他の辺は 2- 3重に配列されてい る。炉内全域から， 若干の火
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熱を受けた痕跡が確認された。掘り込み部は92X90cmの隅丸方形で，片側縁の定位置に28cm大

の自然石，その周辺に炉石と思われる 14cm・ 18cm大の 2個の自然石が検出され，全体として，

「合」形の炉石の配置となるものと思われる。

〈出土迫物〉 （第216図， 396図11,427図 8)

床面より 1個の復元可能土器と数点の土器片，床直より数点の土器片を出土した。また裂土

より， 1個の復元可能土器， 1/5箱の土器片， 1点の凹石・有孔石製品， 3点の石録・掻器， 4 

点の石匙を出土した。これらの迫物は，平面的には炉西側に多く分布している。

396図11は，中央床面出土の深鉢形土器で，口径14.9cmを計る 。口縁部から胴部上半に隆沈文

による横位楕円文を主文様とする文様帯をもち，区画文内には LR縄文を充埴，胴部下半には

床面の出土土器より，本住居の時期は中期末葉（大木10式併行期）と考えられる 。

第71A号竪穴住居跡と出土遺物 （第217,218,220,221,223,396,399,403,422,426図）

噂構の位置と確認〉 ふ区南西部の H ・I- 9・10グリッドに位漑する 。N層上面での確認

である 。71B・71 C号住居跡と重複，本住居跡がいずれよりも新しい。

〈平面形 ・規模〉 4.80 X4. 72mの円形を呈する。主軸方向は N-11°-E, 床面梢は14.84m'

を計る 。

〈堆租土〉 5層に区分でき，人為堆租である 。

〈床面・壁〉 V陪を床面とする。なお東壁側には，明黄褐色土による貼床を施している。床

面はほぼ平坦で‘， しまりはあまり強くない。東・北壁及び南東壁側は71B号住居跡裂土，他の

壁はN・V層より成り，急な立ち上がりを呈する 。壁高は東壁 34cm,西壁26cm, 南壁37cm, 北

壁4.2cmを計る。

〈周溝〉 なし

〈柱穴〉 71A・71 B号住居跡より計30個のピットが検出された。このうち Pit2 -5・7・8・ 

14を主柱穴とし ，主軸線に対称な 5対10個 (Pit2 {未検出）， 3・5, 4・14, 7・8 , 9・(未

検出））を基本とする柱配漑が考えられる。また， Pit3・4・6 -9を主柱穴とし，主軸線に

対称な 3対 6個 (Pit3・4, 6・9, 7・8) を基本とする柱配四も考えられる。

第71A・71B号竪穴住居跡ピット 一覧表（単位： cm) 

P1l No. I 2 3 4 5 6 7 8 ， 10 

規模 30 X28 32 X24 24 X24 42 X41 14 Xll 26 X26 32 X26 20 X 16 16 X 13 22 X20 

深さ 20 5 31 9 55 1 41 3 17.4 21 9 34.3 23.2 28 I 13.2 

P,t No. 11 12 13 14 15 16 17 18 19 20 

規~ 捩 28 X22 28 x22 20X20 65 X65 18 Xl6 33X26 20 X]8 26X25 24 X23 11 XlO 

深さ 19 8 4.2 29 5 13.0 19.9 25 5 17 .4 29 9 13.4 

Pit No. 21 22 23 24 25 26 27 28 29 30 

規 校 18 Xl6 20 xzo 22 X20 32 X30 23 xzo 22 X20 26 X24 zzxzo 30X26 20 Xl8 

深さ 26 0 22 8 14 .1 39 6 19 .1 13 9 20 5 14 8 34 3 7.4 
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1層褐色土 (10Y R4/4)炭化粒微量混入

2層浅黄橙色土 (10Y RB/4) 

3層 にぷい黄褐色土 (JOYRS/4) 
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5層 褐色土 (JOYR4/4)浮石・炭化粒多量混入
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明黄褐色土 (10YR7/6) SI 71A貼床土 10層

暗褐色土 (1QYR3/4) SI 718周溝覆土 11層

褐色土 (lOYR4/4) しまり強，炭化物微量混入 12層

黄褐色土 (lOYRS/6)しまり肇

黄褐色土 (JOYR5/6) しまり弱

隋褐色土 (JOYRJ/4) 

暗褐色土 (10Y RJ/4) 
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第217図 第71A•71B•71C 号竪穴住居跡実測図
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叫

1層黒褐色土 (JOYR2/3) 

焼土・炭化物微量混入
2層晴褐色土 (JOYR3/4) 

しまり強，焼土・炭化物・下位火山灰微量混入
3層暗褐色土 (JOYR3/4) 

しまりやや蒻下位火山灰ブロック若干混入
4層黒褐色土 (JOYR2/3) 

しまりやや蒻下位火山灰若干混入
5層 明褐色土 (7.5YR5/6) 

焼土，しまり強
6層橙色土 (7.5 Y R6/6) 

焼土，炭化物微量混入
7層明黄褐色土 (JOYR6/6) 

しまり弱，褐色土少量混入

0 Im 

第218図 第71A号住居炉跡微細図

叫

゜

~ 

Im 

1層 橙色土 '(7.5YR6/8)焼土，しまり強

2層 にぷい黄橙色土 (JOYR7/3)砂質，焼土粒混入
3層 明黄褐色土 (7.5YR7/6)若干の焼土化

4層 橙色土 (7.5 Y R6/6)焼土，しまりやや弱
5層 黄褐色土 (JOYR5/6)焼土微量混入

6層 褐色土 (JOYR4/4) しまりやや強，炭化物微量混入
1層 にぷい黄橙色土 (lQYR7/4)粘性強，しまり弱

第219図 第71B号住居炉跡微細図
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第220図 第71A号住居跡出土石器実測図 ゜
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第221図 第71A・71 B号住居跡出土土器拓影図 (
1-9はS171A 10・11・13-18は＼

S171 B, 12はSK50 )
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第223図第71A~C号住居跡出土石器実測図

〈炉〉 南壁に接する。半壊しているが，土器埋設石囲部＋石囲部＋掘り込み部から成る 200

X74cmの規模の土器埋設石囲複式炉と考えられる。土器埋設石囲部及び石囲部内底面ほぼ全域

が火熱を受け，焼土化している。なお，埋設土器は土器埋設部の先端に位四し斜位の状態で埋

設されていた。

〈出土遺物〉 （第220,221,223図， 396図 2,399図6・10,403図15,422図25,426図17)

炉内より 2個の復元可能土器，ピット内より 1点の掻器，床面より 5点の土器片，床直より

20点弱の土器片と 1点の掻器を出土した。この他に裂土中から， 2個の復元可能土器， 1/2箱の

土器片， 1点の石棺・ 石錐 ・磨石・ペンダント ・有孔石製品 ・有孔土製品， 2点の凹石， 4点

の石鏃．掻器を出土した。
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396図 2は，炉掘り込み部から横転しつぶれたような状態で出土した広口壺形土器で‘，口径10

.7cm, 底径 4.9cm, 甘昔高15.9cmを計る。口頸部に平行沈線文とその間に連続刺突文，胴部に平

行沈線文と刺突文による波状文を施文，この区画文の上部は無文，下部には LR斜縄文を施文

している。焼成はやや良好で‘，色調はにぶい黄褐色 (lOYR 5/3) を呈する。399図 6は，東壁寄

り裂土中位から出土した 5つの項部をもつ波状口繰の深鉢形土器で，口径29cm, 底径 9.5cm,

器高38cmを計る 。沈線文による「U」文，「n」文，縦位渦巻文の連続文を施文，地文は L斜縄

文，焼成はやや不良で，色調はにぶい黄橙色 (lOYR7/6) を呈する 。399図10は，毅土中位出土

の広口壺形土楷で，口径24.7cm, 底径7.5cm, r, 怜高31.5cmを計る。 口縁部は無文，胴部上端に平

行連続刺突文，胴部には「m」状懸垂文を施文，地文は RL斜縄文，焼成はやや良好，色調は

にぶい黄橙色 (lOYR6/3)を呈する。403図15は，炉北端に斜位に埋設されていた土器で，深鉢

形を呈し，口径15.8cm, 底径 6.6cm, 沿高19.4cmを計る。器面には LR斜縄文を施文，焼成は

不良，色調はにぶい橙色 (7.5YR7/3) を呈する。

221図 1・7は床面より， 2・9は床直の出土土器である。

炉内からの出土土器より，本住居の時期は中期末葉（大木10式併行期）と考えられる。

第71B号竪穴住居跡と出土遺物 （第217, 219, 221-223図）

〈追構の位四と確認〉 凡区南西部の H・I-9・10グリ ッドに位罰する。 71A・71 C号住居

跡と共に， IV附上面で確認された。71A ・71 C号住居跡， 50号土堀と重複，本住居跡は71A号

住居跡より古く， 71C号住居跡， 50号土城より新しい。

〈平面形 ・規模〉 7 .86 X5.68mの楕円形を呈する 。主軸方向はN-77'-W,床面栢は23.52m'

を計る。

〈堆柏土〉 5庖に区分でき，人為堆柏と考えられる 。

・〈床面 ・壁〉 テラスを有する二段構造で，床 ・テラス面とも V層を掘り込んでそれぞれの面

としている。テ ラスは，炉跡部分を除く 北壁東半より東壁にかけて位囲し，その規模は22-80

cmの輻で，床面から 8-15cmの高さにある。壁高は南東壁68.9cm, 南西壁39.2cm, 北西壁35.6

cm, 北束壁確認面からテラス面まで64.8cmを計る 。床面は，ほぼ平坦でしまりは弱く，テラス

面も， しまりは弱い。壁はIV・ VI界より成るが，西壁は71A号住居構築により消失している。

ほぼ垂直な立ち上がりを呈する 。

〈周溝〉 西壁下に幅14-18cm, 深さ 8-10cmの周溝が検出された。

〈柱穴〉 Pit 1・16・19・24・27・29を主柱穴とし，未検出及び重複により消失した柱穴を加

え，主軸線に対称な 4対 8個 (Pit1・16, Pitl9・（未検出），Pit24・29,Pit27・（未検出））を基

本とする柱配腔と考えられる。また，北東壁際に位四するテラスの壁際及び床側に規則的な柱
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列が見られる。（本住居跡ピット一覧は， 71A号住居跡に付す）

〈炉〉 住居跡主軸線上，東壁に接する。半壊しているが，石囲部＋掘り込み部，または石囲

部 (I)+石囲部 (II) +掘り込み部から成る291Xl30cmの規模の石囲複式炉である。石囲部

(I) は半壊し，東・南側緑の炉石のみしか残存しないが，掘り込み及び焼土範囲より， 90X 

90cmの台形または方形に自然石を配していたものと推測される 。こ の石囲部 (I) 内ほぼ全域

に褐色の焼土が確認され，その最大の厚さは10cmにも及ぶ。石囲部 (I) を除く部分は， 200X 

130cmの長方形の掘り込みで，その両縁の石囲部 (I)側半分には炉石が配四されている 。この

掘り込みを二分する石の抜き取り痕は検出できなかったが，掘り込みの長軸が長いこと，壁側

の底面が一段下がること，石囲部 (I)側に 6個の炉石と見られる石が散在すること等より，

方形の石囲部と掘り込み部に二分されていた可能性もある 。すなわち全体として「A」または

「自」形の炉石の配置と考えられる。なお掘り込み部には，微鼠の炭化物の混入は見られるも

のの，焼土は確認されていない。

〈出土追物〉 （第221-223図）

床面より 13点の土器片と 1点の石鏃 ．掻器，床直より 1個の復元可能土器と 10点弱の土器片

を出土，他に覆土より 1/2箱の土器片， 1点の石鏃， 2点の磨製石斧・オ蚤器を出土した。これ

らの追物は，平面的には炉周辺に多く分布している 。

221図11・13・15・17は床面， 14は床直出土の土器である。

出土土器及び新旧関係より，本住居の時期は中期後葉と考えられる 。

第71C号住居跡と出土遺物 （第217, 222, 223図）

〈遺構の位證と確認〉 凡区南西部H-9・10グリッドに位置する 。71A・71 B号住居跡と共

にN層上面で確認された。71A・71 B号住居跡と重複，本住居跡が古い。

〈平面形・規模〉 4.68X3.24mの桁円形を呈する。主軸方向はN-78°-W,床面梢は(11.20)

m'を計る。

〈堆積土〉 南半が71A・71 B号住居跡との重複のため，本住居跡堆租土は消失している。残

存部は 3層に区分でぎ若干レンズ状で，自然堆積と考えられる。

〈床面 ・壁〉 V層を掘り込んで床面としている 。若干レンズ状で，堅くしまっている。壁は

N・V陪より成るが，南半の壁は， 71A・71 B号住居構築により消失している。ほぼ垂直な立

ち上がりを呈し，壁高は東壁43.0cm, 西壁37.5cm, 北壁47.6cmを計る。

〈周溝〉 東壁の一部を除き，残存する壁下に，幅10cm前後，深さ 3~10cmの周溝が一巡する 。

〈柱穴〉 本住居跡に関連するピットとして， 10個検出された。このうちPit1・2・4・5を

主柱穴とし，主軸線に対称な 2対 4個 (Pit1・5, Pit 2・4)を基本とする柱配慨と考えられ
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る 。 南束壁際に，壁柱穴と考えられる Pit7 ~ 10 が配置 される。

第71C号竪穴住居跡ピット 一覧表（単位 ：cm) 

P It No. 2
 

3
 

5
 

6
 

8
 ，

 

10 

規 t葵138X 34150 X 44126 X 24134 X 30 130 X 28 Iめ X20 126 X I 81 20 X 20 113 X 12119 X I 8 

深さ 35.0 53 .1 8. 0 11. 7 16. 7 15. 5 18. 4 15. 9 20. 0 34. 1 

〈炉〉 住居跡主軸線上に，中央よりやや東寄りに位置する。地床炉で規模174Xl60cm,深さ

8 cmの［月地の中央底面に， 35X34cmの範囲で，最大 5cmの深さの焼土が確認された。

〈出土迫物〉 （第222, 223図）

迫物批は少なく，住居中央よりやや南西寄りに点在する 。床面 ・床直より各数点の土器片を

出土したほか，北東壁下より 1点の石皿を出土した。毅土からは，少凪の土賠片を出土したの

みである。

出土土器及び新旧関係より，本住居の時期は中期後薬と考えられる 。

第72号竪穴住居跡と出土遺物 （第224-227図）

〈遺構の位四と確認〉 凡区北東部の ZA・A-22グリッドに位置する。m膀中位での確認で‘

ある。本住居跡北西側に42A・42B号住居跡が近接する 。

〈平面形 ・規模〉 3. 56 X3.94mの楕円形を呈する。主軸方向は N-18°-E, 床面柏は10.96

面を計る。

〈堆柏土〉 6 J,(iに区分でき ，人為堆積と考えられる。

〈床面・壁〉 1Il附を掘り込んで床面としている 。北西壁際から南東壁際へ緩やかに傾斜し，

ほぼ平坦で軟らかい。壁は 1]J罰より成り，緩やかな立ち上がりを呈する。壁高は北東壁 9.9cm,

北西壁13.3cm, 南東壁10.8cm, 南西壁10.0cmを計る 。

〈周溝〉 なし

〈柱穴〉 本住居跡より 5個のビットが検出された。住居跡のほぼ中央 (Pit1)と，北東 ・北

西 ・南東 ・南西壁際 (Pit5・Pit 2・Pit 4・Pit 3) という柱配囲である 。

第72号竪穴住居跡ピッ ト一覧表（単位 ：cm) 

笠1をIz~ho I z~ho I z:ho I z:hs 13~h3 
〈炉〉 住居跡中央よりやや北寄りに地床炉， 北東壁際に土器片囲炉が検出された。地床炉は，

71 X50cmの規模で‘，最大llcmの深さの楕円形の掘り込み内より，厚さ約 7cmの焼土が確認され

た。土器片囲炉は，深鉢形土器片を直径42cmに3/4周させたもので， 部分的に 2重に配されて

いる。この炉内には，若干東側に偏在して犀さ 4~ 5 cmの焼土が確認された。土器片囲炉の掘

り方は，径44cm, 深さ 20cmである。
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1/11 にぷい赤褐色土 (SYR4/4)焼土粒 ・下位火山灰多量混入

2層 にぷい黄褐色土 (lOYR4/3)浮石粒 ・下位火山灰やや多く混入，焼土粒若干混入

3層 暗褐色土 (10Y RJ/3)浮石粒・下位火山灰混入

4層 黒褐色土 (10Y RJ/2)浮石粒混入

5層 褐色土 (7.SYR4/4)浮石粒多量混入，下位火山灰・ 焼土粒若干混入

6層 黒褐色土 (lOYR2/2)下位火山灰若干混入

゜第224図 第72号竪穴住居跡実測図
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1層 にぷい赤褐色土 (5YR4/4)焼土粒多量混入

2m 2層明赤褐色土 (5YR5/8)焼土

3層 暗赤1褐色土 (5YR373)焼土粒・炭化物混入

4層明赤褐色土 (5YR5/6)焼土

5層 黒褐色土 (7.5YRJ/1)焼土粒若干混入，灰質

6層 黒褐色土 (7.5YR2/2)焼土粒・下位火山灰若干混入

7層 にぷい赤褐色土 (5YR4/3)焼土粒多量混入

第225図 第72号住居炉跡微細図
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（ただし、 9・10は縮尺,1,)
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曹

第227図 第72号住居跡出土土器拓影図(2)

〈出土迫物〉 （第226, 227図）

床面より 3点の土沿片，床直より 10数点の土器片を出土，また，地床炉の南側と北東側より

各 1点の石皿を廿:',土した。この他裂土より，少砿の土器片を出土した。

227図 1- 6は，土器片囲炉に使用された土器で',1個体の深鉢形土器の胴部片と考えられる 。

推定胴部径は25.6cmを計る 。

226図 1・6・7は床面， 2・5・8は床直より出土した土器である。

土浩片囲炉土僻より，本住居の時期は中期後薬（大木 8b式併行期）と考えられる。

第73号竪穴住居跡と出土逍物 （第228, 229図）

〈迫構の位附と確認〉 凡区西部の ZA・A-10グリッドに位罷する。N阿上面での確認であ

る。74号住居跡と重複し，本住居跡が古い。

〈平面形 ・規模〉 2.4 X2.4mの円形を呈する。床面梢は (3,96) m'を計る。
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〈堆柏土〉 黒褐色土の単一g;;;である。

〈床面 ・壁〉 V翔を掘り込んで床面としている 。ほぼ平坦で，堅くしまりがある。壁はIV・

VI•; りから成り，やや緩やかな立ち上がりを呈する 。壁高は東壁22.4cm, 西壁16.4cm, 南壁13.5

cm, 北壁14.7cmを計る。南東壁は， 74B号住居構築により消失している。

〈周溝〉 なし

〈柱穴〉 南西壁に接して，規模40X36cm, 深さ 66cmのピ・ノト 1個が検出されたのみである 。

〈炉〉 検出されなか った。

〈出土遺物〉 （第228, 229図）

床面からは 1点の磨製石斧を出土，他に閉土より 1/4箱の土沿片を出土した。

出土土器及び新旧関係より，本住居の時期は中期後葉 （大木 8b式併行期）と考えられる 。

第74号竪穴住居跡と出土逍物 （第228, 230図）

〈遺構の位慨と確認〉 凡区西部の ZA・A・B-10・11グリッドに位置する。第IV層上面に

て確認された迫構である 。床面において，同心桁円形の 2重の周溝及びそれぞれに対応する規

削的な柱列が検廿こ＇，されたこと等より， 一回の増改築が行なわれたと考えられる 。便宜的に改築

前の プランを Aプラン，改築後の プランを Bプランとして以下記述する。本住居は73・106号

住居跡と重複関係にあり，本住居はいずれよりも新しい。

〈平面形 ・規模〉 Aプランは (4.9) X (3.9) mの佑円形で，床面積は14.28m',Bプラン

は6.46X4.47mの柏円形で，床面栢は19.12吋を計る 。いずれも，主軸方向は N-16°-Eであ

る。

〈堆積土〉 6層に区分でき，人為堆積と考えられる 。

〈床面・壁〉 V層を掘り込んで床面としている 。ほぼ平坦で，堅くしま っている。改築前の

Aプランの周溝及びPit1・2は人為的に埋めもどされ，貼床状とな っている 。壁は lV・VI悴か

ら成り，急な立ち上がりを呈する 。壁高は東壁 5.4cm, 西壁19.9cm, 南壁14.7cm, 北壁16.6cm

を計る。

〈周溝〉 Aプランの周溝は輻15~20cm, 深さ 7~10cmの規模で，南西壁の一部を除いて4.60

X3.60mの桁円形状に一巡， Bプランの周溝は南壁の一部を除き，幅14~33cm 深さ 7~13cm 

の規模で壁下を一巡する 。

〈柱穴〉 本住居跡より， 19個のビットが検出された。このうち Pit1 ~ 6がAプラン， Pit7~ 

11・ 12または16・14・15がBプランの主柱穴と考えられる。改築前 (Aプラン）が主軸線上の

1対 (Pit1・2) と,,哺線に対称な 2対 (Pit3・4, 5・6) の計 6個，改築後 (Bプラン）が

がt小川線に対称な 4対 (Pit7・8, 9・10, 11・12または16, 13・ 14) 8個を枯本とする柱配
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S 174土層註記

1層黒褐色土 (10Y R2/3) 

2層 黄褐色土 (JOYR5/8)下位火山灰多量混入

3層黒褐色土 (JOYR2/3) 

4層暗褐色土 (JOYRJ/4) 

5層 黄褐色土 (lOYR5/6)下位火山灰多量混入

6層黒褐色土 (1QYR2/3)

7層隋褐色土 (lOYRJ/4) 

8層黒褐色土 (10YR2/3)

9層 褐色土 (lOYR4/6)下位火山灰を多量混入，しまり有， 5174Aの周溝覆土

I sms覆土

゜
2m 

第228図 第73・74号竪穴住居跡実測図・出土石器実測図
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第229図 第73号住居跡出土土器拓影図
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第230図 第74号住居跡出土土器拓影図

置と考えられる。

第74号竪穴住居跡ピット ー院表（単位 ：cm) 

Pit No. ］ 2 3 4 5 6 7 8 ， I 10 
規模 32 X32 34 X32 24 X22 30 X(20) 30 X25 40X(30) 70 X58 62 X57 47 X42 I 50 X40 

深さ 16.8 58.9 73.2 78.6 68.1 73.1 65 2 81.0 36 .1 I s1 2 
P,t No. 11 12 13 14 15 16 17 18 19 

規模 50X44 40 X38 42 X25 40 X32 36 X35 26X22 33 X26 30X23 17 X 16 

深さ 60 2 52.5 59 2 46 8 67 2 42.2 34 4 33 3 44 5 

〈炉〉 主軸線上，中央よりやや南寄りに位闘する。凹地が85X76cmの範囲で‘，若干赤変（焼

土化） しており ，その周囲より石の抜き取り痕と思われるピソトが検出された。このことから

本炉は石囲炉と考えられる。

〈出土遺物〉 （第228, 230図）

追物はすべて疫土中から出土したものであり ，2/3箱の土器片と，石鏃 ・石匙を 1点出土した。

出土迫物及び新旧関係より，本住居の時期は中期後薬（大木 8b式併行期）と考えられる。

第75号竪穴住居跡と出土遺物 （第231, 234, 235図）

〈迫構の位罹と確認〉 ふ区北西部の ZA•A-8 グリッドに位囲する 。 N層上面での確認で

ある 。81号住居跡と重複，本住居跡が新しい。

〈平面形 ・規模〉 3. 86 X (3. 68) m の隅丸方形を呈する。床面租は(ll.60)m'を計る。
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第231図 第75・81号竪穴住居跡実測図
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第232図 第76号竪穴住居跡実測図 第233図 第76号住居跡出土土器拓影図
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第235図

〈堆積土〉

〈床面 ・壁〉

坦で， 全体的にしまりが弱い。壁はIV・V層より成り，

高は北西壁6.7cm, 南東壁7.4cm, 南西壁11.3cmを計る 。

〈周溝〉

〈柱穴〉

2層に区分でき，

第81号住居跡出土土器拓影図

自然堆粕と考えられる 。
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（ただし 4は第75号住居出土遺物）

重複部分は81号住居跡裂土，他の部分はV/昴を掘り込んで床面としている。平

やや緩やかな立ち 上がりを呈する。壁

なし

75・81号住居跡より計 7個のビ ットが検出された。

. 7が主柱穴と考えられる。

第75・81号竪穴住居跡ピット 一覧表（単位： cm) 

このう ち各壁隅のPit1・2・6 

iぞI2\~19 I 25三19h1!:。 h; ~7 I 3~h6 I 2\~19 I 2\~18 
〈炉〉 住居跡ほぼ中央に位四する。地床炉であり ，42X3lcmの範囲に， 最大 7cmの深さの焼

土が確認された。
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〈出土遺物〉 （第234,235図）

床面 ・床直より各数点，裂土より少駄の土器片が出土した。

234図2・5は床面，235図4は床直出土の土器である 。

床面及び床直上の出土土器より，本住居の時期は中期後葉（大木 8b式併行期）と考えられ

る。

第76号竪穴住居跡と出土遺物 （第232,233図）

〈迫構の位既と確認〉 凡区北西部のA-7・8グリッドに位附する。N府上面での確認であ

る。本住居跡の東側に75・81号住居跡が隣接する 。

〈平面形 ・規模〉 3.06 X2. 73mの楕円形を呈する 。主軸方向はN-83°-W,床面柏は5.32m'

を，iする。

〈堆積土〉 4層に区分でき ，自然堆栢である。

〈床面 ・壁〉 V陪を掘り込んで床面としている 。ほぼ平坦で， しまりがやや弱い。壁はN・

V府より成り ，緩やかな立ち上がりを呈する。壁高は北東壁27.6cm, 北西壁13.0cm, 南西壁13

.3cmを計る。

〈周溝〉 なし

〈柱穴〉 西壁際から ，22Xl7cmの規模， 1 cmの深さのピット 1個が検出されたのみである。

〈炉〉 住居跡ほぼ中央に位置する。地床炉であ り， 24X20cmの範囲に，最大 4cmの深さの焼

土が確認された。

〈出土追物〉 （第233図）

床面より数点，裂土より若干の土器片を出土した。

出土土器より，本住居の時期は中期中薬（円筒上層 e式併行期）と考えられる 。

第77号竪穴住居跡と出土遺物 （第236,237, 427図）

〈迫構の位四と確認〉 ふ区西部の B・C-10・11グリッドに位置する。 W陪上面での確認で‘

ある。床面において， 2重の周溝及びそれぞれに対応する規則的な柱列が検出され，この 2つ

のプランの長軸が同ーであること等より ，一回の増改築が行なわれたと考えられる。柱列及び

周溝より ，北 ・東 ・西の三方向への拡張と 判断される。便宜的に改築前のプランを A,改築後

のプランを Bとして以下記述する。本住居南壁側が78B号住居跡 と重複，本住居が新しい。

〈平面形 ・規模〉 Aプランは (4.14) X (3.20) mの桁円形で，床面柏は9.84m',Bプラン

は (5.56) X3.86mの桁円形で，床面積は (17.12)m'を計る。いずれも主軸方向はN-3°-E

である。
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第236図 第77号竪穴住居跡実測図 ・同住居炉跡微細図

〈堆租土〉 31界に区分でき， 人為堆柏と考えられる 。

本住居跡南側は788号住居跡毅土，他は V層を床面とする。全体に平坦で，堅

くしまりがある。南半の重複部分は788号住居跡毅土を，他はN・V層を壁とする 。いずれの

〈床面・壁〉

壁も垂直に立ち上がりを呈し ，壁高は東壁19cm, 西壁24cm,

〈周溝〉

〈柱穴〉

Aプランの周溝は幅10~23cm,

cm, 深さ 10~14cmの規模で，

南壁25cm, 北壁18cmを朴る 。

深さ 3-14cmの規模で，

を床面とするため，周溝を確認し得なか った可能性もある。

Bプランの周溝は幅 8-20 

共に南壁を除く 三壁側に確認された。南壁側は78B号住居跡裂土

本住居跡より 12個のビットが検出された。このうちPit1・2・4・5・10がAプラ

ンの主柱穴で，主軸線に対称な 3対 (Pit4・5, 1・2, 10・(未検出）） 6個を基本とする柱

配列， Pit 6 -9がBプランの主柱穴で，主軸線に対称な 2対 (Pit6・9 , 7・8) 4個を基本

とする柱配屈と考えられる。

第77号竪穴住居跡 ピッ ト一覧表（単位： cm) 

Pit No 

規朽x 

深さ
2\~25 I 3¥; 32 I 2¥; 23 I 40ふ28I 2\~20 I 32丘3015~8: :2 I 4\;4• 152ふ51

10 

52 X5] 

60 

11 12 

旱22 25 

〈炉〉 主軸線上，中央より南寄りに位臨する。10-50cm大の自然石を95X73cmの楕円形に配

した石囲炉で， 炉内全域に 6-16cmの厚さの焼土が確認された。
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第237図 第77号住居跡出土土器拓影図・石器実測図

（ただし15は第788号住居出土遺物）
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〈出土追物〉 （第 237図， 4271刈9)

床面より 20点弱の土器片，床直より 10点弱の土器片と 1点の石棒を出土した。また裂土より，

1/2箱の土器片と 1点の有孔石製品を出土した。これらの迫物は，平面的には南西部に多く分布

している。

237図 3・8・9は床面， 2・11は床直の出土土悩である。

床面，床直上の出土土浩より，本住居の時期は中期後薬（大木 8b式併行期）と考えられる。

第78A号竪穴住居跡と出土遺物 （第238, 239, 241図）

〈迫構の位四と確認〉 凡区西部の C-10・11, D-10グリッドに位四する 。1V府ヒ面で張り

出しをもつ桁円形フ ラ゚ンを確認， これを78号住居跡とし粕査を進めたが， この張り 出し部近傍

より石囲炉を確認， 2庫干の住居跡の重複と 判明した。石囲炉をもつ，先に張り出し部と思われ

たプランを壁とする住居跡を78A号住居跡， もう 1車干を788号住居跡とした。以下78A号住居

跡について記述する 。本住居跡は， 788号住居跡より新しい。

〈平面形 ・規模〉 (2.42) X (2.68) mの楕円形を呈すると考えられる 。床面柏は (4.24)

m'を計る 。

〈堆積土〉 黒褐色土の単一}¥りである。

〈床面・壁〉 重複部分は788号住居跡裂土を， 他の部分は VJ啓を掘り込んで床面としている。

ほぼ平坦で， V層を床面とする部分は堅くしま っている， 東 ・西 ・北壁は788号住居跡裂土よ

り，南壁はN・V層より成る。いずれもほぼ垂直な立ち上がりを呈し，壁高は南壁20cm, 北壁

30cmを計る。

〈周溝〉 なし

〈柱穴〉 検出できなか った。

〈炉〉 住居跡ほぼ中央に位骰する。15~25cm大の自然石 7個を， 49X37cmの楕円形に配した

石囲k戸である 。炉内に20X 17cmの範囲で，最大 3cmの厚さの焼土が堆租していた。

〈出土遺物〉 （第24H又I)

床面 ・床直より各数点，裂土より若干の土器片を出土した。

241図 7・8は床面， 1は床直より出土した土器である。

床面及び床直上の出土土器より，本住居の時期は中期後薬 （大木 8b式併行期）と考えられ

る。
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第78B号竪穴住居跡と出土遺物 （第237, 238, 240, 241, 422図）

〈追構の位貯と確認〉 凡区西側の B・C-10・11グリッドに位罰する。N層上面での確認で‘

ある。77・78A・79・85・114号住居跡と重複，本住居跡は79号住居跡より新しく，他の住居跡

より古い。

〈平面形 ・規模〉 6.40X5.04mの桁円形を呈する。主軸方向は N-71°-E, 床面柏は28.36

m'を計る。

〈堆柏土〉 7罰に区分でき，自然堆柏と考えられる 。

〈床面 ・壁〉 テラスを有する二段構造で，床，テラス面とも V層を掘り込んでそれぞれの面

としている。テラスは東壁際に位巴し，その規模は220X 120cm, 床面から 8cmほどの高さにあ

る。壁高は，西壁65.5cm, 南壁65.5cm, 北壁67cm, 東壁確認面からテラスまで28cmを計る。床

面はレンズ状で，床・テラス面ともしまりは弱い。南壁の79号住居跡との重複部分は同住居跡

毅土より ，他の壁はN・V思より成る。東 ・北壁及び南壁の一部はそれぞれ， 77・78A・85号

住居構築により壁上半が消失している。

〈周溝〉 なし

〈柱穴〉 本住居跡内より 8個のピットが検出された。このうち ，壁際に位置するPit1 ~ 5を

主住穴とし，南西壁際の未検出のピ；；トを加えて，主軸線に対称な 3対 6個 (Pit1・2 , Pit 3 

・5, Pit 4・(未検出））を基本とする柱配置と考えられる 。

第788号竪穴住居跡ピット 一覧表（単位 ：cm) 

P;1 No 2
 

3
 

4
 

5
 

6
 

8
 

規校 165X 56127 X 27165 X 45130 X 26135 X 23135 X 37150 X 40 194 X 80 

深 さ /40 40 38 47 16 63 73 80 

(Pit 6・7 Iよ 85)~・（主居，
Pit8は1]4}}fi:/,1fのピッ トである）

〈炉〉 住居跡中央よりやや東寄りに位謹する 。地床炉であり ，67X65cmの円形の範囲で，最

大 2cmの深さの焼土が確認された。

・〈出土追物〉 （第237, 240, 241図， 422図 6)

床面より 6点の土器片と 1点の石鏃，床直より 20点程の土器片を出土した。この他毅土から，

1箱の土器片， 1点の鐸形土製品， 1点の掻器， 2点の石鏃・石槍， 3点の凹石を出土した。

また，裂土上層より倒立した状態で，完形の石皿 1点を出土した。

241図 5・6は床面より， 2は床直より出土した土器である。

床面及び床直上の出土土器より，本住居の時期は中期中葉（円筒上層 e式併行期）と考えら

れる。

第79号竪穴住居跡と出土遺物 （第242,243図）

〈遺構の位置と確認〉 凡 区西部 C・D-10・llグリッドに位置する。lV層上面での確認であ
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る。78B・80・85・114号住居跡と重複し，本住居跡がいずれよりも古い。

〈平面形 ・規模〉 (4. 60) X3.12mの佑円形を呈し， 主軸方向は N-5°-E,床面積は (10.52) 

対を計る。

〈堆租土〉 黒褐色土の単一層である。

〈床面・壁〉 V陪を掘り込んで床面とし ている。 北・南西壁際及び束壁際北半の床は， 78B・

80・85号住居構築により消失している 。若 Fの凹凸があり，竪くしまっている。 また，北・南

西壁及び東壁北半は，重複により残存せず，西壁及び東壁南半は， N・VI粁より成る。残存す

る壁はほぼ垂直な立ち上がりを呈し，壁高は東壁19cm, 西壁29cmを計る 。

〈周溝〉 残存壁下に輻10-25cm, 深さ 6cmの周溝が不連続に検出された。 これは壁消失部分

にも及び，一巡していたものと考えられる 。また，深さ 2.8-14.4cmの周溝が，南壁際に「U」字

状に検出された。

〈柱穴〉 本住居跡より 14個のピットが検出された。 このうち Pit1・3または 8・9・11・14

を主柱穴とし，重複により未検出のピソトを加え，主軸線に対称な 4対 8個 (Pit1・(未検出），

Pit 3または 8・9, Pit J l・14, 未検出の 1対）を基本とする柱配躍と考えられる 。

第79号竪穴住居跡ピット 一覧表（単位 ：cm) 

P,t No. 1 2 3 4 5 6 7 8 ， 10 
規校 23 X 13 15 X 14 25 xzo 25 xzo 23 X 18 15 X¥3 18 X 13 20 xzo 20 X 10 15 Xl5 

深さ 25 23 33 14 .5 20 10 14 28 28 13 

P,t No. ll 12 13 14 

規模 27 xzo 16 X 15 14 Xl4 18 X 12 

深さ 28 11. 7 8 6 17 7 

〈炉〉 住居跡主軸線上に中央よりやや南寄りに位置する 。地床炉であり， 70X47cmの範囲で‘

最大 1cmの｝哨さの焼土が確認された。

〈その他〉 南壁際に位置する「U」状の周溝について，いくつかの推測がたてられる。炉石

の抜き取り痕，出入口等の施設に関連するもの， さらには，もう 1軒の住居の重複または増改

築の可能性も考えられる。

〈出土迫物〉 （第243図）

床面より 1個の復元可能土器，数点の土器片， 1点の石箆，床直より数点の土器片を出土し

た。この他に裂土より， 1/4箱の土器片と 1点の石皿を出土した。

243図 8は床面， 4は床直より出土した土器である 。

床面の出土土器及び新旧関係より，本住居の時期は中期中葉（円筒上層 e式併行期）と考え

られる 。
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第80号竪穴住居跡と出土遺物 （第244,245, 402図）

〈追構の位岡と確認〉 A1区南西；tll D・E -10・11グリッドに位閥する。N!•;1 1-. 而での確認で

ある。79・99A・99 B・111号住居跡と重複，本住屈跡が最も 新 しい。

〈平而形・規模〉 4.34 X3.44mの柏ド］形を星する 。 じ軸方向はN-10°-E, 床面積は11.36

m'を，汁る。

〈堆柏土〉 3 /,;~i に区分でき，人為堆積と考えられる 。

〈床面・壁〉 ほぼ全体が VI•:りを掘り込んで床面と している。平」廿で堅くしまりがある。西璧

の 部 ・南璧 ・北壁が， 79・99A・99 B・111号住居跡裂土及びV層から成る。いずれの壁も急

な立ち I・.がりを星し ，隠：':jは東璧31cm, I眉璧34cm, 南璧15cm, 北璧18cmを，，J・ る。

〈周溝〉 束 ・西壁ドに，輻20cm, 深さ 16cmの周溝が検出された。

〈柱六〉 本住届跡壁際より 8個のピ ットが検,'I-',された。Pit1 -6がじ柱穴で， t軋iJに対称な

3対 6個 (Pit1・2, Pit 3・6, Pit 4・5) を古に本とする柱配問が考えられる 。また，位骰関

(Pitl・2, Pit3・6, Pit4・5,P,t 係より， Pit1 ~ 7をt柱穴とし ，
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第244図 第80号竪穴住居跡実測図 第245図 第80号住居跡出土土器拓影図・石器実測図
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7 . (未検出）） を基本とする柱配掴も考えられるが，Pit7が浅<'その対となるピットが未検

出であるため，前者の柱配腔の可能性が強い。

第80号翌穴住居跡ビット ー院表（単位 ：cm) 

~l~~11\~1712°i;20 123丘22, 24ふ23I 2\~24 I 24ふ22I 24 : 1911 ¥! ド

ただし， Pit8は79号住居跡のピットとも考えられる。

〈炉〉 住居跡ほぼ中央に位既する。地床炉で', 47 X46cmの円形で，最大 3cmの深さの焼土が

確認された。

〈出土遺物〉 （第245図， 402図16)

床面より 1個の復元可能土器と数点の土器片を出土，他に裂土より， 1/4箱の土器片と 1点の

石鏃を出土した。

402図16は，東壁際床面出土の 2つの山形小突起を有する深鉢形土器で‘，口径17.7cm, 底径8.4

cm, 器高15.4cmを計る。器面全体に LRの斜縄文を施文し，焼成はやや不良，色調は黒褐色(lo

Y R3/2) を呈する。

245図 1・3は床面出土の土器である。

床面からの出土土器より，本住居の時期は中期後葉（大木 8b式併行期）と考えられる。

第81号竪穴住居跡と出土遺物 （第231, 235図）

〈遺構の位匝と確認〉 凡区北西部ZA・A-8グリッドに位四する。NI料上面での確認であ

る。75号住居跡と重複，本住居跡が古い。

〈平面形・規模〉 3.60 X2.80mの不整楕円形を呈する。主軸方向 N-Jl°-W,床面積は7.24

m'を計る。

〈堆積土〉 本住居跡の大部分が75号住居跡との重複により消失している。断面観察用のベル

トの設定が悪く，堆積土の砒察ができなかった。

〈床面 ・壁〉 V層を掘り込んで床面としている 。平坦で堅くしま っており， 北東の柱穴位置

は特に堅くしまっている。 5号住居構築により東 ・西 ・南壁のほとんどを消失している。壁高

は北東壁7.0cm, 北西壁15.2cm, 南東壁0.6cm, 南西壁1.1cmを計る。

〈周溝〉 なし

〈柱穴〉 床面ほぼ中央のPit5及び南西・北西壁隅のPit3・4が，本住居跡の主柱穴と考えら

れる。Pit3・4に対称な柱穴が北西 ・北東隅に想定される。（ピット 一覧は75号住居跡に付す）

〈炉〉 検出されなかった。本住居跡と 75号住居跡で床面の高低差がほとんどないことから，

75号住居構築により壊されたものと推定される。
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〈出土迫物〉 （第235図）

本住居のほとんどは75号住居構築により消失しているため，出土迫物は非常に少ない。床面，

床直より数点，疫土より若 Fの土器片を出土したのみである。

235図 1・7は床面， 5は床直より出土した土揺である 。

床面及び床直上の出土土沿より，本住居の時期は中期後薬（大木 8b式併行期）と考えられ

る。

第82号竪穴住居跡と出土遺物 （第246, 247, 395, 4011><1) 

〈追構の位阻と確認〉 凡区南西部の B・C-8・9グリソドに位岡する。IVJ¥1 1-. 面での確認

である。本住居跡の南イ!!I]に88B・117号住居跡，北東側に 1号埋設土器が存在する。

〈平面形 ・規模〉 3. 96 X3.86mの円形を呈する 。主軸方向は N-45°-W, 床面積は11.08m'

を計る。

〈堆柏土〉 2陪に区分でき，自然堆柏である 。

〈床面 ・壁〉 V庖を掘り込んで床面としている 。ほぼ平坦で堅くしま っている。壁はN・V

層から成り，ほぼ垂直な立ち上がりを呈する。壁高は，北東壁32.8cm, 北西壁27.8cm, 南東壁

31.3cm, 南西壁33.2cmを計る。

〈周溝〉 なし

〈柱穴〉 本住居跡より 3個のピットが検出された。これらは南東壁際に位置し，ほぼ等間隔

に一列に並ぶ。

第82号竪穴住居跡ピ ットー究表（単位 ：cm) 

;l~~I~~6~~915~hl 13~h1 
〈炉〉 住居跡ほぼ中央に位謹する。地床炉であり， 57X3lcmの範囲で最大 1.1cmのI厚さの焼

土が確認された。

〈出土遺物〉 （第247図，395図 6,401図 3)

床面より 1個の復元可能土器，裂土より 2個の復元可能土器，少凪の土器片， 1点の凹石を

出土した。

395図6は，東寄り投土上位から出土した小型鉢形またはキャリパー形と思われる土器で，底

径5.2cmを計る。器面には懸垂文が施文， 地文は LR斜縄文，色調はにぶい赤褐色 (2.5YR%

）を呈する 。401図3は，北西寄り床面出土の小型鉢形土器で‘，口径6.8cm, 底径3.7cm, 器高6.7

cmを計る。無文土器で，焼成は良好，色調は1仮白色 (lOYRS/2) を呈する。

出土土器より，本住居の時期は中期後葉（大木 8b式併行期）と考えられる。
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第83号竪穴住居跡と出土遺物 （第248~251,398, 4021叉I)

〈迫構の位置と確認〉 ふ区北西部の ZB・ZA-8・9グリッドに位附する。Nl,;1J-. 面での

確認である。93号住居跡と 重複，本住居跡が新しい。

〈平面形・規模〉 4.16X4.12mの円形を呈する。主軋II方向N-5'-W,床面栢は13.08m'を計

る。

〈堆租土〉 4 Nfiに区分でき，自然堆槙である。

〈床面 ・壁〉 V層を掘り込んで床面としている。平坦で，炉周辺を中心に堅くしま っている。

南東壁の一部は93号住居跡裂土及びV層より，他の壁はN・V層より成り，ほぼ垂直な 立ち上

がりを呈する。壁高は東壁57.3cm, 西壁33.0cm,南壁33.2cm, 北壁41.3cmを計る。

〈周溝〉 なし

〈柱穴〉 本住居跡より 10個のピットが検出された。 このうちPit1 ~ 5を主柱穴とし，主軋"線

I: のPit5と，軸線に対称な 2対 4個 (Pit1・2, Pit3・4)の計 5個を1,に本とする柱配附と考え

られる。南壁際の付／属施設の両端には同規模の一対のピット (Pit9・10) が検出された。

第83号竪穴住居跡ピット 一覧表（単位 ：cm) 

:~1 ;~I 30 :s 25 I 25 fz 20 I 3 ¥; 30 I 32ふ32I 25ぷ22I 2¥; 18 I 2\~20 I 20 3~I 9 I 28巳21I 33~27 

〈炉〉 住居跡ほぼ中央に位臨する。南 ・北辺に30cm大の自然石を各 1個，東 ・西辺に18~20

cm大の自然石を各 2個ずつ配した， 50X55cmの方形の石囲炉である 。炉内全体が最大 3cmの深

さまで明赤褐色に焼土化 している。

〈その他の施設〉 住居跡南壁に接して，半円形の堤状施設を有する。輻 1.8m, 拠行き88.0

cmの規模で，床面と堤 ,-.面との比高は 4~ 8cmで，堤内はレンズ状にくばみ，最 Iヽ^ 部は堤 I・.而

より約14cmを社る。

〈出土遺物〉 （第250, 2511叉I,398図2, 402図5・8)

床面より数点の土悩片と掻料 ・石唾各 l点，床直より数点の土料片を出土した。 この他投土

より ， 7個の復元可能土器，少址の土料片，石鏃．掻僻各 l、点を出土した。これらの迫物は，

平面的には北西部に 多く分布している。

398図2は，北壁際毅土中位で，横転しつぶれたような状態で出土したキャリパー）fクの土沿で・,

11径17cm, 底径 8.5cm, 化怜高23.4cmを社る 。rl緑；'fllには隆沈文による横位渦巻文を主体とす る

文様，体部には 2~3条の平行沈線文による懸乖文，曲線文，曲様文を施文，地文は RL斜縄

文， 焼成はやや良好で，色調は）仮褐色 (5YR 5/2) を堪する 。402図5・8は，北西壁際投土

中位より横転の状態で出土した。 5は，広l」壺 と考えられる土料の）11,;J在11F半で，l氏径 4.2cmを

叶る。 ）11,;J :'fllには沈線文による懸韮文， I―'l文，ゼ ンマイ状懸匝文笠を施文，色調は）火黄褐色 (10
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Y R4/2) を呈する。 8は，底径4.6cmの広口壺形土料で，胴部上端に横位刺突文，胴部に懸唾

文を施文し，地文は RL斜縄文，色調はにぶい橙色 (7.5YR6/4) を呈する。

251図 5は床面， 2は床直より 出土した土沿である。

床面の出土土沿及び新旧閲係より ，本住居の時期は中期後菓と考えられる。
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2層 黒褐色土 (IOYR2/3)下位火山灰・ 炭化物多量混入

3層 黒褐色土 (IOYR2/2)下位火山灰・炭化物多量混入

4層 黒褐色土 (IOYR2/3)下位火山灰・炭化物少量混入
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第250図 第83号住居跡出土石器実測図
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第251図 第83号住居跡出土土器拓影図

第84号竪穴住居跡と出土遺物 （第252-254,424図）

〈迫構の位置と確認〉 凡区南部の F ·G-18·19·20 グリッドに位置する 。 NI•;~ 上面での確

認である。58・59号住居跡， 54・55・80号土堀と重複，本住居跡は54・55・80号土城より新し

< , 59号住居跡より古い。また， 58号住居跡より古いと考 えられる。

〈平面形・規模〉 大部分を58・59号住居構築時に消失しているが，残存部の曲；やより (8.72) 

X (7 .84) mの桁円形を呈すると考えられる。主軸方向は N-7'-E,推定床面租は50.56m'を計

る。

〈堆積土〉 残存する部分は 4/界に区分でき，人為堆槙と考えられる。

〈床面 ・壁〉 V層を掘り込んで床面としている。南 ・北壁側の大部分を他の遺構との重複に

より消失している。残存する床面は，ほぼ平坦で堅くしま っている。壁はN・V層より成り，
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北壁・西壁北側の大部分は58号住居，南壁・西壁南側の大部分は59号住居構築により消失して

いる 。残存する壁は急な立ち 上がりを呈し，壁高は束壁47.8cm, 西壁73.8cmをatる。

〈周溝〉 なし

〈柱穴〉 重複部分に位四し，本住居跡に関連すると考えられるものを含めて，計28個のヒ‘゚ノ

トが検出された。このうちPit1・2・4・6または19を主柱穴とする柱配岡と考えられ る。ま

たPit3・5等は，上柱穴の中間に位四することから，これらと対となる未検出の柱六を含めて

副柱穴となるものと推測される。

第84号竪穴住居跡ヒソ゚ ト一覧表 （単位： cm) 

P,t No. 1 2 3 4 5 6 7 8 ， 10 

規校 34 X33 26 X23 31 X27 47 X34 65 X38 16 X]5 34 X3) 36 X30 20 X20 /40 X37 

深さ 51. 6 43.1 31 0 21 1 54 6 30.1 21 0 47 6 21.3 55 3 
P,t No. 11 12 13 14 15 16 17 18 19 20 

規校 24 X22 26 X26 32 X30 22 X20 22 X]8 23 xzo ~3 X 19 20 ><20 80X72 19 X 18 

深 さ 17. 9 35.8 63.0 27 6 11 9 20.6 28 8 18 3 30.9 76 3 

Pit No. 21 22 23 24 25 26 27 28 

規校 19 X 15 20 X 16 50 X45 52 X46 26 X23 24 X22 40 X34 25 X24 

深さ 27 3 40 7 23 9 33 9 21.2 37 9 ~6 3 43.4 

〈炉〉 住居跡ほぼ中央に位晋する。地床炉であり， 46X45cmの範囲で焼土が確認された。

〈出土迫物〉 （第254図， 424図 1)

床面より 2個の復元可能土器と 11点の土器片，床直より 10数点の土器片を出土，他に裂土中

より 1/3箱の土器片， 1点の石棒 ・円盤状土製品， 2点の掻器を 出土した。これらの迫物は，

平面的には住居中央部に多く分布している 。

254図 1・4-7は床面， 2・9は床直より出土した土器である。

床面及び床直の出土土浩より，本住居の時期は中期後葉（大木 9式併行期）と考えられる。

第85号竪穴住居跡と出土遺物 （第255-260, 394, 403, 421図）

〈遺構の位四と確認〉 ふ区西部の B · C ·D- 11·12 グリッドに位囲する 。 NI~り上面での確

認である。78B・79・101・113・114号住居跡と重複，本住居跡は101号住居跡より古く，他の

いずれよりも新しい。

また本住居跡には， 4回の増改築が認められる。以下，便宜的に新しい（規模の大きい）も

のから順に A, B, C, D, Eとし，各項目ごとにその概要を述べる。

〈平面形 ・規模〉 最終残存フ ラ゚ン (A)は，10.68X5.14mの楕円形を呈し，主軸方向はN-3'

-w, 床面栢は50.52m'を計る。Bプラン以下も柱列及び周溝より，ほぼ同方向の主i/i川を有する

桁円形を呈すると考えられ，その規模は Bプラン10.68X4. 75m, Cプラン9.39X (4.32) m, D 

プラン8.88X(3.70)m, Eプラン8. 88 X (3 .40) mを計る。

すなわち I期 (E→ D)は，若干短軸方向の柱間隔を広げたものの，ほとんど規模の変わら
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ない改築， Il期 (D→ C) は北壁及び西壁側の増築で‘，北西壁周辺の増築が最も大きい。III期

(C→ B) は東，西，北壁の三壁部の増改築で，特に北壁部への増築が著しい。この増築によ

り主軸方向が若干東傾する 。N期 (B→ A) は，西壁側のみの若干の増築である。

〈堆積土〉 5層に区分でき，人為堆租と考えられる。 6層は D・Eプラン， 7層はCプラン

の周溝の裂土である。いずれもしまりがあり，増築時に埋め戻 されている。

〈床面・ 壁〉 113号住居跡裂土及びV層を掘り込んで床面としてい る。ほぼ平坦で，堅くしま

りがあ る。 重複部分は78B・79・101・114号住居跡裂土及びV層より，他はN・V層より壁を

成す。 ほぼ垂直な立 ち上がりを呈 し，東壁30cm, 西壁44cm, 南壁48cm, 北壁24cmを計る。

〈周溝〉 最終 プラン (Aプラン） の南東壁 を除 く壁下に，不連続ながら幅15~40cm, 深さ 7

~30cmの周溝が一巡す る。 Bプラン の北西壁際に幅10~17cm, 深さ 15~20cmの周溝， Cプラン

の西壁際北側から北壁際を通り東壁際北側にかけ，幅10~30cm, 深さ 15~18cmの周溝， Dプラ

ンの西壁際北側に幅12~20cm, 深さ20~23cmの周溝， Eプランの西壁際北側か ら北壁際にかけ

幅12~15cm, 深 さ10cmの周溝が検出された。

〈柱穴〉 本住居跡より46個のピットが検出された。各プランごとの柱配漑は次のように考え

られる 。

Aプラン ：Pit 1 ~ 10を主柱穴 とし， 主軸線に対称な 5対10個 (Pit1・2, 3・10, 4・9, 

5・8, 6・7)を基本とする柱配置。

Bプラン ：Pit 1 ~ 5・11~13・33・34を主柱穴とし， 主軸線に対称な 6対12個 (Pit1・2 , 

3・10, 4・13, 5・(未検出）， 11・12, 33・34)を基本とす る柱配置。

Cプラン ：Pitl4~21・31・32を主柱穴 とし， 主軸線に対称な 5対10個 (Pitl4・21,15・20, 

16・19, 17・18, 31・32)を基本とす る柱配置。

Dプラン ：Pitl4~ 16・18・22~25・31・32を主柱穴とし， 主軸線に対称な 5対10個 (Pitl4・

25, 15・24, 16・23, 22・18, 31・32)を基本とする柱配置。

Eプラン ：Pit14・16・25~32を主柱穴 とし，主軸線に対称な 5対10個 (Pitl4・25,26・30, 

16・29, 27・28, 31・32)を基本とす る柱配置。

Pit42・43は， Pit6・7とPit31・32のほぼ中間に位置す ることから，副柱穴と考え られる。

以上のように，上屋構造に規模の大小こそあれ，各期とも長軸に対称な 5~6対の柱配管で

あり， 基本的には同 じ構造 と考えら れる。

第85号竪穴住居跡 ピッ トー院表 （単位： cm) 

J>,1 No. I 2 3 4 5 6 7 8 ， 10 II 12 13 

規段 40X30 47 X40 50X41 45 X25 48 X40 52 X52 57 X43 38 X32 40 X40 52 X38 45 X43 31 xzz 40 X4Q 

深さ 57 62 61 59 69 102 47 73 77 41 55 38 50 

P』INo. 14 15 16 17 18 19 20 21 22 23 24 25 26 

規 模 40 X38 35 X24 26 X24 33 X25 35 X34 55 X37 50X40 38 X29 45 X45 25 X 17 25 X24 ,Jg X38 40 X30 

深さ 46 56 66 63 74 63 73 43 40 61 40 38 43 
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第256図 第85号住居炉跡微細図 ~ 1 5~cm 第258図 第85号住居跡出土石

第257図 第85号住居覆土中より
器実測図(1)

検出された石囲炉

第259図 第85号住居跡出土土器拓影図(1)
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P,t No. 27 28 29 30 31 32 33 34 35 36 37 38 39 I 

規段 30X28 43 X20 50 X43 40 X33 22 X22 18Xl6 35 X22 40 X28 25 X25 24 X20 55 X55 47 X40 30 X23 I 
深さ 6 62 48 46 32 32 11 52 30 54 75 42 19 I 

Pit No. 40 41 42 43 44 45 46 

脱校 24 X20 42 X40 36 X26 50 X40 35 xzo 30 X]7 15 X 14 

深さ 15 60 6 46 31 22 20 

〈炉〉 住居跡主軸線上に中央よりやや南寄りに位四する。15~34cm大の自然石21個を 123X 

90cmの方形に配した石囲炉である。炉内には一様に焼土が分布し，最大の厚さは 5cmにも及び，

長期の使用を思わせ る。ま た位四的にも，数期にわたり使用されたものと考えられる。

また，主！柚線上の中央よりやや北寄りの裂土中位より ，50X46cmの規模の石囲炉が検出され

た。本住居跡より新しい住居跡の存在が想定できるが，プ ランの確認ができなかった。

〈出土迫物〉 （第258~260図， 394図 6, 403図10, 421図11)

床面 ・床直から合わせて数10点の土器片，裂土より 3個の完形及び復元可能土器， 1箱の土

器片， 1 点の石鏃•石棺・石箆 ． 掻器 ・ 磨製石斧 ・ ペンダン トを出土した 。

394図 6は，裂土中位より出土した壺形と思われる土器の胴部下半で，底径4.2cmを計る 。器

面には 3条の平行沈線文による渦巻文，曲線文，懸垂文の連続文を施文，地文は LR斜縄文，

焼成はやや良好で，色調はにぶい黄橙色 (10YR7/6) を呈する 。403図10は，住居中央上位

より 出土した完形に近い土器で， 小型の深鉢形を呈する。口径9.&m, 底径4.5cm, 器高12.0cm

を計る。 口縁部下半より胴部下半に L斜縄文を施文，焼成は良好で‘，色調はにぶい黄橙色 (10

YR6/4) を呈する 。

出土土器及び新旧関係より，本住居の時期は中期後葉 （大木 8b式併行期）と考えられる。

第86号竪穴住居跡と出土遺物 （第261~265, 405, 424, 426図）

〈追構の位置と確認〉 凡区南西部 F・G-9・10グリ ッドに位證する。N層上面での確認で

ある。95号住居跡と重複，本住居跡が古い。

〈平面形 ・規模〉 6.81 X4.47mの楕円形を呈する。主軸方向はN-70°-W,床面梢は24.76

m'を計る 。

〈堆租土〉 15階に区分でき，人為堆槙である 。

〈床面 ・壁〉 V層を掘り込んで床面としている。やや凹凸があり，堅くしま っている。壁は

N・V陪より成るが，西壁は95号住居構築時に消失しており，床面より 20cmほどを残すのみで

ある。やや垂直な立ち上がりを呈し ，壁高は北東壁52.5cm, 北西壁46.5cm, 南東壁44.6cm, 南

西壁36.1cmを計る。

〈周溝〉 南西壁下から幅20cm,深さ 29cm, 長さ 220cmの周溝が検出された。

〈柱穴〉 本住居跡より 21個の柱穴が検出された。壁際から検出されたPitl~ 7が主柱穴で，
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1層 暗褐色土 (IOYR3/3)下位火山灰若干混入

2層 黄褐色土 (IOYRS/8)
3層 にぶい黄褐色土 (IOYRS/8)
4層 褐色土 (IOYR4 / 4)炭化物少量湿入

5層 暗褐色土 (IOYR3/4)下位火山灰混入

6層 黄褐色土 (IOYRS/6)
7層 褐色土 (IOYR4/4)下位火山灰多量混入

8層褐色土 (IOYR4/4)炭化物少量混入

第261図 第86号竪穴住居跡実測図
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1層 暗褐色土 (IOYR3/3)炭化粒若干・下位火山灰

多量混入

2層 暗褐色土 (IOYR3/4)炭化粒若干混入

3層 黄褐色土 (IOYR5/6)焼土粒若干混入

4層 にぶい黄橙色土 (IOYR7/3)炭化粒若干混入

5層 暗褐色土 (10YR3/3)炭化粒若干混入

6層褐色土 (IOYR4/4)
7層 明黄褐色土 (IOYR7/8)焼土粒若干混入

8層橙色土(7.5YR6 / 8)焼土
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第262図 第86号住居炉跡微細図

9層褐色土 (IOYR4/6)
10層晴褐色土 (IOYR3/4)
II層褐色土 (IOYR4/4) 0 
12層 暗褐色土 (IOYR3/3)下位火山灰多量混入

13層暗褐色土 (IOYR3/3)
14層 にぷい黄褐色土 (IOYR4 / 3) 
15層 黒褐色土 (IOYR2/3)
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第263図 第86号住居跡出土石器実測図(1)
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0 10cm 

第264図 第86号住居跡出土土器拓影図(1)(ただし 4・6・9は第95号住居出土遺物）
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10cm 

＇（ただし6-7は縮尺2/9)

第265図 第86号住居跡出土土器拓影図 ・石器実測図(2)

北束壁際に位骰するであろう 未検出の柱穴を加え て，主軸線に対称な4対 8個 (Pit1・7 , Pit 

2・6, Pit 3・5, Pit 4・(未検出））を碁本 とする柱配四と考えられる。またPitl3・ 18,Pit20 

・22の 2対は，規則的であることから 副柱穴と考えら れる。

第86号竪穴住居跡 ピット一覧表（単位 ：cm) 

P,t No. 1 2 3 4 5 6 7 8 ， 10 11 

規 校 39 X32 30 X26 29 X24 33 xzs 24 X24 26 X25 39 X29 欠番 18X 15 24 X21 18X 16 

深さ 49.1 56 2 54.2 47 4 61.4 37 5 60 8 22 7 35.0 37 7 

P,t No 12 13 14 15 16 17 18 19 20 21 22 

脱 校 33 X32 28 X25 18 Xl3 25 X21 21 Xl8 23 X22 27 X23 28 X23 26 X25 14 Xl4 18Xl8 

深さ 28 0 32 4 19.8 36.8 14 7 15.5 32.2 21 4 26 1 26 8 20.1 

〈炉〉 住居跡主軸線上に中央よりやや東寄りに位謄する。 16-29cm大の自然石を96X88cmの
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楕円形に配した石囲炉である。焼土は非常に薄く，部分的に残存している。

〈出土遺物〉 （第263-265図 405図 3,424図2,426図15・19)

床面より 1個の復元可能土器と磨石・石皿各 l点，床直より数点の土器片を出土した。また

この他に覆土より， 1個の復元可能土器， 1箱の土器片， 1点の石槍 ・石錐 ・石匙・石箆・凹

石 ・石皿・円盤状土製品， 2点の石録 ・有孔石製品を出土した。これらの遺物は住居内全域に

分布しているが，中央部及び南側の分布はやや希薄である。

405図3は，南壁際床面で，横転しつぶれたような状態で出土した， 5つの大波状口縁の深鉢

形土器で，口径55.2cm,底径12.6cm,器高62.0cmを計る。突起部に円文（凹文），口唇部に凹線

文，口頸部より 胴部下半には LR斜縄文を施文，焼成はやや不良，色調はにぶい黄橙色 (lOY

R 6 / 4) を呈する。

床面の出土土器より，本住居の時期は中期後葉（大木 8b式併行期）と考えられる。

第87号竪穴住居跡と出土遺物 （第266-270,394,395,397,401,403,404,421図）

〈遺構の位岡と確認〉 凡区北西部の ZE・Z D・Z C・Z B-7・8グリッドに位置する。

N層上面での確認である。

1号溝， 71・111A・111 B・112・124号土堀と重複する 。本住居跡は 1号溝， lllA・124号

土檄より古く， 71号土城より古いと考えられる。111B号土城との新旧関係は確認できなかった。

〈平面形 ・規模〉 北西壁際一部が未発掘であるが， 16.00X8.44mの楕円形を呈する。主軸方

向はN-9°-E, 床面租は (109.60) m'を計る。

東壁北側に半円状の張り出しを有することから， 2軒の住居跡の重複とも考えられるが，堆

梢土，柱列等からは重複関係が認められず，この部分は本住居跡の張り出し部として扱う 。

〈堆積土〉 8層に区分でき，自然堆梢と考えられる 。床面，床直土層に焼土粒や炭化物が多

数確認され，焼失家屋と考えられる。

〈床面 ・壁〉 V層を掘り込んで床面としている 。南壁際から 北壁際へかけ若干傾斜があるが，

ほぼ平坦で，しまりはやや弱い。壁はN・V層から成り，ほぼ垂直な立ち上がりを呈する。壁

高は東壁49.1cm, 西壁50.0cm, 南壁39.0cm, 北壁69.3cmを計る。北西壁は未発掘のため不明，

また，東 ・南壁の一部は， 1号溝により消失している。

〈周溝〉 東壁 ・南壁及び北壁東側壁下から不連続の周溝が検出された。幅 6-20cm, 深さ 4

-18cmを計る。

〈柱穴〉 本住居跡より 28個のピットが検出された。このうちPit1 -3・8・12・14・20を主

柱穴， Pitl0・11・22・23を副柱穴とし，主軸に対称な 6対12個 (Pit1・ 20, Pit 2・14, Pit 3・( 

未検出）， Pit8・12, PitlO・11, Pit22・23) を基本とする柱配四と考えられる。
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第87号竪穴住居跡ピット一覧表（単位 ：cm) 

P,t No. 1 2 3 4 5 6 7 8 ， 10 

規模 廉 Xll6 80X71 74 X65 42 X29 26 X22 36 X34 48 X48 58 X47 30 X25 50 X38 

深さ 111.9 79 4 39.0 65 .2 24.3 55 6 20.6 40 7 55 5 62.9 

P,t No. 11 12 13 14 15 16 17 18 19 20 

規模 52 X34 67 X64 28 X23 111X88 76 X61 18 XIS 28 X29 61 X 15 38 X26 64 X42 

深さ 49 9 74.0 32.5 50.3 24 3 17 3 46 l 28.4 19.4 98 7 

P1l No. 21 22 23 24 25 26 27 孜；

規模 19 X]8 34 X34 52 X47 26 X22 54 X25 46 X21 25 X23 15 X]3 

深さ 7.6 22.3 24.7 l的.4 59 0 60 4 19.9 

〈炉〉 住居跡中央よりやや北東寄りに位管する 。土器埋設炉で',82 X50cm, 深さ 12cmの桁円

形の掘り込みの西側を， さらに径35cm,深さ 8cmの円形に掘り下げ，径40cm弱の深鉢形土器を

埋設している。埋設土器内がllcmの深さまで一様に焼土化しているほか，そのすぐ北側にも70

X60cmの範囲で‘，厚さ 6~ 8 cmの焼土が確認された。

〈その他〉 住居跡東壁北側の張り出し部は，214X64cmの半円状であり，床面から 8~12cmの

比高をもつ。この張り 出し下にも，周溝が部分的に通って いる 。

〈出土迫物〉 （第268~270,394図 4・13,395図ll,397図 3,401図 5,403図4・14,404図6,421図2)

本住居からの出土遺物批は非常に多く，土器片の出土総凪は8½ 箱にのぼる 。 住居中央部か

ら南側にかけての出土が多い。完形及びそれに近い土器，完全に復元できる土器等の数も多く，

ピット内より 1個体，床面及び床直上よりそれぞれ 2個体，他に裂土より 5個体以上出土した。

石器は， 1点の掻器， 2点の石錐， 3点の石鏃の計 6点が出土した。また裂土中より， 1点の

土偶を出土した。

394図4は，裂土中位出土の 2つの項部をもつ波状口繰の深鉢形土器で，口径14.1cmを計る。

口頸部及び胴部上半に 3条の平行沈線文，波状口縁項部下の頸部には平行沈線文による孤状文

を施文，頸部から胴部下半に施されている地文は RL斜縄文である。焼成はやや不良，色調は

にぶい術色 (7.5YR5/4) を呈する。394図13は，裂土中位出土の 3つの項部をもつ波状口縁

の広口壺形土器で‘，底径4.5cm,器高ll.8cmを計る 。口縁部は無文で，波状口縁項部下には 2つ

の円文（凹文） ，胴部上端には横位連続刺突文，胴部には「n」文，愁垂文，ゼンマイ状懸垂

文を施文， 地文は RL斜縄文，色調はにぶい赤褐色 (5Y R 5/3) を呈する 。395図llは，住居

中央床直上出土の広口壺形土器で‘，底径 5.7cmを計る 。口頸部は無文，胴部上端には平行連続

刺突文，胴部に「n」文を施文，「n」文間を磨消している。地文は RL斜縄文，色調は灰術色

(7. 5Y R 4 / 2) を呈する。397図 3は， ピソ ト上位出土の深鉢形土粘で， 口径34cm, 底径12cm,

器高44.5cmを計る。口唇部には斜位沈線文（刻み目文），平行沈線文，孤状文を施文，口頸部か

ら胴部にかけての地文は RL斜縄文である 。色調はにぶい黄橙色 (10YR  6 I 4) を呈する。

401図5は，裂土中位出土の小型深鉢形土器で，口径5.6cm, 底径3.1cm, 器高7.4cmを計る。

無文の土沿で，焼成は良好，色調はにぶい褐色 (7.5YR5/3) を呈する。403閃4は，住居中
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央部床面からほぼ完形に近い形で出土した鉢形土器で，口径11.7cm, 底径 5.0cm, 器高10.2cm

を計る。器面には LR斜縄文を施文，焼成はやや良好で‘，色調はにぶい黄橙色 (lOYR6/3) 

を呈する。403図14は，北西壁寄り床面からほぼ完形に近い形で出土した小型深鉢形土器で，口

径8.9cm,底径4.5cm,器高9.8cmを計る。器面には R斜縄文を施文，焼成は良好で‘，色調はにぶ

い黄橙色 (lOYR6/3) を呈する。404図 6は，床直上出土の深鉢形土器で，口径13.4cm, 底

径 7.6cm, 器高18cmを計る。器面全体に LR斜縄文を施文，焼成は不良，色調はにぶい黄橙色

(lOYR 7/3) を呈する 。

269図13, 270図 5は，地床炉内より出土した土器である。

ピット及び床面の出土土器より，本住居の時期は中期中葉（円筒上層 e式併行期）と考えら

れる。

第88A号竪穴住居跡と出土遺物（第271図）

〈追構の位躍と確認〉 凡区南西部の C • D-8 · 9 グリッドに位置する 。 N層上面で南西壁

の一部を確認したが，他の住居跡との重複により，全プランは88B・91号住居跡床面において

判明した。88B・91・98号住居跡と重複，本住居跡はいずれよりも古い。

〈平面形 ・規模〉 3. 60 X3.20mの惰円形を呈する。主軸方向は N-37°-W,床面租は7.76m' 

を計る。

〈堆積土〉 そのほとんどを重複により消失し不明であるが，確認された床直上の堆租土は黒

褐色土，下位火山灰混入の暗褐色土であり，人為堆栢と考えられる。この上面を88B号住居跡

床面としているので，非常に固くしま っている。

〈床面 ・壁〉 V層を掘り込んで床面としている。ほぼ平坦で堅くしま って いる。重複部分が

多く，ほとんど壁は存在しない。南西壁は38cm, 重複部分は 5-8 cmの壁高を残すのみである。

〈周溝〉 なし

〈柱穴〉 88A・88B号住居跡より計29個のピットが検出された。このうちPitl6・22が，本住

居跡の主柱穴で， 2本柱の配列と考えられる。

第88A・88B号住居跡ピットー廃表（単位： cm) 

P,t No. I 2 3 4 5 6 7 8 ， 10 
規校 42 X36 28 X27 36 X26 22 X2l 20 Xl8 36 X28 17 Xl7 19 X 16 26 X20 26 X24 
深さ 73 3 15. 7 51 3 30 6 13 5 47.1 29.4 25.7 46 .1 39.5 
P,t No. 11 12 13 14 15 16 17 18 19 20 
規模 51 X33 21 Xl6 42 X36 39 X22 13Xl2 36 X21 41 X27 30 X24 24 X21 13 Xl2 
深さ 51 2 49 1 47 6 27.2 13.6 21 6 39.6 58.3 58.8 13 4 
P,t No 21 22 23 24 25 26 27 28 29 
規校 27 xzo 23 X22 38 X30 56 X50 29 x28 32 X27 34 X32 36 X28 35 X23 
深さ 14.4 53.5 18 5 21.6 19 5 33 2 26.1 24 0 11 5 
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〈炉〉

第271図

検出されなか った。

第88A・88 B号竪穴住居跡実測図

〈出土遺物〉

本住居からの出土遺物は少ない。南西壁際より，底部を欠いた土器が倒立状態で出土した。

出土土僻及 び新旧関係より ，本住居の時期は中期中菓（円筒上陪 e式併行期） と考えられる。

第888号竪穴住居跡と出土遺物 （第271・272・ 395図）

〈追構の位謄と確認〉 凡区南西部の C-8・9グリッドに位貯する 。VI陪上面での確認であ

る。88A・89・98号住居跡 と重複，本住居跡は89号住居跡より古く， 88A・98号住居跡より新

しい。 また本住居跡は， その柱配謄より 1回の改築が推測される 。

〈平面形・規模〉 (5.66) X3.60mの， 東壁に張り出しをもつ桁円形を呈する。主軋!1方向は N

-82°-w, 床面積は (15.86)面を計る。

〈堆禎土〉

土である。

〈床面 ・壁〉

4層に区分でき， 人為堆積である。 5・6附は炉内裂土， 7府は本住居跡周溝毅

88A号住居跡との重複部分は同住居跡毅土を， 他の部分は V層を掘り込んで床

面としている。やや凹凸があり， 堅くしま っている 。東壁の大部分は89号住居構築により消失
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しているが，西・南壁の大部分はそれぞれ88A・98号住居跡毅土より，他の壁はN・V層より

成る。ほぼ垂直な立ち上がりを呈し，北壁の高さは31.3cmを計る。

〈周溝〉 東壁から北壁の壁下及び西壁際へと不連続な幅14cm, 深さ 12cmの周溝が一巡する。

〈柱穴〉 近似する二通りの柱列より 1回の改築が考えられる。重複する柱穴の新旧関係より

改築前の柱配置は， Pit4・10・ 14・17・18・24・26を主柱穴とし，主軸線上のPitl8と，軸線に

対称な 3対 6個 (Pit4・10, Pitl4・26, Pitl 7・24) の計 7個を基本とするものと考えられる 。

またPit21・23は，深さが浅いものの規則的な配列であることより，上屋梱造に関連する柱穴と

考えられる。

改築後は， Pit1 -3・5・13・15・17・19・29を主柱穴とし，主軸線上のPitl9と，軸線に対

称な 4対 8個 (Pit1・17, Pit 2・15, Pit 3・13, Pit 5・29) の計 9個を基本とする柱配四と考

えられる。 （ピット ー院は， 88A号住居跡に付す）

〈炉〉 住居跡主軸線上に中央よりやや東寄りに位置する 。ll-5lcm大の自然石を86X7lcmの

楕円形に配した石囲炉である。炉内には，若干北西に偏在して， 40X38cmの範囲に最大 6cmの

厚さの焼土が堆積している。

〈出土遺物〉 （第272図 395図 3)

他に裂土より 1個の復元可能土器，少駄

第272図
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の土器片， 1点の石槍を出土した。

395図3は，北東壁際裂土中位より出土した深鉢形土器の胴部下半で，底径 6cmを計る。器面

には沈線文による懸垂文を施文，地文は RLR斜縄文，色調はにぶい褐色 (7.5Y R 5 / 4) を

呈する。

出土土器及び新旧関係より，本住居の時期は中期後葉（大木 8b式併行期）と考えられる。

第89号竪穴住居跡と出土遺物（第273・275・277図）

〈遺構の位置と確認〉 凡区南西部の C-9グリッドに位置する。V層上面での確認である。

88 B・90号住居跡と重複，本住居跡は88B号住居跡より新しく， 90号住居跡より古い。

〈平面形 ・規模〉 2. 98 X2. 79mの円形を呈する 。床面積は (6.36) m'を計る。

〈堆租土〉 2層に区分でき，人為堆積と考えられる。

〈床面 ・壁〉 西側の重複部分は88B号住居跡裂土を，他は V層を掘り込んで床面としている。

北東側の床面は， 90号住居構築により消失している。残存する床面は，ほぼ平坦で堅くしまっ

ている。西壁は88B号住居跡裂土より，他は V層より成り，ほぼ垂直な立ち上がりを呈する 。

壁高は東壁13.9cm, 南壁18.5cm, 北壁27.9cmを計る。北東壁は90号住居構築時に消失している 。

〈周溝〉 東 ・西 ・北壁の一部を除き不連続に，幅13cm, 深さ10cm前後の周溝が一巡する。

〈柱穴〉 89・90号住居跡より計27個のピットが検出された。このうちPit8・17・20・21の4

個が，本住居跡の主柱穴と考えられる。なお，Pitl4・18・19は88B号住居跡の柱穴と考えられる，

第89・90号竪穴住居跡ピット ー院表（単位 ：cm) 

P,t No. 1 2 3 4 5 6 7 8 ， 10 
規校 48 X28 44 X40 42 X31 32 X24 15 X]3 25 Xl9 32 X30 23 x22 24 X22 27 X25 

深さ 31 9 13 7 31. 9 50.8 21 8 16.6 36.7 54.2 13.0 31. 9 

P, tNo. 11 12 13 14 15 16 17 18 19 20 

規校 24 X23 42 X23 37 X31 36 X28 17 X]7 19 Xl6 26 xzo 51 X33 26 X24 34 X33 

深さ 16.2 53 2 37 3 47. I 29.4 25 7 46.1 51.2 39.5 46.4 

P,t No. 21 22 23 24 25 26 27 

規校 22 Xl2 21 Xl3 30 X21 41 X39 15 X40 44 X37 20 X)8 

深さ 49.3 25 8 II 4 43 8 41 8 12.6 13 5 

〈炉〉 住居跡ほぼ中央に位慨する。地床炉で， 33X32cmの円形，最大 1.5cmの厚さの焼土が

確認された。

〈出土遺物〉 （第275, 277図）

本住居の出土迫物は少なく ，床直より 1個の復元可能土器を出土したほか，籾土中より少抵

の土器片と 1点の石鏃を出土したのみである。

出土遺物及び新旧関係より，本住居の時期は中期後葉（大木 8b式併行期）と考えられる。
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第90号竪穴住居跡と出土遺物 （第273-275・278・394・395・398図）

〈遺構の位置と確認〉 ふ区南西部c-9・10グリッドに位置する。V層上面での確認である。

89号住居跡と重複，本住居跡が新しい。

〈平面形 ・規模〉 3.19 X2. 91mの円形を呈する。床面積は6.80m'を計る。

〈堆積土〉 調査期間の関係で，断面図は作成しなか ったが，調査時に人為堆租であることを

確認している。
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〈床面 ・壁〉 V層を掘り込んで床面としている。西側半分は平坦，中央部から東壁際へかけ

て若干傾斜する。全体的に堅くしまりがある。南壁は89号住居跡裂土及びV層より，他の壁は

V層より成る。いずれも急な立ち上がりを呈し，壁高は東壁25.2cm, 西壁34.1cm, 南壁32.5cm,

北壁26.0cmを計る。

〈周溝〉 西壁南側に幅13cm, 深さ 6.1cm, 長さ 62cmの周溝が検出された。

〈柱穴〉 Pit 1・3・4・7・12の 5個が，本住居跡の主柱穴と考えられる。 （ピ‘ノト ー院は

89号住居跡に付す）

〈炉〉 住居跡中央よりやや南寄りに位置する土器埋設炉である 。92X55cmの楕円形の掘り込

みの南端に径13cmほどの深鉢形土器が埋設されている。埋設土器のための掘り方は，径25cm,

深さ 14.5cmを計る。この埋設土器周辺から北側へかけ， 57X27cmの範囲で‘，明褐色の焼土が確

認された。焼土の厚 さは，埋設土器周辺で最大 7cmを計る。

〈出土遺物〉 （第275・278図， 394図10, 395固15, 398図 3)

裂土中より 2個の復元可能土器，少獄の土器片， 1点の石鏃， 2点の掻器を出土した。

394図10は，住居中央部裂土中位より出土した深鉢形土器で‘，口径14.5cmを計る。口頸部に平

行沈線文とその間に連続刺突文を施文，胴部には円形文を主体とした連続文，懸垂文を施文，

地文は RL斜縄文，色調は灰褐色 (10YR  4 / 2) を呈する 。395図15は，南東壁際毅土中位よ

り出土の広口壺と考えられる土器で‘，縦位楕円文＋「n」文と「n」文を施文，区画文外を磨

消している。地文は LR斜縄文，焼成はやや良好で‘，色調はにぶい赤褐色 (5Y R5/4)を呈す

る。398固3は，土器埋設炉の土器で，広口壺形を呈し，底径6.7cmを計る。口縁部は無文，胴

部上端に横位連続刺突文，胴部には「口」文を施文，地文は RL斜縄文，色調は橙色 (5YR  

6/6) を呈する 。

土器埋設炉土器より，本住居の時期は中期後葉（大木 9式併行期）と考えられる 。

第91号竪穴住居跡と出土遺物 （第276, 279, 407図）

〈追構の位置と確認〉 凡区南西部の C・D-8・9グリッドに位置する 。N庖上面での確認

である。88A号住居跡と重複，本住居跡は88A号住居跡より新しい。

〈平面形・規模〉 3. 74 X3.60mの円形を呈する。床面租は8.80面を計る。

〈堆租土〉 5層に区分でき，人為堆積である。第 6層は下位火山灰を多拭混入し， しまりが

大であり，その部分が88A号住居跡との重複部分であることから，貼床土と考えられる。

〈床面・壁〉 北側の重複部分は， 88A号住居跡裂土上に貼床を施しているが，他の部分は V

層を掘り込んで床面としている。やや凹凸があり，堅くしま っている。北壁は88A号住居跡裂

土，他の壁はV層より成り，西壁は緩やかな立ち上がりを，他の壁はほぼ垂直な立ち上がりを
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呈する 。壁高は東壁16.3cm, 西壁19.6cm, 南壁17.8cm, 北壁29.8cmを計る。

〈周溝〉 南西壁及び北束壁下より周溝が検出された。南西壁下の周溝は輻22cm, 深さ 6.1~

19.4cm, 北束壁下の周溝は幅12cm,深さ 4.6cmを計る。

〈柱穴〉 本住居跡より 8個のピットが検出された。 5本柱の柱配既と考えられ， Pit1はその

規模，深さ，配貯から主柱穴と考えられるが，他の軸線に対称な 2対 4個については， Pit3・ 

5, Pit 6・7という組み合わせと， Pit2・3, Pit 4または 8・5という組み合わせと， 二通り

考えられる 。平面規模が大きいこと，深さが一定であること等より，前者の方が有力と考えら

れる 。

第91号竪穴住居跡ピット ー屁表（単位 ：cm) 

i ;f I 門h413~h。 I3!h4 h2: ~8 I 3~h4 h3:~l I 4~8::1 I 1:9! !2 
〈炉〉 住居跡中央よりやや南西寄りに位漑する 。地床炉であり， 59X52cmの範囲で，最大 4

゜
I Ocm 

第279図 第91号住居跡出土土器拓影図
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cmの厚さの焼土が確認された。

〈出土遺物〉 （第279図， 407図 1)

本住居からは，床面より 1個のほぼ完形の土器を出土したほか，炉内，床面，床直，裂土か

ら各数点の土器片を出土した。

407図1は，北壁際床面よりほぼ完形に近い状態で出土した深鉢形土器で，口径18.4cmを計る 。

3個の突起には円文（凹文），口唇部には凹線文，器面には RL斜縄文を施文，焼成はやや良好

で，色調は灰褐色 (7.5Y R 4 / 2)を呈する 。

279図 1・4~ 7は，床直上からの出土土器である 。

床面の出土土器より，本住居の時期は中期後葉（大木 8b式併行期）と考えられる。

第92号竪穴住居跡と出土遺物（第280, 283図）

〈追構の位謄と確認〉 凡区北西部ZA • A-9 グリッドに位閥する 。 N層上面での確認であ

る。93号住居跡と重複，本住居跡が新しい。

〈平面形・規模〉 3.00 X2.83mの円形を呈する 。床面禎は6.12m'を計る 。

〈堆栢土〉 3層に区分でき，人為堆積と考えられる 。

〈床面・壁〉 V層を掘り込んで床面としている。緩やかな凹凸があり，堅くしまりがある 。

壁はN・V層から成り，急な立ち上がりを呈する 。壁高は東壁26.6cm, 西壁29.7cm, 南壁20.5

cm, 北壁25.9cmを計る。

〈周溝〉 なし

〈柱穴〉 本住居跡より 6個のピ ットが検出された。

第92号竪穴住居跡ピ ット一覧表（単位： cm) 

~I を I 3¥:30 I 301~ 30 I 43ふ33I 1¥;1s I 2\~2s h6!:s 
〈炉〉 検出されなかった。

〈その他の施設〉 住居東側に規模90X75cm, 深さ 34cmの隅丸方形の掘り込みを有する。

〈出土迫物〉 （第283圏）

本住居の出土遺物は少なく，床直と裂土より，各数点の土器片を出土したのみである。

283図6は，床直上からの出土土器である。

出土土器及び新旧関係より，本住居の時期は中期後薬（大木 8b式併行期）と考えられる 。

第93号竪穴住居跡と出土遺物 （第280, 284図）

〈迫構の位置と確認〉 凡区北西部の ZA-9グリ ッドに位腔する。N層上面で迫構の存在を
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確認したが，授乱が著しく， v附ヒ面まで確認面を下げざるを得なかった。83・92号住居跡と

重複，本住居跡がいずれよりも古い。

〈平面形 ・規模〉 (3. 80) X (4. 26) mの楕円形 を呈すると考えられる。床面梢は 12.64対程度

と推測される。

〈堆租土〉 黒褐色土の単一層である。

〈床面・壁〉 V罰を掘り込んで床面としている 。大きな凹凸があり， 北側1/3ほどが樅乱を

うけている。壁はlV・V層より成る。西壁及び南壁の一部は， 83・92号住居構築により消失し，

北壁は，攪乱により確認できなかった。壁高は東壁 5cm, 南壁13cmを計る。

〈周溝〉 なし

〈柱穴〉 本住居跡より 11個のピットが検出された。北壁側は攪乱のため確認できなかった。
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第93号竪穴住居跡ピット ー衷表（単位： cm) 

Pit No. I 7 8
 ，

 

10 11 12 13 14 15 16 17 18 

規模 I44X40 I 47X40 I 40X30 I 29X25132X22143X25132X25165X42 I 43X39128X26134X25 I 44X42 

深さ 9 31 29 6 12.5 12 8 50 47 42 26 18 

〈炉〉 検出できなかった。

〈その他の施設〉 住居北東部に規模78X72cm, 深さ54cmの隅丸方形の掘り込みを有する 。

〈出土遺物〉 （第284図）

土器片の総出土蜃は1/3箱程であるが，床面，床直からの出土土器片は少ない。

出土土器より，本住居の時期は中期後葉（大木 8b式併行期）と考えられる 。

第94号竪穴住居跡と出土遺物 （第281, 282図）

〈遺構の位謹と確認〉 凡区南西部の G・H-9グリ ッドに位四する。 N陪上面での確認であ

る。本住居跡の南東側に71C号住居跡，北側に86・95号住居跡が隣接する 。

〈平面形 ・規模〉 2.52 X2.18mの楕円形を呈する。主軸方向は N-8°-E,床面租は4.20m'

を計る。

〈堆積土〉 3層に区分できる 。最下層に炭化物を多凪混入，焼失家屋と考えられる。

〈床面 ・壁〉 V層を掘り込んで床面としている。ほぼ平坦で堅くしま って いる。東壁側に比

高約 8cmの段差があるが，これは，本迫構廃燕後の地すべりによるものと考えられる。壁はN

・V層から成り，急な立ち上がりを呈する。壁高は東壁22.5cm, 西壁15.1cm, 南壁 3.7cm, 北

壁15.6cmを計る。

〈周溝〉 なし

〈柱穴〉 本住居跡より 4個のピットが検出された。ピッ トの規模・深さより， Pit2 ~ 4を主

柱穴とし，北東壁際の未検出のピット 1個を含む，計 4個を基本とする柱配置と考えられる 。

第94号竪穴住居跡ピット ー究表（単位 ：cm) 

i;:I凸 13~h3I 2~h4 I 2:3:: ゚

〈炉〉 検出できなかった。

〈出土迫物〉 （第282図）

本住居からの出土迫物は少なく，住居東側床面より 2点，北側床直より 1点の他，裂土中よ

り数点の土器片の出土があ ったのみである 。

出土追物より，本住居の時期は中期後葉と考えられる 。
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第95号竪穴住居跡と出土遺物 （第264, 265, 286図）

〈遺構の位腔と確認〉 凡区南西部の F • G-8 · 9 グリッドに位置する 。 N層での確認であ

る。86・96B号住居跡と重複，本住居跡はいずれよりも新しい。

〈平面形 ・規模〉 4.11 X3.2lmの桁円形を呈する 。主軸方向は N-12°-W,床面租は9.32m'

を計る。

〈堆租土〉 3層に区分でき，人為堆梢と考えられる 。

〈床面・壁〉 南東側の重複部分は86号住居跡毅土を，他の部分はV層を掘り込んで床面とし

ている。若干凹凸があり，堅くしま っている 。南東壁は86号住居跡毅土，北西壁は96号住居跡

裂土，他の壁はN・V層より成り，急な立ち上がりを呈する。壁高は北東壁19.9cm, 南西壁7.3

cmを計る 。

〈周溝〉 なし

〈柱穴〉 本住居跡に関連するピットは 5個検出された。このうちPit3・5を主柱穴とする柱

配四と考えられる 。

第95号竪穴住居跡ピット 一覧表（単位： cm) 

~l ;: I 3臼14臼I2~h7 I 4~h8 13~h7 
〈炉〉 住居跡北西側の96号住居跡との重複部分の床面において， 2つの焼土が確認された。

このうち南東側のものが，位置的に本住居跡の地床炉と考えられる。48X26cmの範囲で，最大

3 cmの厚さを計る。

〈出土追物〉 （第264, 286図）

床面より 4点，床直より 1点の土器片を出土，この他裂土中より 10数点の土器片と 1点の石

箆を出土した。

264図9は床面， 264図6, 286図 1は床直の出土土器である 。

床面及び床直上の出土土器より，本住居の時期は中期後葉と考えられる 。

第96A号竪穴住居跡と出土遺物 （第287, 288図）

〈遺構の位四と確認〉 凡区南西部の F-8グリッドに位限する。N層上面での確認である。

96B号住居跡と重複，本住居跡が新しい。

〈平面形 ・規模〉 2.88 X2.33m の楕円形を呈する 。 主軸方向は N-12' — E, 床面柏は5.16m'

を計る 。

〈堆梢土〉 人為堆禎と考えられる。

〈床面〉 南東部の重複部分は96B号住居跡榎土を，他の部分はV層を掘り込んで床面として
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いる。やや凹凸があり，堅 くしま っている 。東壁及び南壁東側半分は96B号住居跡裂土より，

他の壁はN・V層より成る。ほぼ垂直な立ち上がりを呈し，壁高は東壁12.2cm,西壁9.6cm,南

壁8.4cm, 北壁16.5cmを計る 。

〈周溝〉 なし

〈柱穴〉 北西壁及び北東壁隅より計 2個のピットが検出された。

第96A号竪穴住居跡ピ ットー院表（単位： cm) 

戸
〈炉〉 検出されなか ったが，住居跡ほぼ中央の床面，及び床直上より 19~32cm大の自然石が

5個検出された。規則性や焼土の確認ができなか ったため，炉跡とは断定できないが，これら

の石が炉石である可能性はある 。

〈出土遺物〉 （第288図）

床面より 3点，床直より 5点の土器片を出土，他に裂土より 20数点の土器片を出土した。こ

れらの遺物は，平面的には本住居中央から東壁寄りに多く分布している 。

288図 2は床面， 6は床直の出土土器である 。

床面の出土土器より，本住居の時期は中期後葉（大木 8b式併行期）と考えられる 。

第96B号竪穴住居跡と出土遺物（第287, 288図）

〈迫構の位慨と確認〉 凡区南西部の F • G-8·9 グリ ッ ドに位耀する 。 N層上面での確認

である。95・96A号住居跡と重複，本住居跡がいずれよりも古い。

〈平面形・規模〉 4.56X(3.20)mの方形を呈する 。主軸方向は N-13°-E,床面租は (12.08)

m'を計る 。

〈堆栢土〉 人為堆租と考えられる 。

〈床面 ・壁〉 V層を掘り込んで床面としている。やや凹凸があり，堅くしま っている。壁は

N・V層から成るが，南・東壁及び北 ・西壁の一部が， 95・96A号住居構築により消失してい

る。壁は急な立ち上がりを呈 し，壁高は東壁 8.4cm, 西壁19.4cm, 南壁 8.8cm, 北壁24.2cmを

計る。

〈周溝〉 なし

〈柱穴〉 本住居跡に伴うと思われるピットは 9個検出された。いずれも西壁中央から東壁中

央にかけて，帯状に分布している。Pit4または 5・10の 2個を主柱穴とする柱配既であろうか。

-251-



A
-

◎° 
o~ 

C
-

詈
1層橙色土 (7.SYR6/8) 

焼土． しまり有

S196B炉跡セクション図

（縮尺,;.)

A
 

0 
＼゚

地床炉

゜＼゚

I
I
I
 

ー

I

I

I

I

I

I

I

I

I

I

I

I
 

I

I
 

1,' 

I
 

／
 

一
5
 

-
9
 

s
 

l

、
B
 

第287図 第96A・96B号竪穴住居跡実測図

E
N
 

゜

喜
〗

一

~~t-り亡・'.:,•-,

”公，＇

4
 

門
□

日
日
I

3
 

代
リ
日

Hμ

嘱

一 •• 馨。

|
 

~ .:r,:;: ・・＇ 

忍／・ぷ・:年
，ヽ..X'a・c

、.;,.'ヽ,•.. , 
・ヤf、...., .' 

， ー・ ．．

．`ヽ'.•,,'』

旦・べ‘、ベ-..::.・,-:・
?~·;;'; ..、'、:-i・
ゞ ・. -"", 勺
ヽ ＇ ．`、ん
ゞ ゴ・’べ!•'
・.. ・ , .. ●, ; ""、
｀や•. ‘ 、''
'.: 名，{¥ッ，．

• 島 ●●
, -.. -

, ・" 
・:.,・・. ,・. ·.~-· ~- ゞ>:.;.

●, ・.. '"  . . 

., '''.. ・ ・ • ・ril・. ・¥  ... ' :: ー：ゞ
・-, :、~- , ·'、

ヽヽ・..: -~. 、＼、.8 

‘‘ 

埠真工鳳ぇヽ＆

成霰万｝,, ］
 

I I 

゜
I 0cm 

（ただし 1 は縮尺-½- )

第288図 第96A・96B号住居跡出土土器拓影図・石器実測図

-252-



第96B号竪穴住居跡ピット ー究表（単位： cm) 

笠t;~13~h2 14~6::2 I 2~7~~212:l>)6 I 3!h2 14 『2! ~s I 1\: ~412~;~911~;!4 

〈炉〉 住居跡主軸線上に中央よりやや北寄りに位置する 。地床炉であり， -!2X42cmの円形で，

最大 4.8cmの厚さの焼土力'li1/i.認された。

また，中央よりやや南東寄りの95号住居跡との重複部分の床面からも， 96X68cmの範囲で，

最大4.2cmの厚さの焼土が確認されたが，位四的に，地床炉と断定できない。

〈出土遺物〉 （第288図）

ピット内，床面，床直より各数点の土器片を出土，他に裂土より 10数点の土器片， 1点の石

鏃を出土した。これらの追物は，平面的には住居中央から西壁寄りに多く分布している。

288図 4は，床直の出土土器である。

出土迫物及び新旧関係より，本住居の時期は中期中葉～後葉（円筒上層 e~大木 8b式併行

期）と考えられる 。

第97A号竪穴住居跡と出土遺物（第289, 292図）

〈遺構の位四と確認〉 凡区南西部の E•F-8·9 グリ ッ ドに位四する 。 N陪上面での確認

である。97B号住居跡と重複，本住居跡が新しい。

〈平面形 ・規模〉 3.11 X2.8lmの円形を呈する。床面租は6.28m'を計る。

〈堆租土〉 自然堆租と考えられる 。

〈床面 ・壁〉 V層を掘り込んで床面としている。西壁際から東壁際へ緩い傾斜があ るが，ほ

ぼ平坦で堅くしま っている 。北壁は97B号住居跡囮土及びV層，他の壁はN・V層より成る。

いずれもほぼ垂直な立ち上がりを呈し，壁高は東壁24.0cm, 西壁47.5cm, 南壁29.5cm, 北壁26

.5cmを計る 。

〈周溝〉 南壁側に 2重の周溝が検出された。南壁下のものは幅14cm, 深さ 12cm, その内側の

ものは輻 9cm, 深さ 14cmを計る 。また，北壁下の周溝は幅18cm, 深さ 9cmを計る。

〈柱穴〉 97 A・97 B号住居跡より計20個のピットが検出された。このうちPit1・2・3また

は 7・4と， Pit3または 7・5・6・9を主柱穴とする 4本柱の二通りの柱配腔が考えられる。

南壁寄りの 2重の周溝の構造からも増改築の可能性がある。

第97A・97B号竪穴住居跡ヒ°ッ トー鹿表 （単位:cm) 

P,t No. I 2 3 4 5 6 7 8 ， 10 
規模 21 X]9 25 X22 18 X]4 28 X25 32 X24 39 X37 20X 19 32 X28 36 X35 40 x:JS 
深さ 61.1 29 1 45 4 20.8 21 9 43 1 22.3 10.6 27 3 42.4 
P,t No. 11 12 13 14 15 16 17 18 19 20 
規模 34X31 51 X36 16 X]4 32 X24 30 X27 21X20 50 X50 24 X22 21 X]8 23 X]8 
深さ 20.9 47 7 50 0 20 6 54 0 16.7 19.7 46 1 60.0 69 3 
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〈炉〉 住居跡ほぼ中央に位誼する。地床炉であり， 54X42cmの範囲で，最大4cmの厚さの焼土

． が確認された。

〈出土土器〉 （第292図）

炉内より 6点， ピット内より 1点，床面より 8点，床直より10数点の土器片を出土，他に投

土中より少址の土器片を出土した。これらの遺物は，平面的には住居北半分に多く分布してい

る。

292図 5・6は床面， 2は床直の出土土器である 。

出土土器及び新旧関係より，本住居の時期は中期後葉（大木 8b式併行期）と考えられる 。

第97B号竪穴住居跡と出土遺物 （第289, 292図）

〈迫構の位置と確認〉 凡区南西部の E-8・9グリッドに位置する。N層での確認である。

97 A ・107号住居跡と重複，本住居跡はいずれも古い。

〈平面形・規模〉 4.50 X3.34mの楕円形を呈する。主軸方向は N-51°-E,床面禎はoo.96) 

rr{を計る。

〈堆租土〉 人為堆梢と考えられる。

〈床面 ・壁〉 V層を掘り込んで床面としている。西壁際から東壁際へ緩い傾斜があるが，ほ

ぼ平坦で堅くしまりがある。南壁・北東壁及び重複部分の床面は， 97A・107号住居構築時に消

失している。壁はN・V層より成り，ほぼ垂直な立ち上がりを呈する 。壁高は北西壁25.7cm,

南東壁29.3cm, 南西壁34.3cmを計る。

〈周溝〉 なし

〈柱穴〉 Pitl0・11・15・ 18を主柱穴とする柱配固と考えられる 。 （ピット 一覧は， 97A号住

居跡に付す）

〈炉〉 住居跡中央よりやや南東寄りに位置する。地床炉であり， 40X34cmの範囲で‘，最大2.8

cmのI厚さの焼土が確認された。

〈出土遺物〉 （第292図）

床面より 5点，床直より 10点弱の土器片を出土した。またこの他に裂土中より，少拭の土器

片と磨製石斧，磨石各 1点を出土した。これらの遺物は，平面的には北東側を除く全域に分布

している 。

出土土器及び新旧関係より，本住居の時期は中期中葉～後葉（円筒上層 e-大木 8b式併行

期）と考えられる 。
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第98号竪穴住居跡と出土遺物 （第290, 291図）

〈遺構の位四と確認〉 凡区南西部の C-8グリッドに位閥する。88A・88 B ・100 A号住居

跡と重複，本住居跡は888号住居跡より古く， 88A・lOOA号住居跡より新しい。

〈平面形 ・規模〉 3.52X(3.26)mの円形を呈する 。床面積は8.24m'を計る 。

〈堆積土〉 3層に区分でき，人為堆栢である。

〈床面・壁〉 東側の重複部分は88A号住居跡覆土を，他の部分は V層を掘り込んで床面とし

ている。ほぼ平坦で堅くしまっている。南西壁の一部はlOOA号住居跡裂土より，他の壁はN・

V層より成るが，東壁は888号住居構築により消失している。壁は急な立ち上がりを呈し，壁

高は東壁18.5cm, 西壁8.0cm, 南壁13.9cm, 北壁14.3cmを計る。

〈周溝〉 なし

〈柱穴〉 本住居跡より 6個のピットが検出された。

第98号竪穴住居跡ピット 一度表（単位 ：cm) 

~t を 14~h4 hh。 13~3!!1 13~1!:413~s~~4 I 2!s!!1 
〈炉〉 住居跡ほぼ中央に位置する 。地床炉であり， 65X6lcmの範囲で‘，最大 3.9cmの厚さの

焼土が確認された。また， 中央よりやや東寄りに60X58cmの範囲で焼土が分布しており，地床

炉の可能性がある 。

〈出土遺物〉 （第291図）

本住居出土遺物は少なく， 10数点の土器片を出土したのみである 。

出土土器及び新旧関係より，本住居の時期は中期後葉（大木 8b式併行期）と考えられる。

第99号竪穴住居跡と出土遺物 （第293, 294図）

〈遺構の位置と確認〉 凡区南西部の E-10・11グリッドに位置する 。N層上面にて80号住居

跡と重複する円形と想定されるフ ラ゚ンを確認，精査の結果， 80号住居床面にて 230X70cmの

「コ」状に巡らされた周溝が確認された。当初，先に確認されたプラン (Aプラン）とこの「コ」

状張り出しを持つ円形プラン (Bプラン）の 2つの住居跡の重複と考えたが，軸方向が同ーであ

ること， 1組の柱配列しか確認されないこと， Aプラン北壁下の周溝のみが人為的に埋めもど

され，堅く踏み固められた痕跡があることより，本住居は Aプランから Bプランの拡張の行な

われた住居跡と考えられる。また80号住居跡との重複関係については，本住居が古い。

〈平面形 ・規模〉 拡張前のプランは(3.60)X3.30mの円形，拡張後のプランは (4.30)X3.30 

mの張り出し部をもつ円形（ほたて貝形）である。主軸方向はN-7°-E, 床面梢はそれぞれ，

9.24m', 12. 74m'を計る 。
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〈堆積土〉

〈床面 ・壁〉

単一層である。

V層を掘り込んで床面としている。緩やかな凹凸を有し， 堅くしまっている。

張り出し部は北側に若干傾斜している。壁はN・V層より成るが，南壁は樅乱，北壁は80号住

居構築により消失している。残存する壁はほぼ垂直に立ち上がり，壁高は東壁14cm,西壁21cm

を計る。

〈周溝〉 攪乱のため検出できなか った南壁下を除き， 幅10-32cm, 深さ約10-14cmの周溝が

ほぼ一巡する。また拡張時には北壁の周溝を埋め，張り出し部周縁に幅12-19cm, 深さ 8-19 

cmの周溝を付け加えている 。

〈柱穴〉 本住居跡より 8個のピットが検出された。Pit1・2・3・4を主柱穴とし，軸線に

女寸禾かな 2対 (Pit 1 ・ 2, 

柱穴である 。

Pit 3・4) 4個の柱配廣と考えられる 。なおPit7・8は80号住居跡の
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第99号竪穴住居跡ピット一度表（単位 ：cm) 

:l :: I 2¥;15 I 3\~25 I 3\~35 I 3¥;29 I 4¥;27 h:.!9 I 27 :s24 I 2\~23 

〈炉〉 住居中央よりやや南寄りに位置する。地床炉で‘，焼土範囲は55X55cm, 最大焼土厚は

2.6cmを計る。

〈その他〉 Pit 1・2間に75X55cm, 深さ20cmの不整形の掘り込みを有する。この堆租土は人

為堆積で堅くしまっていることから，増築時に埋め戻したと考えられる。

〈出土迫物〉 （第294図）

付属施設内より，口縁部 1/2個休の土器を出王，他に本住居より 1/2箱の土器片を出土し

たが，その多くは裂土中位から出土したものである。

出土迫物及び新旧関係より，本住居の時期は中期後葉 ，（大木 8b式併行期）と考えられる。

第100A号竪穴住居跡と出土遺物（第295-297,394,397,399,402,405,424図）

〈迫構の位固と確認〉 凡区南西部の C・D・E・F-7・8グリッドに位置する。 N層上面

で東側半分のプランを確認した。西壁側は発掘区域外のため調査できなかった。 98・100B・100,

C号住居跡と重複，本住居跡はいずれよりも古い。

〈平面形 ・規模〉 長軸 (16.15)mの楕円形を呈すると考えられる。

〈堆積土〉 単一層であり，人為堆積と考えられる。

〈床面 ・壁〉 本住居跡長軸より東側はN・V層を，西側はm層を掘り込んで床面としている。

凹凸があり，やや堅 くしまっている。東壁はN・V層より，南 ・北壁はm層より成り， 急な立

ち上がりを呈する。壁高は東壁28.5cm, 南壁18.5cm, 北壁26.1cmを計る 。東 ・南・北東壁の一

部は， 98・100B・lOOC号住居構築により 消失してい る。

〈柱穴〉 東 ・北壁際より 18個のピットが検出された。Pit2・3・7・10・12・14・16-18が

主柱穴と考えら れる。Pitl0・18は，その規模より土城とも考えられるが，その配謹より本住居

跡の主柱穴とした。未発掘部に，これらと対になる柱穴の存在が推測される。

第lOOA号竪穴住居跡ピ ット一覧表（単位 ：cm) 

Pit No. 1 2 3 4 5 6 7 8 I 9 I 10 
規板 50 X39 37 X26 31 X31 13 X13 37 X29 21 X20 37 X31 21 xzo I 19 XIS I 97 X92 
深さ 11.6 46.8 31 7 11.4 16. 7 15.0 42.3 12 2 j 12. 9 1 89 8 

No. 11 12 13 14 15 16 17 18 

規模 41 X41 52 X45 31 X30 61 X48 22 X21 40 X34 52 X44 94 X85 

深さ 12 5 71. 7 48.2 89.2 34. 7 65 .2 33. 9 55 7 

〈炉〉 住居跡長軸線上の北壁際に位置する。地床炉であり， 93X57cmの範囲で，最大 2.5cm

の厚さの焼土が確認された。
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〈出土遺物〉 （第296,297図 394図14,397図2,399図 1,402図6,405図2,424図3)

本住居からは 8 個の復元可能土器と l½箱の土器片， 1点の石鏃・石箆・円盤状土製品（完形

品）， 3点の掻器を出土した。これらの追物は，平面的には住居北側を除き広く分布し，特に

中央部に多く分布している。

394図14は， 2つの項部をもつ大波状口緑の広口壺で，底径5.1cm, 器高17.3cmを計る。口縁

部は無文，胴部上端に 2条の横位連続刺突文，胴部には懸垂文を施文，地文は RL斜縄文，色

調は黒褐色 (10YR2/2)を呈する。397図2は， 1つの装飾把手と 3つの突起部をもつ深鉢形
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第297図 第100A号住居跡出土土器拓影図
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土器で，口径34.6cm, 底径12.1cm, 器高43.9cmを計る 。把手部には隆沈文による渦巻文を主体

とする文様，突起部には粘土紐貼付文，口唇部には斜位圧痕文と粘土紐貼付文，口頸部から胴

上部には弧状文，縦位渦巻文，懸垂文を施文，地文は RLR斜縄文，焼土はやや不良で｀，色調

は灰褐色 (7.5YR4/2)を呈する。

399図 1は， 4つの突起をもつ深鉢形土器で‘，口径23.8cm, 底径10.0cm, 器高29.0cmを計る 。

突起部より 1条の波状沈線が懸下，口緑部上部，口頸部，胴上部に平行沈線文を施文，地文は

RLR斜縄文，色調はにぶい褐色 (7.5YR5/4) を呈する 。402図 6は，広口壺形土器で，底

径 5.6cmを計る。胴部上端に横位連続刺突文，胴部に懸垂文を施文，地文は RL斜縄文，色調

はにぶい黄橙色 (lOYR6/4)を呈する。405図 2は深鉢形土器で，底径 8.8cmを計る。胴部

中央部及び口頸部に 3条の横位平行沈線文を施文，地文は RL斜縄文，焼成はやや不良で，色

調は褐灰色 (7.5YR4/l) を呈する 。

出土土器及び新旧関係より，本住居の時期は中期中葉（円筒上陪 e式併行期）と考えられる。

第100B号竪穴住居跡と出土遺物（第298・300・394・399・424・426図）

〈迫構の位四と確認〉 ふ区南西部の F-7•8 グリッドに位罷する 。 ill · N層上面での確認

である。lOOA号住居跡と重複，本住居跡が新しい。

〈平面形 ・規模〉 3.52 X2.62mの楕円形を呈する。主軸方向はN-81°-E,床面租は6.52m'

を計る。

〈堆積土〉 人為堆租である。

〈床面 ・壁〉 V層を掘り込んで床面としている 。やや凹凸があり，堅くしまりがある。西 ・

北壁はlOOA号住居跡裂土及びV層より，東壁はN・V層より，南壁は ill・N層より成る。急な

立ち上がりを呈し，壁高は東壁21.1cm, 西壁13.6cm, 南壁18.5cm, 北壁15.2cmを計る。

〈周溝〉 なし

〈柱穴〉 本住居跡より 3個のピットが検出された。Pit1・3を主柱穴とする柱配置，または，

未検出のピットを加えた 2対 4個 (Pit1・3, Pit 2・(未検出））を主柱穴とする柱配置と考え

られる。

第100B号竪穴住居跡ヒ ‘゚ノトー院表（単位 ：cm) 

~t~: 13~h。 I臼1 h7!:s 
〈炉〉 検出されなかった。

〈出土遺物〉 （第300図， 394図 9, 399図 2, 424図 4,426図13・18)

本住居より 2個の復元可能土器と少凪の土器片， 1点の凹石 ・円盤状土製品（完形品）， 2 
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点の有孔石製品を出土した。これらの追物は，平面的には住居中央部に多く分布している。

394図9は台付深鉢形土浩で，口径15.4cmを計る。口縁部上端に凹線文を施し，これは，突起

部で渦巻文となる。口頸部から胴部には渦巻文を主文様とする連結文，懸垂文を施文，地文は

縦位のRL斜縄文，色調は上半は黒褐色 (7.5 YR 3 /1) , 下半がにぶい褐色 (7.5Y R 6 /3) を
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第100B・100C号住居跡出土土器拓影図

4つの突起部をもつ深鉢形土器で， 口径27.1cm,底径9.&m, 器高37.5cm

を計る。突起部には「W」状貼付文， 口唇部には LR縄文の斜位圧痕文， 口頸部には沈線文に

よる平行文，弧状文を施文，地文は LR斜縄文，焼成は不良，色調は黒褐色 (lOYR2 /2) 

呈する。

を

出土土器及び新旧関係より，本住居の時期は中期中葉～後葉（円筒上層 e~大木 8b式併行

期） と考えられる。

第100c号竪穴住居跡と出土遺物 （第299・300図）

〈遺構の位涸と確認〉 凡区南西部のD・E-7・8・9グリッドに位四する。N層上面での

確認である。100A号住居跡と重複，本住居跡が新しい。

〈平面形・規模〉

m'を計る。

5.62 X4.20mの楕円形を呈する。主軸方向はN-79°-W,床面租は20.12

〈堆租土〉

〈床面 ・壁〉

人為堆積である。

V層を掘り込んで床面としている。西壁際から東壁際へ緩い傾斜があるが，ほ
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ぼ平坦で堅くしま っている。西側半分の壁はlOOA号住居跡裂土，東側半分の壁は， N・V層よ

り成る 。ほぼ垂直な立ち上がりを呈し，壁高は東壁35.4cm, 西壁48.2cm, 南壁35.0cm, 北壁32

.3cmを計る。

〈周溝〉 幅約18cmの周溝が，南東壁の一部を除き，不連続ながらほぼ一巡する。周溝の深さ

は，西 ・南壁下では約 4cm, 北壁下の最も深いところで30cmを計る 。この他に，西壁下の周溝

の内側に，幅20cm, 深さ 13.9cm, 長さ 127cmの，ほぼ直線的な溝が検出された。

〈柱穴〉 本住居跡より 8個のピ ットが検出された。このうちPit1 ~ 6を主柱穴とし，主軸線

上のPit2・5と，軸線に対称な 2対 4個 (Pit1・3 , Pit 4・6) の計 6個を基本とする柱配匹

と考えられる。

第lOOC号竪穴住居跡ピット ー！痣表（単位 ：cm) 

伝パをI5:6~:o I 4:6!:2 I 2:h1 14~2::o I 2:;~216!:.:7 I 2:h4 I 3:1 
〈炉〉 住居跡主軸線上に中央よりやや南東寄りに位置する 。地床炉であり， 43X43cmの範囲

に，最大 4cmの原さの焼土が確認された。

〈出土遺物〉 （第300図）

本住居からは，少拭の土器片を出土したのみである 。

出土土器及び新旧関係より，本住居の時期は中期後葉（大木 8b式併行期）と 考えられる。

第101号竪穴住居跡と出土遺物 （第301~304・395・399・401 ~403・408・421・424図）

〈迫構の位置と確認〉 凡区西部の 8 ・C ・D-12・13・14グリッドに位囲する。N層上面で

の確認である。東壁付近は，股道のため発掘できなかった。

85・113・114・118号住居跡， 92号土城と重複し，本住居跡はいずれよりも新しい。117号住

居跡とは重複関係が判然と しない。

〈平面形 ・規模〉 (9.60) X6.36mの楕円形を呈すると 推測され る。主軸方向はN-n・-w,

推定床面梢は47.76m'を計る。

〈堆梢土〉 9層に区分でき，人為堆租である 。

〈床面 ・壁〉 テラスを有する二段構造で，床面は92号土檄裂土及びV層を，テラス面はV層

を掘り込んでそれぞれの面としている。テラスは南壁際に位醤し，約50cmの幅で，床から 10~

20cmの高さにある。壁高は北壁45cm, 南壁確認面からテラス面まで32cmを計る。床面は，住居

中央部が若干高い レンズ状で， しまりは弱いが，テラス面はやや堅い。西壁は85号住居跡裂土

及びV層，北壁は114・ll7・118号住居跡裂土及びV層，南壁は N・V層より成る。東壁は未発掘

のため不明であるが，他の壁はやや急な立ち上がりを呈する 。
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〈周溝〉 炉掘り込み部の南側縁からテラスに沿って，幅15cm,深さ 10cm, 長さ80cmの周溝が

検出された。

〈柱穴〉 本住居跡に関連するピットとして10個が検出された。Pit1 - 7・10を主柱穴とし，

主軸線上のPitlOと，軸線に対称な 4対 8個 (Pit1・(未検出）， 2・7, 3・6, 4・5) の計

9個を甚本とする柱配置と考えられる。

第101号竪穴住居跡ビットー究表（単位 ：cm) 

:l ;: 123~21 143丘351403;39140~39134三30 I 55:s45 I 37丘27138己3513¥:36134算32

〈炉〉 住居跡主軸線上東壁に接する。石囲部＋掘り込み部から成る (3.38) X2.27mの規模

の石囲複式炉である。石囲部は， 9 ~40cm大の自然石を130X 110cmの方形に配したもので， 一

部が 2重にな っている。炉内底面には 2~ 6 cmの厚さの焼土が確認された。掘り込み部は， 250

X227cmの規模で，両側縁は石囲部に連続して10~30cm大の自然石が配置され，全体として「 A」

形の炉石の配置となる。

〈出土迫物〉 （第302~304図， 395図4,399図9,401図37,402図14,403図1,408図10,421図6,424

図4)

炉内より 1個の完形土器，床面より数十点の土器片，床直より 100点弱の土器片と 1点の石皿

を出土，他に裂土中より 6個の復元可能土器， 2箱の土器片， 1点の円盤状土製品 ・スタンプ

状土製品， 2点の石錐， 9点の掻器を出土した。

395図4は小型深鉢形土器で，口径10.lcm, 底径5.2cm, 器高10.5cmを計る。口縁部中位より

胴部下半にかけ，「n」文を施文，地文はLR斜縄文，色調は灰黄褐色 (10YR4/2)を呈する。

399図 9は広口壺形土器で‘，口径17.3cm, 底径7.2cm, 器高27.9cmを計る 。口縁部は無文，胴部

上端に 2条の横位連続刺突文，胴部には懸垂文を施文，地文は LR斜縄文，色調はにぶい黄褐

色(10YR5/3)を呈する。401図37は小型深鉢形土器で‘，口径8.2cm, 底径3.3cm, 器高9.8cmを計

る。口縁部には波状文，胴部に「C」文を施し，区画文内に RL斜縄文を充填，色調は黒褐色

(7. 5 YR  3 / 2) を呈する。

402図14は広口壺形土器で，底径5.&mを計る。口縁部は無文，胴部にはRL斜縄文を施文，

色調はにぶい褐色 (7.5YR5/3)を呈す。403図1は，炉内より完形で出土した浅鉢形土器で‘，口

径11.8cm, 底径5.2cm, 器高8.7cmを計る。器面には LR斜縄文を施文，色調はにぶい黄橙色（

10YR7/3) を呈する。408図10は深鉢形土器で，口径21.7cm, 底径7.0cm, 器高46.4cmを計る。

器面全体に LR斜縄文を施文，焼成はやや良好，色調はにぶい黄橙色 (10YR6/3)を呈する。

出土土器より，本住居の時期は中期後葉（大木 9式併行期）と考えられる。
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1層 褐色土 (IOYR4/4)しまり・粘性なし，粒子細
2層炭化物層

3層橙色土 (7.5YR6 /6)焼土，しまりやや有，粒子粗

第101号住居跡セクション図 （縮尺 1/30) 

0
叩

□) 
Pit 6 

1層 晴褐色土 (IOYR3/3)下位火山灰ブロック混入
D 2層 暗褐色土 (IOYR3/3)I層よりブロック径が小さい

3層 隋褐色土 (IOYR3/4)下位火山灰混入

4層黒褐色土 (IOYR2/3)
5層 褐色土 (IOYR4/4)下位火山灰・ブロック混入
6層 黒褐色土 (IOYR3/2)下位火山灰若干混入
7層黄橙色土 (IOYR8/6)粘性有

8層黒褐色土 (IOYR3/2)7層土混入
9層 黄褐色土 (IOYR5/8)しまりなし、下位火山灰混入

゜
2m 

第301図 第101号竪穴住居跡実測図
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第302図 第101号住居跡出土土器拓影図(1)
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第102号竪穴住居跡と出土遺物 （第305・307・ 401・404図）

〈遺構の位置と確認〉 凡区南部F-17・18グリッドに位四する。 W層上面での確認である。

58・116号住居跡， 67・68・llO号土城， 1号溝と重複する。本住居跡は58号住居跡・ 1号溝

より古く， ll6号住居跡， 67・68・110号土城より新しい。

〈平面形 ・規模〉 4.17 X3.66mの楕円形を呈する。主軸方向はN-so・-w,床面積は9.12m'

を計る。

〈堆積土〉 9層に区分でき，人為堆禎である。

〈床面 ・壁〉 V層を掘り込んで床面としている。南北方向に若干レンズ状で，全体的に堅く

しまりがある。北西壁の重複部分はll6号住居跡裂土及びV層，南壁の一部は68・69号土城覆土，

他はN・V層より成る。東壁及び南 ・北壁の一部は58号住居， 1号溝により消失している。壁

は急な立ち上がりを呈し，壁高は北東壁47.9cm, 北西壁74.4cm, 南東壁67.8cm, 南西壁97.1cm

を計る。

〈周溝〉 なし

〈柱穴〉 本住居跡より 6個のピットが検出された。このうちPit1・4・6を主柱穴とし，南

西壁際で68号土堀との重複のため未検出のピットを加えて，主軸線に対称な 2対4個 (Pit1・(未

検出）， Pit4・6)を基本とする柱配置と考えられる。

第102号竪穴住居跡ピットー院表（単位 ：cm) 

；しをI4~2~:。 hh。 I 2!3!~211~2!~81 z~bg I 2:4!~1 
〈炉〉 住居跡東壁に接する 。石囲部＋掘り込み部から成る96X 87cmの規模の石囲複式炉であ

る。石囲部は， 10-16cm大の自然石を60X49cmの半楕円形に配したもので，炉内東側から，ご

く少駄の焼土が確認された。掘り込み部は47X87cmの台形で，最大 8.2cmの深さである。この

掘り込み部の両側縁より， 1個ずつの自然石が検出されたが，石囲部から壁まで連続するよう

な痕跡（石の抜き取り痕）は確認できなか った。

〈出土迫物〉 （第307図 401図39, 404図8)

床面より 10数点，床直より数10点の土器片を出土した。またこの他に裂土中より 2個の復元

可能土器， 1/4箱の土器片， 2点の掻器を出土した。

401図39は小型壺形土器で，底径7.Ocmを計る 。器面には LR斜縄文を施文，色調はにぶい橙

色 (7.5YR6/4)を呈する 。404図8は小型鉢形土器で，底径3.4cmを計る 。器面には LR斜縄文

を施文，色調はにぶい橙色 (7.5YR6/4) を呈する。

出土土器より，本住居の時期は中期後葉～末葉（大木 9-10式併行期）と考えられる。
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第103号住居跡セクション図（縮尺 1/30) 
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黒褐色土 (IOYR3/2)下位火山灰少量混入

明褐色土 (7.5YR5/8)焼土，しまり強

にぷい橙色土 (7.5YR6/4)しまり強

黒色 土 (IOYR2/1)下位火山灰混入，しまり強

明黄褐色土 (IOYR6/8)下位火山灰，しまり弱

黒褐色土 (IOYR3/2)下位火山灰少量混入

第103号住居跡土層注記

褐色土 (IOYR4/4)黒色土・下位火山灰讀量混入
暗褐色土 (IOYR3/3)
褐色土 (IOYR4/4)焼土・炭化粒・下位火山灰

少量混入
黒褐色土 (IOYR2/3)しまり強，炭化粒少量混入

にぷい黄橙色土 (IOYR6/4)しまりなし
暗褐色土 (IOYR3/3)しまり強，炭化物多量混入，

下位火山灰混入
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第306図 第103号竪穴住居跡実測図
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第103号竪穴住居跡と出土遺物 （第306・308・398図）

〈遺構の位置と確認〉 ふ区南西部の D・E-9・10グリッドに位置する。N層上面での確認

である。 105A・105B・107号住居跡と重複，本住居跡が最も新しい。

〈平面形・規模〉 4.55X3. 78mの楕円形を呈する。主軸方向は N-8°-W,床面禎は12.68m' 

を計る。

〈堆禎土〉 7層に区分でき，人為堆租である 。 6層に炭化物を多屎混入し ，床直上の 7層が

焼土であること 等より， 焼失家屋と 判断される 。

〈床面・壁〉 南側の重複部分は105B号住居跡裂土を，他の部分は V層を掘り込んで床面とし

ている。ほぼ平坦で，堅くしまっている。南壁は105A・105B・107号住居跡覆土，他の壁はW

・V層より成り，ほぼ垂直な立ち上がりを呈する。壁高は東壁58.3cm, 西壁60.6cm, 南壁52.4

cm, 北壁57.3cmを計る。

〈周溝〉 南壁・北東壁を除き，約20cm, 深さ 10-12cmの周溝が，不連続に壁下を巡る。

〈柱穴〉 本住居跡より 5個のピットが検出された。このうちPit1・2・3または 5・4を主

柱穴とし，主軸線に対称な 2対 (Pit1・2 , Pit 3または 5・4)の4個を基本とする柱配置と考

えられる。

第103号竪穴住居跡ピット一覧表（単位： cm) 

:t ;~I 2:b4 I 2:h2 I s:7::614::.:612~h1 
〈炉〉 住居跡南壁に接する。石囲部＋掘り込み部から成る 164X 96cmの規模の石囲複式炉で‘

ある。石囲部は， 13-32cm大の自然石を84X68cmの楕円形に配したもので，炉内の焼土の厚さ

は最大で'4cmを計る。掘り込み部は50X56cmの横長の隅丸方形で，最大の深さは約20cmを計る。

〈出土遺物〉 （第308図， 398図 5)

床面より 1個の復元可能土器と数点の土器片を出土，他に裂土中より 1/3箱の土器片と石槍，

石皿各 1点を出土した。

398図5は，住居中央部床面より出土した広口壺形土器で，口縁部は無文，胴部上端には横位

平行沈線文とその間に連続刺突文，胴部には LR斜縄文を施文，色調は黒褐色 (10YR3/1)を

呈する。

出土土器及び新旧関係より，本住居の時期は中期後葉と考えられる 。

第104号竪穴住居跡と出土遺物 （第309・311・401・403・408図）

〈遺構の位闘と確認〉 ふ区北部の ZF・ZE-16・17グリッドに位置する。V層での確認で

ある。本住居跡の南東側に 8号配石迫構が近接する 。
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〈平面形・ 規模〉 4.14X3.74mの楕円形を呈する 。主軸方向は N-56'-W, 床面租は10.60

m'を計る 。

〈堆積土〉 5層に区分でき，人為堆積である 。

味面・壁〉 V層を掘り込んで床面としている。ほとんど平坦で， しまりがなくやわらかい。

壁はV層より成り，緩やかな立ち上がりを呈し，壁面もしまりがなくやわらかい。壁高は北東

壁18.4cm, 北西壁22.3cm, 南東壁20.2cm, 南西壁27.7cmを計る。

〈周溝〉 なし

〈柱穴〉 本住居跡より 8個のピ ットが検出された。Pit2・4・5・7または 8を主柱穴 とし，

主軸線に対称な 2対 (Pit2・4 , Pit 5・7または 8)の4個を基本とする柱配置と考えられる。

第104号竪穴住居跡ピット ー院表（単位： cm) 

:t ;: I 23h8 hh。I1~h6 I 2~8!~1 14~。： ~9 h6:~7 hh2 h3!~9 
〈炉〉 住居跡南東壁に接する。石囲部＋掘り込み部から成る 175X85cmの規模の石囲複式炉

である。石囲部は， 7 ~21cm大の自然石を100X85cmの「U」状に配したもので，南西側は 3重

に配されている。炉内南側に，小範囲で厚さ 5cmの焼土が確認された。掘り込み部は， 75X64 

cmの規模， 10cm程度の深さである 。

〈出土迫物〉 （第311図 401図20, 403図7, 408図4)

床面より 2個の復元可能土器と数点の土器片，東壁際床面より 1点の石棒を出土，床直より

1個の復元可能土器と少鼠の土器片，北壁際床直より 1点の凹石を出土した。また裂土中より

若干の土器片を出土した。

401図20は，北壁寄り床面から出土した小型深鉢形土器で，底径2.5cmを計る。器面には L斜

縄文を施文，色調は灰黄褐色 (lOYR4/2) を呈する。403図7は，北寄り床直から横転しつぶれ

たような状態で出土した鉢形土器で，口径11.9cm, 底径 5.4cm, 器高13.2cmを計る。口縁部下

半より胴部下半にかけ LR斜縄文を施文，色調はにぶい褐色 (7.5YR6/3) を呈する 。408図4

は，中央部床面より横転しつぶれたような状態で出土した深鉢形土器で，口径20.2cmを計る。

口頸部から胴部下半にかけ LR斜縄文を施文，色調はにぶい橙色 (7.5YR6/4)を呈する 。

311図 4は，床面の出土土器である。

床面の出土土器より，本住居の時期は中期末葉（大木10式併行期）と考えられる。
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第311図 第104号住居跡出土土器拓影図・石器実測図
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第105A号竪穴住居跡と出土遺物 （第310・312図）

〈遺構の位置と確認〉 凡区南西部の D・E-9・10グリ ッドに位置する。不整円形フ＇ランの

1軒の住居跡として精査を進めるうち，重複した 2軒の住居跡と判明したので‘，これらを， 105

A ・105B号住居跡とした。以下，北東側に位置する105A号住居跡について記述する。 本住居

跡は103・105B・107号住居跡と重複し てお り， 103号住居跡から 107号住居跡に及ぶ土層断面

図の検討の結果， 103号住居跡より古く， 105B・107号住居跡より新 しいと考えられる。

〈平面形 ・規模〉 前述のよ うに， 土層観察用ベル ト部を除いて，壁を見逃が したため，プラ

ンは明らかでない。柱列・周溝等より， (3.42) X (3. 60) mの円形と推測される。推定床面租は，

9.36m'を計る。

〈堆積土〉 その大部分が103号住居跡と重複しているため，本住居跡の裂土は西壁際の黒褐色

土一層しか残存しない。

〈床面 ・壁〉 東 ・北壁際はV層を，他は 105B号住居跡裂土を床面とする。やや凹凸があり

堅くしまりがある。東壁はN・V層を，西 ・南壁は 105B・107号住居跡裂土 を壁とする。 北

壁から東壁北側は 103号住居跡構築時に消失し ている。東壁はほぼ垂直に立ち上がり ，壁高は，

43.8cmを計る。

〈周溝〉 南東壁際より長さ 74cm, 幅12cm,深さ 7.7cmの，南壁際より長さ78cm, 幅16cm,深

さ8.5cmの周溝が検出された。

〈柱穴〉 105A・105B・107号住居跡より計20個のピ ットが検出された。このうちPit2・3 

・4・5が主柱穴で‘，主軸線に対称な 2対 (Pit2・5, Pit 3・4) 4個を基本とする柱配謹と考

えられる。

第105A・105B・107号住居跡ピット ー院表（単位： cm) 

Pit No. I 2 3 4 5 6 7 8 ， 10 

規校 14 Xl4 29 X21 25 Xl9 24 Xl8 26 X22 34 X29 25 X24 41 X36 46 X44 20 Xl9 

深さ 15 1 29 4 23 7 25 2 32.8 7 2 34.1 10.2 50.8 50.8 

P,t No. 11 12 13 14 15 16 17 18 19 20 

規模 47 X47 55 X44 16 X 13 22 X21 25 X24 31 X]9 ~l X 15 23 X20 28 X25 16 XIS 

深さ 28.3 27 .8 22.0 23.3 53.0 48 6 22 0 44.0 14.4 46. 7 

〈炉〉 炉跡は検出できなかった。南壁寄 りに96X 54cm, 深さ38cmの横長の不整台形の掘り込

みが確認されたが，炉跡と の関連はつかめなかった。

〈出土追物〉 （第312図）

床直より数点の土器片，裂土中より少凪の土器片を出土した。

出土土器及び新旧関係より，本住居の時期は中期後葉と考えられ る。
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第105B号竪穴住居跡と出土遺物 （第310図）

〈迫構の位囲と確認〉 凡区南西部の D・E-9・10グリッドに位問する。103・105A・107 

号住居跡と重複，本住居跡が最も古い。

〈平面形・規模〉 残存壁，柱配列，周溝等より (3.90) X (3. 66) m の円形と考えられる 。

推定面積は (10.52)面である 。

〈堆租土〉 重複により，そのほとんどの衷土を消失している。最下靡の 5層は下位火山灰を

多凪に混入したII音褐色土で‘，その上面を103・105B・10芹｝住居の床面として使用しているため

か， しまりが非常に大きい。

〈床面・壁〉 V層を掘り込んで床面としている。若干凹凸があり，堅くしまりがある。壁は

N・V層より成るが，重複により南東壁の一部を残し，ほとんど残存しない。南東壁はほぼ垂

直に立ち上がり，壁高は43cmを計る 。

〈周溝〉 西壁際に，幅llcm, 深さ5.7cmの周溝が72cmの長さで検出された。

〈柱穴〉 Pit 7・8・9・llを主柱穴とし， 4本を基本とする柱配置と考えられる。

〈炉〉 炉は検出できなかった。

〈出土追物〉

本住居の出土遺物は少なく， 10数点の土器片を出土したのみである。

出土土器及び新旧関係より，本住居の時期は中期後葉と考えられる。

第106号竪穴住居跡と出土遺物 （第314~317, 397, 399図）

〈追構の位置と確認〉 凡区西部の ZB・Z A・A-11・12グリッドに位閥する。N層上面で‘

の確認である 。74・109・114号住居跡， 73・75号土堀と重複，本住居跡は74・109号住居跡，75

号土城より古く， 114号住居跡より新しい。また， 73号土横とは同時期と考えられる。

〈平面形 ・規模〉 12.02X6.82mの隅丸方形を呈する 。主車川方向は N-11°-E, 床面租は74

. 88rrlを計る。

〈堆積土〉 15層に区分でき，人為堆租と考えられる。なお本住居跡中央部の裂土上面(lo陪）

より ，倒立した埋設土器を出土した。

〈床面 ・壁〉 V層を掘り込んで床面としている。北壁側のPit8・10・12~15の柱列内が若干

盛り上がる。他の床面はほぼ平坦でしまりがあり，地床炉を中心に住居跡中央から，北壁際に

位四する付属施設周辺までの床面が，特に堅くしまっている。東壁の一部及びその付近の床面

は， 109号住居構築により消失している。西壁南半分は74号住居跡裂土及びVI唇，南壁は114

号住号跡裂土及びV層， 他の壁はN・V層より 成る。ほぼ垂直な立ち上がりを呈し，壁高は西

壁64cm, 南壁41cm, 北壁51cmを計る。

-278-



第106号住居壇設土器微細図
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第106号竪穴住居跡実測図
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〈周溝〉 西壁から南壁西側にかけての壁下に幅13~20cm,深さ 16~20cmの周溝が検出された。

〈柱穴〉 本住居跡より 39個のピットが検出された。このうちPit2~11を主柱穴とし ，主軸線

に対称な 6対12個 (Pit2・5, 3・4, 6・(未検出）， 7 . (未検出）， 8・11, 9・10) を碁

本とする柱配置と考えられる。また，北壁側に位四する施設周囲に半円状に並ぶPit9・10・12 

~15は，北壁際の 1対の ピット (Pitl6・17)を含め，この施設に関連する柱列と考えられる。

この他にPit1・39, Pit30・32, Pit35・38等主軸に対称な柱列が目につくが，副柱穴的な役割を

負うものと考えられる 。

第106号竪穴住居跡ピット 一覧表（単位： cm) 

P,t No. 1 2 3 4 5 6 7 8 ， 10 11 12 13 

規校 26 xzo 70 X55 34 X30 25 X23 30 X30 30 X27 40X26 61 X50 34 X32 60 X34 40 X40 27 X25 22 X20 

深さ 78 103 33 27 70 84 108 93 49 69 97 34 23 
P1l No. 14 15 16 17 18 19 20 21 22 23 24 25 26 

規模 23 X22 30 X23 17 X 16 22 X20 100 X88 25 x~o 86 X85 75 X70 83 X70 22 Xl9 30 xzo 30 X30 55 X42 

深さ 29 22 50 52 59 16 57 80 61 36 26 15 24 

P1l No. 27 28 29 30 31 32 33 34 35 36 37 38 39 

規模 50X45 75 X66 35 X29 26 X25 52 X41 34 X3) 30 X21 23 X21 35 X30 40 X37 53 X51 20 X20 42 X34 

深さ 17 56 49 21 52 34 38 25 15 54 73 27 31 6 

〈炉〉 住居跡主軸線上に中央よりやや北寄りに位置する。地床炉で， 80X 75cmの円形の範囲

で，最大 5cmの厚さの焼土が確認された。また，主軸線の東側に 3ヵ所の焼土の分布が確認さ

れた。

〈埋設土器〉 本住居主軸線上南寄り床面にて倒立する埋設土器が検出された。径51cm, 深さ

45cmの掘り方に，口径36cmの深鉢形土器を倒立に埋設したもので‘，土器のほぼ中位から21X13 

cm, J旱さ 5cmのやや扁平な自然石が検出された。土器の外側は明黄褐色土，内側は明褐色土で，

いずれにも若干の炭化粒を混入している。

〈その他の施設〉 本住居跡主軸線上北壁に近接した位謹から， 100X75cm, 深さ71cmのフラス

コ状ピットが検出された。このビットを中心に半径 lmの半円状に周囲が若干盛り上がり，そ

の外周付近には， 1対の主柱穴を含めたピット (Pit9・10・12~17)がほぼ一巡する。これら

のものは，フラスコ状ピットを中心とする一連の施設と考えられる。

〈出土迫物〉 （第315~317図， 397図 1, 399図4)

ピット内より数点の土器片，床面より 1個の復元可能土器と少址の土器片，床直より少屎の

土器片を出土した。またこの他に投土中より 1個の復元可能土器と 2箱の土器片， 1点の磨製

石斧・凹石， 2点の石鏃を出土した。

397図1は，南寄り床面で確認された埋設土器で‘，倒立の状態で埋設されていた。口径36cmの

深鉢形土器で，口唇部には波状隆沈文，頸部には 3条の平行沈線文，胴部上半には変形胸骨文

を施文，一部に渦巻文が見られる。口縁部は無文，頸部から LR斜縄文を施文し，色調は橙色

(7. 5YR6/6) を呈する。399図4は，本住居の確認面で倒立の状態で出土した深鉢形土器で，口
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第316図 第106号住居跡出土土器拓影図(2)

径28cmを計る。口唇部には凹線文を施文，

胄それは波状口縁項部で渦巻文となる 。頸部

~'""~ I 

には 3条の平行沈線文による弧状文，胴部

には「n」文が施文されている。地文は LR
こ二ニ＞

I¥ ¥¥ミ~ ~-斜縄文，色調はにぶい赤褐色(5YR4/4) を

呈する。

一心―315図12は，北側に位四するビットの出土
麟＼

土器である。 2 

゜ ゜
5cm 

埋設土器及び床面の出土土器より，本住

居の時期は中期中薬（円筒上層 e式併行期） 第317図 第106号住居跡出土石器実測図

と考えられる。

第107号竪穴住居跡と出土遺物 （第310.313圏）

〈追構の位四と確認〉 ふ区南西部の D・E-9・10グリッドに位躍する。 N層上面での確認

である。97B・103・105 A・105 B号住居跡， 81号土城と重複，本住居跡は97B・105B号住居
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跡， 81号土横より新しく， 103・105A号住居跡より古い。

〈平面形・規模〉 4.82X (3.56) mの楕円形を呈する 。主軸方向はN-13°-W,床面積は約

12.40m'を計る。

〈堆租土〉 その大部分を103・105A号住居跡により消失し，残存部は 3層に区分され，人為

堆積と考えられる 。

〈床面 ・壁〉 東側の重複部分は 105B号住居跡裂土を，他の部分はV層を掘り込んで床面と

している。やや凹凸があり，堅くしま っている 。南西壁の重複部分は978号住居跡裂土及びV

層より，他の壁はN・V層より成る。東壁と北壁東側半分は103・105A号住居構築により残存

しない。壁はほぼ垂直な立ち上がりを呈し，壁高は西壁55.2cm, 南壁32.6cmを計る。

〈周溝〉 西壁南側の壁下に幅 9cm, 深さ 8.1cm,長さ81cmの周溝が検出された。また，それ

と平行して25cm内側に，幅10cm, 深さ27.5cm, 長さ51cmの周溝が検出された。

〈柱穴〉 Pit 1・10・14・ 16・19が主柱穴と考えられる。北西壁際 ・東壁際及び北壁際中央の

未検出のピットを加え，主軸線上の1対2個 (Pitl9・（未検出）と，軸線に対称な 3対 6個 (Pit

1・（未検出）， 10・16, 14・（未検出））の計8個を基本とする柱配躍と考えられる 。 （ピット ー

究は， 105A号住居跡に付す）

〈炉〉 検出されなかった。

〈出土土器〉 （第313図）

床面床直より各数点の土器片を出土，他に裂土中より 1個の復元可能土器と少拭の土器片

を出土した。

出土土器及び新旧関係より，本住居の時期は中期後葉と考えられる。

第108号竪穴住居跡と出土遺物 （第318,319,395,396,404,406,424,427図）

〈迫構の位置と確認〉 凡区西部のD・E-13グリッドに位置する。N層上面での確認である 。

104号土横と重複，本住居跡が新しい。

〈平面形 ・規模〉 3. 74 X3.84mの円形を呈する 。主軸方向 N-65°-W,床面租は10.52m'を

計る。

〈堆租土〉 人為堆租である。 （セクション図略）

〈床面・壁〉 テラスを有する二段構造で，床・テラス面とも V府を掘り込んでそれぞれの面

としている。西壁中央部が若干外側に張り出す，その内側にテラ スが位囲する。テラ スの規模

は 107X 52cmで‘，床面から 11cmの高さにある。 このテラス面は，ややしまりがあることから，

出入口の可能性がある。床面はやや凹凸があり， しまりが弱い。壁はN・V層より成るが，北

東壁の一部が， 104号土檄により残存しない。壁はほぼ垂直な立ち上がりを呈し，壁高は北東壁
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30.1cm, 北西壁36.2cm, 南東壁38.2cm, 南西壁42.3cmを計る 。

〈周溝〉 なし

〈柱穴〉 本住居跡より 6個のピットが検出された。規模及び配四より， Pit1・2・3・4ま

たは 5の 4個を主柱穴とする柱配置と考えられる。

第108号竪穴住居跡ピット 一覧表（単位 ：cm) 

~t ~; I 2~0~!2 I 1『hs12~6!!s l 2~2!~912~6~~911~0~~1 
〈炉〉 住居跡南東壁に接する。石囲部＋掘り込み部から成る 156X86cmの規模の石囲複式炉

である。石囲部は， 8 -22cm大の自然石を68X 66cmの円形に配したもので，炉内南西側に偏在

して48X40cmの範囲で‘，最大 3cmの厚さの焼土が確認された。掘り込み部は， 90X86cmの楕円

形で最大の深さは 8cmを計る。掘り込みの北側縁に 3個の自然石が検出されたことから，全体

として「A」形に炉石を配謹したと考えられる 。

〈出土遺物〉 （第319図， 395図 1,396図15,404図 3,406図 3,424図 6・7,427図15)

床面より数点の土器片，床直より 4個の復元可能土器と数点の土器片を出土した。また，こ

の他 に裂土中より，少批の土器片， 1点の石匙 ・掻器 ・凹石 ・有孔石製品， 2点の円盤状土製

品（朱付抒）を出土した。

395図1,396図15,404図 3,406図 3は，いずれも西壁寄り床面から出土した土器である 。395図

1は，広口壺形に近い小型の土器で，口径9.1cm, 底径4.8cm, 器高14.2cmを計る 。頸部の 1条

の横位沈線文により区画され，口縁部上半は無文，口頸部には平行沈線文による波状文，波状

文下端から胴部にかけ懸垂文を施文，地文は RL斜縄文，色調は灰褐色 (7.5YR4/2) を呈す

る。396図15は深鉢形土器で‘，口径17.3cm, 底径5.6cm, 器高21.2cmを計る。折り返し口縁上は

無文で， 3つのゆるい波状口縁項部下に貼瘤を付けている 。胴部には RL斜縄文を施文，色調

は暗赤褐色[ (5 YR3/3) を呈する 。404図3は，広口壺に近い深鉢形土器で，口径15.8cm,底径

5.6cm, ・器高20.2cmを計る。口縁部中位より胴部下半にかけ RL斜縄文を施文，色調は黒褐色

(5 YR3/l)を呈する 。406図3は，口縁部が若干内椅する深鉢形土器で‘，口径25.9cmを計る 。

器面には LR斜縄文を施文，色調は灰褐色 (7,5Y R4/2) を呈する。

床面及び床直の出土土器より，本住居の時期は中期後葉（大木 9式併行期）と考えられる 。

第109号竪穴住居跡と出土遺物 （第320~322,395,396,401,403,407,424,427図）

〈迫構の位四と確認〉 凡区西部の ZA ・A-12・13・14, B-13・14グリッドに位置する。

N層上面での確認である。なお本住居跡東壁側は，農道のため発掘できなか った。

106・llOA・117・118号住居跡， 75~78号土堀， 1号溝と重複する。本住居跡は 1号溝より
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古く，他のすべての遺構より新しい。

〈平面形 ・規模〉 短軸8.58mの楕円形を呈する。主軸方向は N-57°-Wである。

〈堆積土〉 4層に区分でき，自然堆積と考えられる。

〈床面・壁〉 V層を掘り込んで床面としている。全般にほぼ平坦で‘， しまりは弱い。各遺構

との重複部分は，それらの裂土及びV層より，他の部分はN・V層より壁を成す。東側は未発

掘のため不明であるが，壁はやや急な立ち上がりを呈する。壁高は西壁76cm, 南壁69cm, 北壁

68cmを計る。

〈周溝〉 不連続ながら，壁下に幅14-27cm, 深さ 7-22cmの周溝が一巡する。

〈柱穴〉 本住居跡より 41個のピットが検出された。明らかに他住居跡の柱穴と思われるもの

は除いたが，まだいくつかは含まれていると考えられる。これらのうち， Pit1・8または 9. 

14・16・27を主柱穴とし，主軸に対称な 4対 8個 (Pit1・27, 8または 9. (未検出）， 14・16,

未発掘部に位置する 1対 2個）を基本とする柱配置と考えられる。

第109号竪穴住居跡ピット一覧表（単位 ：cm) 

P,t No. 1 2 3 4 5 6 7 8 9 . 10 11 12 

規 模 75 X54 50X50 70X65 50 X50 46 X40 38X30 54 X50 37 X28 40 X35 66X53 59 X49 27 X26 

深さ 53 16 36 48 85 44 36 50 52 54 64 66 

Pit No. 13 14 15 16 17 18 19 20 21 22 23 24 

規模 40X32 62X55 40 X34 75 X70 100 X 72 32 X23 40X33 40 X35 31 X27 26 X26 33 X25 88 X70 

深さ 67 12 17 45 31 11 38 18 15 16 26 59 

P,t No. 25 26 27 28 29 30 31 32 33 34 35 36 

規 模 42 X(58) 24 X22 49 X43 50 X40 36X30 25 X22 32 X21 35 X23 56 X47 26 X25 55 X55 95 X65 

深さ 29 20 48 30 16 13 28 13 40 47 96 59 

P,t No. 37 38 39 40 41 

規模 58 X28 25 X25 40X40 48 X32 40X38 

深さ 15 43 85 56 53 

〈炉〉 住居跡主軸線上に，中心よりやや東寄りに位囲する。地床炉で', 50 X30cmの範囲で焼

土が確認された。

〈出土遺物〉 （第321・322図， 395図 7,396図 1, 401図18,403図 3・6・13,407図10,424図8,427

図17)

床面，床直より数10点の土器片，床面より 1点の石匙を出土した。また裂土下位より 1点の

凹石・石皿， 2点の磨石を出土，他に図土中より 9個の復元可能土器， 4箱の土器片， 1点の

石錐 ・凹石 ・円盤状土製品（朱付着） ・有孔石製品， 2点の石皿・石棒， 3点の石匙．掻器，

5点の石鏃．磨石を出土した。

395図 7は，裂土中より出土の深鉢形土臨で‘，口径24cmを計る。口縁部中位から胴部下半にか

け，縦位楕円文＋「n」文，「n」文を施文，区画文外を磨消している。地文は RL斜縄文，色調

はにぶい黄橙色 (10YR6/4) を呈する。 396図1は，裂土中より出土の鉢形土器で‘， 口径11.1

cm, 底径 4.0cm, 器高11.6cmを計る。口頸部から胴部中位にかけ「n」変形文を施文，区画文
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第321図 第109号住居跡出土土器拓影図
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第322図 第109号住居跡出土石器実測図
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外を磨消している。地文は LR斜縄文，色調はにぶい橙色(5YR6/4)を呈する。 401図18は，裂

土中より出土の小型鉢形土器で，推定口径7cm,底径 4cm, 器高 5cmを計る。器面には RL斜縄

文を施文，色調は浅黄橙色 (7.5YRS/4) を呈する。

403図3は，榎土上層より出土の小型鉢形土器で，推定口径 8.4cm, 底径 4.0cm, 器高 8.5cm

を計る。口縁部下半より胴部にかけ無方向の LR斜縄文を施文，色調はにぶい橙色 (7.5YR7 

/4) を呈する。388図6は，裂土中より出土の鉢形土器で‘，口径15.5cm, 底径 5.8cm, 器高11.9 

cmを計る 。器面には RL斜縄文を施文，焼成はやや不良，色調は灰褐色 (7.5 Y R4/2) を呈す

る。403図13は，裂土中より出土の鉢形土器で，口径10.4cm, 底径6.3cm, 器高10.3cmを計る。

口縁部下半より胴部下半にかけ LR斜縄文を施文，焼成は不良，色調は明赤褐色 (5YR5/6) 

を呈する。407図10は，裂土中より出土の深鉢形土器で，口径i7.2cm, 底径8.1cm, 器高13.7cm

を計る。口縁部中位より胴部下半にかけ LR斜縄文を施文，色調はにぶい褐色 (7.5YR5/4)

を呈する。

出土土器より，本住居の時期は中期後葉（大木 9式併行期）と考えられる。

第110A号竪穴住居跡と出土遺物 （第323, 324, 326, 327, 394, 399固）

〈遺構の位罰と確認〉 凡区西部の ZC・Z B・Z A-13・14グリッドに位置する。 N層上面

での確認である。なお本住居跡東壁寄りは，晟道のため発掘できなかった。

109・110B号住居跡， 125号土堀と重複，本住居跡は109・110B号住居跡より古く， 125号土檄

との新旧関係は不明である。

〈平面形 ・規模〉 他の追構との重複及び東側が未発掘のため，全容は不明であるが，残存壁

の曲率から (12.66)X(5.60)mの楕円形を呈すると推測される。主軸方向は N-19°-Eである。

〈堆租土〉 不明である。

〈床面 ・壁〉 V層を掘り込んで床面としている 。南壁際は 109号住居構築により消失してお

り，残存する床面は，平坦で堅くしまりがある。壁はN・V層より成り，ほぼ垂直な立ち上が

りを呈する。壁嵩は西壁58cm, 北壁62cmを計る。

〈周溝〉 北壁下西側より西壁下にかけ，幅15-25cm, 深さ約10cmの周溝が検出された。

〈柱穴〉 本住居跡から13個のピットが検出された。このうちPit1 -3・9・10を主柱穴とし，

主軸線に対称な 5対10個 (Pit1・(未検出）， 2・10, 3・9, 未発掘区に位置する 2対 4個）

を基本とする柱配置と考えられる 。

第llOA号竪穴住居跡ピット ー究表（単位 ：cm) 

~l を I 6\~45 I 40丘29I 4\~40 I 43ふ34I 30 2~24 I 72 2;58 I 536;40 I 8¥;42 I 3¥;30 I 25 :~23 I 30 :~28 I 3/:25 h::!8 
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第327図 第110A号住居跡出土土器拓影図・石器実測図
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〈炉〉 住居跡ほぼ中央に位置する。15~27cm大の自然石を77X67cmのほぼ円形に配した石囲

炉である。炉内全体に， 3 ~ 5 cmの厚さの焼土が堆積している。

また，東壁際より 30X28cmの範囲で焼土が確認されたが，位四的に地床炉とは認められない。

〈出土追物〉 （第326, 327図， 394図16, 399図 7)

床面より数10点の土器片と 1点の磨石，床直より 1個の復元可能土器と数10点の土器片を出

土した。この他に裂土中より， 4個の復元可能土器と 2/3箱の土器片， 1点の凹石 ・石皿， 2点

の石匙， 3点の石箆， 4点の掻器を出土した。

394固16は，毅土から出土した広口壺形土器で，底径5.0cmを計る。口縁部は無文，胴部上端

に2条の横位連続刺突文，胴部に懸垂文を施文，地文はRL斜縄文を施文し，色調は灰黄褐色

(10YR4/2) を呈する。399図7は，床直より 出土の広口壺に近い深鉢形土器で，口径19.9cmを

計る。口縁部は無文，胴部上端に 2条の横位連続刺突文，胴部には「口」文，「n」文間には縦

位刺突文，地文は RL斜縄文，色調は黒褐色 (lOYR3/2)を呈する。

327図8は，床面の出土土器である。

床面及び床直上の出土土器より，本住居の時期は中期後葉（大木 9式併行期）と考えられる。

＇第110B号竪穴住居跡と出土遺物 （第323.325図）

〈迫構の位置と確認〉 凡区西部の ZC-13・14グリッドに位謹する。llOA号住居跡と共にN

層上面での確認である。llOA号住居跡， 79号土城と重複，本住居跡はいずれよりも新しい。

〈平面形・規模〉 東壁側は未発掘のためその全容は不明であるが，残存壁から，径 3mぐら

いの円形を呈すると考えられる 。

〈堆積土〉 不明である 。

〈床面 ・壁〉 テラスを有する二段構造で，床 ・テラス面とも， V層を掘り込んでそれぞれの

面としており，堅くしまりがある。テラスは北壁際西側より西壁際へかけて位置し，その規模

は， 30~40cmの幅，床面から35~40cmの高さにある。壁高は北壁67cm, 西壁確認面よりテラス

面まで27cmを計る。壁はN・V層より成り，緩やかな立ち上がりを呈する。

〈周溝〉 なし

〈柱穴〉 検出できなか った。

〈炉〉 住居跡ほぼ中央に位置する。 6~20cm大の自然石を， 50~40cmの楕円形に配した石囲

炉である。炉内北西側に偏在して18Xl5cmの範囲で‘，最大2.5cmの厚さの焼土が確認された。

〈出土遺物〉

本住居の出土追物は少ない。少見の土器片を出土し，その多くは裂土中からである。

出土土器及び新旧関係より，本住居の時期は中期後葉～末葉（大木9~10式併行期）と考えられる。
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第111号竪穴住居跡と出土遺物 （第328図）

〈迫構の位涸と確認〉 ふ区南西部

のD・E-10グリッドに位置する 。N

層上面での確認である。80号住居跡

と重複，本住居跡が古い。

〈平面形・規模〉 2.60X (2. 45) 

mの円形を呈する。床面積は (4.48) 

rrfを計る 。

〈堆積土〉

ョン図略）

〈床面・壁〉

不明である 。 （セクシ

V層を掘り込んで床

面としている。若干レンズ状で， 南

側の部分に少々の凹凸があり，堅く

〈周溝〉

〈柱穴〉
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しまりがある。壁はN・V層より成るが，東壁は80号住居構築により消失している。壁高は西

壁22cm, 南壁15cm, 北壁21cmを計る。

なし

本住居跡より 3個の ピッ トが検出された。若干浅いが，配列から見て柱穴と考えら
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れる 。北壁際に位置するであろう未検出のピ ットを加えた 4本柱と考えられ る。

第111号竪穴住居跡ピットー究表（単位： cm) 

Pit No. 1 $ 15 
深さ 18 

2 

20 Xl7 

22 

3 

27 X22 

13 

〈炉〉 住居跡中央に位置する。迫存度が悪いが， 20cm大の自然石を， 60X50cmの円形に配し

た石囲炉と考えられる。炉内全体に 2~ 4cmの厚さの焼土が確認された。

〈出土遺物〉

本住居からは少犀の土器片を出土し， その多くは裂土中からであ る。

出土土器及び新旧関係より，本住居の時期は中期中葉～後葉（円筒上層 e~大木 8b式併行

期） と考えられる 。

第113号竪穴住居跡と出土遺物 （第329,330図）

〈迫構の位置 と確認〉 凡区西部の C-11・12グリッドに位匿する 。85号住居跡床面において

確認された。85・101'・114号住居跡と重複し，本住居跡は85・101号住居跡より古く， 114号住

居跡より新しい。
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第113号竪穴住居跡実測図・同住居炉跡微細図

〈平面形 ・規模〉

計る。

2. 76 X2.37mの方形を呈する 。主軸方向は N-0°―E, 床面積は5.64m'を

〈堆柏土〉

〈床面・壁〉

残存する堆栢土は 5膀に区分でき， 自然堆積と考えられる。

テラスを有する二段構造で，床 ・テラス面とも V層を掘り込んでそれぞれの面

としている。テラスは南壁際に位四し， 規模は幅60cm, 床面から 7.5cmの高さにある。本住居

跡床面から85号住居跡床面までの高さは，東壁22cm, 西壁20cm, 北壁19cm, テラス面からの高

さは15cmを計る。床面は平坦で， しまりは弱く， テラス面も軟かい。テラス面のほぼ中央に，

径55cm, 深さ 7cmの円形の掘り込みを有する 。壁は， 85号住居構築によりその上半を消失する

が，残存部はV層より成り，ほぼ垂直な立ち上がりを呈する。

〈周溝〉

〈柱穴〉

なし

本住居跡より 3個のピットが検出されたが，規模が小さく，柱配置の規則性はつか

めなかった。

第113号竪穴住居跡ピット 一覧表（単位： cm) 

Pit No. 

規模

深 さ

1 2 

三7 11 

3 

15 Xl5 

13 

〈炉〉 住居跡ほぼ中央に位謹する。深鉢形土器の口縁部を45X29cmの方形に配した土器片囲

炉である。炉内が， 最大 3cmの深さまでわずかに赤変（焼土化） している。

〈出土迫物〉 （第330図）

本住居からは土器片囲炉の土器以外に，少屈の土器片を出土したのみである 。

330図 1-5は炉内出土の土器， 8-10は土器片囲k戸の土器である 。

炉を構成する土器より，本住居の時期は中期後葉（大木 8b式併行期） と考えられる 。
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第330図 第113号住居跡出土土器拓影図

第114号竪穴住居跡と出土遺物 （第331・332図）

〈遺構の位誼と確認〉 凡 区西部のA・B・C・D-11・ 12グリッドに位置する。N層上面に

おいて西壁北側及び南壁の一部を確認したが，多数の追構との重複によりその壁のほとんどを
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失い，床面の柱列及び周溝よりプランを推定した。

78 B・79・85・101・106・113・117号住居跡と重複し，本住居跡は85・101・106・113号住居

跡より古く， 788・79号住居跡より新しい。117号住居跡との新旧関係は，不明である 。

〈平面形・規模〉 (16.4) X (7.4) mの楕円形を呈する 。主軸方向は N-1°-E, 床面柏

は (119.99) m'を計る。

〈堆租土〉 多数の遺構との重複のため，南壁寄りと北側の一部しか堆積土を残さない。残存

部は，炭化粒 ・下位火山灰を多拭混入する暗褐色土の単一層である。

〈床面 ・壁〉 テラスを有する二段構造で，床 ・テラス面とも V層を掘り込んでそれぞれの面

としている。テラスは南壁際に位匹し，その最大幅は36cm, 床面から 8~10cmの高さにある。

壁高は南東壁12.0cm, 南西壁20.5cm, テラス面から南壁確認面の高さは10.7cmを計る。床面の

ほとんどは重複により消失しているが，残存部は，ほぼ平坦で堅くしまっている。西壁の一部

は， 78B・79号住居跡榎土より，その他の壁はN・V層より成るが，他の遺構との重複により

北壁と東壁の一部を消失し， さらに，東壁の大部分は未発掘のため不明である。残存壁は，急

な立ち上がりを呈する 。

〈周溝〉 西壁下と，北東壁際とそれに直交する位置から周溝が検出された。西壁下のものは

幅15~20cm, 深さ20~25cm, 北東部に位置するものは幅20~40cm, 深さ29~46cm, それに直交

するものは幅15~35cm, 深さ 3~15cmを計る 。

〈柱穴〉 本住居跡に関連するものとして， 12個のビットが検出された。このうちPitl~ 7を

主柱穴とし，主軸線に対称な 4対 8個 (Pit1・7, Pit 2・6, Pit 3・5 , Pit 4・(未検出））を碁

本とする柱配岡と考えられる。また， Pit8は副柱穴， Pit9 ~12は壁柱穴と考えられる。

第114号竪穴住居跡ピット ー庶表（単位 ：cm) 

;t~~- I 7\~6519\;85 I 6\~56 I 9\~70 I 80~70 I 6~;466 I 85丘75I 46 ! 341 18 ~ 15 I 22笠20I 21~19 I 43~35 

〈炉〉 住居跡主軸線上の北壁際に位麗する。地床炉で', 58 X3lcmの範囲で最大 2.5cmの厚さ

の焼土が確認された。また同軸線上南壁寄りに， 110X96cmの範囲で床面が赤変（焼土化）して

いる部分があり，その裂土に多くの炭化物を混入していることから，地床炉の可能性もある。

〈出土追物〉 （第332図）

土器片の総出土凪は， 1/3箱であるが，床面，床直からの出土は少ない。

出土土器及び新旧関係より，本住居の時期は中期後葉 （大木 8b式併行期）と考えられる 。

第115号竪穴住居跡と出土遺物 （第333・334・396・400・401・409・428図）

〈遺構の位置と確認〉 凡区南部の E・F-16グリッドに位四する 。N層上面での確認である。
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